
JP 2019-517898 A 2019.6.27

10

(57)【要約】
本明細書に開示されるものは、肺機能の評価のために使
用され得るスパイロメータである。開示されるシステム
、コンピュータ可読媒体、および方法は、医療専門家、
臨床治験専門家、および個々のユーザによる種々の設定
における使用を対象とすることができる。肺機能を評価
するためのシステムは、（ａ）第１の開口部と、第２の
開口部とを備える管状通路を備える無線検出ユニットで
あって、第１の開口部は、第２の開口部と対向する、検
出ユニットと、（ｂ）検出ユニットと通信するように構
成される、ベースステーションであって、ベースステー
ションは、統合バイオメトリックセンサを備え、統合バ
イオメトリックセンサは、指紋センサであり、ベースス
テーションは、周囲センサと、検出ユニットを貯蔵する
ように定寸および適合されるドッキングクレードルとを
さらに備える、ベースステーションとを備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　肺機能を評価するためのシステムであって、
　（ａ）第１の開口部と、第２の開口部とを備える管状通路を備える無線検出ユニットで
あって、前記第１の開口部は、前記第２の開口部と対向する、検出ユニットと、
　（ｂ）前記検出ユニットと通信するように構成される、ベースステーションであって、
前記ベースステーションは、統合バイオメトリックセンサを備え、前記統合バイオメトリ
ックセンサは、指紋センサであり、前記ベースステーションは、周囲センサと、前記検出
ユニットを貯蔵するように定寸および適合されるドッキングクレードルとをさらに備える
、ベースステーションと
　を備える、システム。
【請求項２】
　前記検出ユニットはさらに、電源を備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記電源は、バッテリである、請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記バッテリは、リチウムイオンバッテリパックである、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記検出ユニットはさらに、充電受信機コイルを備える、請求項１－４のうちのいずれ
か１項に記載のシステム。
【請求項６】
　前記充電受信機コイルは、無線充電受信機コイルである、請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　前記検出ユニットはさらに、ジャイロスコープまたは加速度計を備える、請求項１－６
のうちのいずれか１項に記載のシステム。
【請求項８】
　前記ジャイロスコープまたは加速度計は、配向、回転、および振動を含む、軸方向変化
を検出する、請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記システムはさらに、マウスピースを備える、請求項１－８のうちのいずれか１項に
記載のシステム。
【請求項１０】
　前記マウスピースは、第１の端部と、第２の端部とを備える、管状伸長本体を備え、前
記第１の端部は、前記第２の端部と対向し、前記第１の端部は、開口部を備え、対象が前
記マウスピースの中に空気を呼息することを可能にするように構成される、請求項９に記
載のシステム。
【請求項１１】
　第２の端部は、前記検出ユニットの管状通路内に配置される、請求項１０に記載のシス
テム。
【請求項１２】
　前記マウスピースは、センサを備える、請求項９－１１のうちのいずれか１項に記載の
システム。
【請求項１３】
　前記センサは、アルコールセンサである、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記センサは、流量センサである、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記流量センサは、事前較正される、請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記流量センサは、使い捨て流量センサである、請求項１４または１５に記載のシステ
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ム。
【請求項１７】
　前記流量センサは、ニューモタコ管である、請求項１４－１６のうちのいずれか１項に
記載のシステム。
【請求項１８】
　前記ニューモタコ管は、リリータイプニューモタコ管である、請求項１７に記載のシス
テム。
【請求項１９】
　前記検出ユニットまたは前記ベースステーションはさらに、１つ以上のインジケータ要
素を備える、請求項１－１８のうちのいずれか１項に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の可聴源を備える、請求項１９に記載の
システム。
【請求項２１】
　前記１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオードを備える、請求項１９
に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記１つ以上の発光ダイオードは、対象またはユーザに指示する、請求項２１に記載の
システム。
【請求項２３】
　前記１つ以上の発光ダイオードは、吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息する
ように前記対象に指示する、請求項２２に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記１つ以上の発光ダイオードは、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８、９、
１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、または２０秒にわたっ
て吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように前記対象に指示する、請求項
２３に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記検出ユニットは、ネットワークを経由してデータを前記ベースステーションに伝送
する、請求項１－２４のうちのいずれか１項に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記検出ユニットは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を介してデータを前記ベー
スステーションに伝送する、請求項２５に記載のシステム。
【請求項２７】
　前記ネットワークは、無線ネットワークである、請求項２４または２５に記載のシステ
ム。
【請求項２８】
　前記ベースステーションは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ、赤外線
伝送、または短距離無線通信を使用して、前記検出ユニットと通信する、請求項２７に記
載のシステム。
【請求項２９】
　前記ベースステーションは、２つ以上の検出ユニットと通信する、請求項２７に記載の
システム。
【請求項３０】
　前記検出ユニットおよび前記ベースステーションは、ある距離だけ分離される、請求項
２７に記載のシステム。
【請求項３１】
　前記ベースステーションはさらに、視覚ディスプレイを備える、請求項１－３０のうち
のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項３２】
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　前記視覚ディスプレイは、リアルタイムでスパイロメトリデータを表示する、請求項３
１に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記視覚ディスプレイは、リアルタイムで前記データの妥当性を示すアニメーションア
イコンを備える、請求項３２に記載のシステム。
【請求項３４】
　前記視覚ディスプレイは、前記検出ユニットによって収集されたデータの成功に関する
フィードバックを提供する、ユーザアイコンまたは対象アイコンを表示する、請求項３２
に記載のシステム。
【請求項３５】
　前記ベースステーションはさらに、電源を備える、請求項１－３４のうちのいずれか１
項に記載のシステム。
【請求項３６】
　前記電源は、バッテリである、請求項３５に記載のシステム。
【請求項３７】
　前記バッテリは、リチウムイオンバッテリパックである、請求項３６に記載のシステム
。
【請求項３８】
　前記ベースステーションはさらに、充電送信機コイルを備える、請求項１－３７のうち
のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項３９】
　前記充電送信機コイルは、無線充電送信機コイルである、請求項３８に記載のシステム
。
【請求項４０】
　前記周囲センサは、湿度センサである、請求項１－４０のうちのいずれか１項に記載の
システム。
【請求項４１】
　肺機能を評価するためのシステムであって、
　（ａ）第１の開口部と、第２の開口部とを備える管状通路を備える無線検出ユニットで
あって、前記第１の開口部は、前記第２の開口部と対向し、前記検出ユニットは、充電受
信機コイルをさらに備える、検出ユニットと、
　（ｂ）前記検出ユニットと通信するように構成される、ベースステーションであって、
前記ベースステーションは、タッチ視覚ディスプレイと、ドッキングクレードルとを備え
、前記ドッキングクレードルは、充電送信機コイルを備え、前記検出ユニットを貯蔵し、
前記検出ユニットを無線で充電するように定寸および適合される、ベースステーションと
　を備える、システム。
【請求項４２】
　前記検出ユニットはさらに、電源を備える、請求項４１に記載のシステム。
【請求項４３】
　前記電源は、バッテリである、請求項４２に記載のシステム。
【請求項４４】
　前記バッテリは、リチウムイオンバッテリパックである、請求項４３に記載のシステム
。
【請求項４５】
　前記充電受信機コイルは、無線充電受信機コイルである、請求項４１－４４のうちのい
ずれか１項に記載のシステム。
【請求項４６】
　前記検出ユニットはさらに、ジャイロスコープまたは加速度計を備える、請求項４１－
４５のうちのいずれか１項に記載のシステム。
【請求項４７】
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　前記ジャイロスコープまたは加速度計は、配向、回転、および振動を含む、軸方向変化
を検出する、請求項４６に記載のシステム。
【請求項４８】
　前記システムはさらに、マウスピースを備える、請求項４１－４７のうちのいずれか１
項に記載のシステム。
【請求項４９】
　前記マウスピースは、第１の端部と、第２の端部とを備える、管状伸長本体を備え、前
記第１の端部は、前記第２の端部と対向し、前記第１の端部は、開口部を備え、対象が前
記マウスピースの中に空気を呼息することを可能にするように構成される、請求項４８に
記載のシステム。
【請求項５０】
　第２の端部は、前記検出ユニットの管状通路内に配置される、請求項４９に記載のシス
テム。
【請求項５１】
　前記マウスピースは、センサを備える、請求項４８－５０のうちのいずれか１項に記載
のシステム。
【請求項５２】
　前記センサは、アルコールセンサである、請求項５１に記載のシステム。
【請求項５３】
　前記センサは、流量センサである、請求項５１に記載のシステム。
【請求項５４】
　前記流量センサは、事前較正される、請求項５３に記載のシステム。
【請求項５５】
　前記流量センサは、使い捨て流量センサである、請求項５３または５４に記載のシステ
ム。
【請求項５６】
　前記流量センサは、ニューモタコ管である、請求項５３－５５のうちのいずれか１項に
記載のシステム。
【請求項５７】
　前記ニューモタコ管は、リリータイプニューモタコ管である、請求項５６に記載のシス
テム。
【請求項５８】
　前記検出ユニットまたは前記ベースステーションはさらに、１つ以上のインジケータ要
素を備える、請求項４１－５７のうちのいずれか１項に記載のシステム。
【請求項５９】
　前記１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の可聴源を備える、請求項５８に記載の
システム。
【請求項６０】
　前記１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオードを備える、請求項５８
に記載のシステム。
【請求項６１】
　前記１つ以上の発光ダイオードは、対象またはユーザに指示する、請求項６０に記載の
システム。
【請求項６２】
　前記１つ以上の発光ダイオードは、吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息する
ように前記対象に指示する、請求項６１に記載のシステム。
【請求項６３】
　前記１つ以上の発光ダイオードは、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８、９、
１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、または２０秒にわたっ
て吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように前記対象に指示する、請求項
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６２に記載のシステム。
【請求項６４】
　前記検出ユニットは、ネットワークを経由してデータを前記ベースステーションに伝送
する、請求項４１－６３のうちのいずれか１項に記載のシステム。
【請求項６５】
　前記検出ユニットは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を介してデータを前記ベー
スステーションに伝送する、請求項６４に記載のシステム。
【請求項６６】
　前記ネットワークは、無線ネットワークである、請求項６４または６５に記載のシステ
ム。
【請求項６７】
　前記ベースステーションは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ、赤外線
伝送、または短距離無線通信を使用して、前記検出ユニットと通信する、請求項６６に記
載のシステム。
【請求項６８】
　前記ベースステーションは、２つ以上の検出ユニットと通信する、請求項６６に記載の
システム。
【請求項６９】
　前記検出ユニットおよび前記ベースステーションは、ある距離だけ分離される、請求項
６６に記載のシステム。
【請求項７０】
　前記タッチ視覚ディスプレイは、リアルタイムでスパイロメトリデータを表示する、請
求項４１－６９のうちのいずれか１項に記載のシステム。
【請求項７１】
　前記タッチ視覚ディスプレイは、リアルタイムで前記データの妥当性を示すアニメーシ
ョンアイコンを備える、請求項７０に記載のシステム。
【請求項７２】
　前記タッチ視覚ディスプレイは、前記検出ユニットによって収集されたデータの成功に
関するフィードバックを提供する、ユーザアイコンまたは対象アイコンを表示する、請求
項７０に記載のシステム。
【請求項７３】
　前記ベースステーションはさらに、電源を備える、請求項４１－７２のうちのいずれか
１項に記載のシステム。
【請求項７４】
　前記電源は、バッテリである、請求項７３に記載のシステム。
【請求項７５】
　前記バッテリは、リチウムイオンバッテリパックである、請求項７４に記載のシステム
。
【請求項７６】
　前記充電送信機コイルは、無線充電送信機コイルである、請求項４１－７５のうちのい
ずれか１項に記載のシステム。
【請求項７７】
　前記ベースステーションはさらに、バイオメトリックセンサを備える、請求項４１－７
６のうちのいずれか１項に記載のシステム。
【請求項７８】
　前記バイオメトリックセンサは、指紋センサである、請求項７７に記載のシステム。
【請求項７９】
　肺機能を評価するためのシステムであって、
　（ａ）電源と、充電受信機コイルとを備える、無線検出ユニットであって、前記検出ユ
ニットは、第１の開口部と、第２の開口部とを備える管状通路を備え、前記第１の開口部
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は、前記第２の開口部と対向する、検出ユニットと、
　（ｂ）Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を経由して前記検出ユニットと通信するよ
うに構成される、ベースステーションであって、前記ベースステーションは、周囲センサ
と、統合バイオメトリックセンサとを備え、前記統合バイオメトリックセンサは、指紋セ
ンサであり、前記指紋センサは、ドッキングクレードルとタッチ視覚ディスプレイとの間
に位置し、前記ドッキングクレードルは、充電送信機コイルを備え、前記検出ユニットを
貯蔵し、前記検出ユニットを無線で充電するように定寸および適合される、ベースステー
ションと
　を備える、システム。
【請求項８０】
　前記充電受信機コイルは、無線充電受信機コイルである、請求項７９に記載のシステム
。
【請求項８１】
　前記検出ユニットはさらに、ジャイロスコープまたは加速度計を備える、請求項７９－
８０のうちのいずれか１項に記載のシステム。
【請求項８２】
　前記ジャイロスコープまたは加速度計は、配向、回転、および振動を含む、軸方向変化
を検出する、請求項８１に記載のシステム。
【請求項８３】
　前記システムはさらに、マウスピースを備える、請求項７９－８２のうちのいずれか１
項に記載のシステム。
【請求項８４】
　前記マウスピースは、第１の端部と、第２の端部とを備える、管状伸長本体を備え、前
記第１の端部は、前記第２の端部と対向し、前記第１の端部は、開口部を備え、対象が前
記マウスピースの中に空気を呼息することを可能にするように構成される、請求項８３に
記載のシステム。
【請求項８５】
　第２の端部は、前記検出ユニットの管状通路内に配置される、請求項８４に記載のシス
テム。
【請求項８６】
　前記マウスピースは、センサを備える、請求項８３－８５のうちのいずれか１項に記載
のシステム。
【請求項８７】
　前記センサは、アルコールセンサである、請求項８６に記載のシステム。
【請求項８８】
　前記センサは、流量センサである、請求項８６に記載のシステム。
【請求項８９】
　前記流量センサは、事前較正される、請求項８８に記載のシステム。
【請求項９０】
　前記流量センサは、使い捨て流量センサである、請求項８８または８９に記載のシステ
ム。
【請求項９１】
　前記流量センサは、ニューモタコ管である、請求項８８－９０のうちのいずれか１項に
記載のシステム。
【請求項９２】
　前記ニューモタコ管は、リリータイプニューモタコ管である、請求項９１に記載のシス
テム。
【請求項９３】
　前記検出ユニットまたは前記ベースステーションはさらに、１つ以上のインジケータ要
素を備える、請求項７９－９２のうちのいずれか１項に記載のシステム。
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【請求項９４】
　前記１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の可聴源を備える、請求項９３に記載の
システム。
【請求項９５】
　前記１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオードを備える、請求項９３
に記載のシステム。
【請求項９６】
　前記１つ以上の発光ダイオードは、対象またはユーザに指示する、請求項９５に記載の
システム。
【請求項９７】
　前記１つ以上の発光ダイオードは、吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息する
ように前記対象に指示する、請求項９６に記載のシステム。
【請求項９８】
　前記１つ以上の発光ダイオードは、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８、９、
１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、または２０秒にわたっ
て吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように前記対象に指示する、請求項
９７に記載のシステム。
【請求項９９】
　前記検出ユニットは、ネットワークを経由してデータを前記ベースステーションに伝送
する、請求項７９－９８のうちのいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１００】
　前記ネットワークは、無線ネットワークである、請求項９９に記載のシステム。
【請求項１０１】
　前記ベースステーションは、ＺｉｇＢｅｅ、赤外線伝送、または短距離無線通信を使用
して、前記検出ユニットと通信する、請求項１００に記載のシステム。
【請求項１０２】
　前記ベースステーションは、２つ以上の検出ユニットと通信する、請求項１００に記載
のシステム。
【請求項１０３】
　前記検出ユニットおよび前記ベースステーションは、ある距離だけ分離される、請求項
１００に記載のシステム。
【請求項１０４】
　前記タッチ視覚ディスプレイは、リアルタイムでスパイロメトリデータを表示する、請
求項７９－１０３のうちのいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１０５】
　前記タッチ視覚ディスプレイは、リアルタイムで前記データの妥当性を示すアニメーシ
ョンアイコンを備える、請求項１０４に記載のシステム。
【請求項１０６】
　前記タッチ視覚ディスプレイは、前記検出ユニットによって収集されたデータの成功に
関するフィードバックを提供する、ユーザアイコンまたは対象アイコンを表示する、請求
項１０４に記載のシステム。
【請求項１０７】
　前記ベースステーションはさらに、電源を備える、請求項７９－１０６のうちのいずれ
か１項に記載のシステム。
【請求項１０８】
　前記電源は、バッテリである、請求項１０７に記載のシステム。
【請求項１０９】
　前記バッテリは、リチウムイオンバッテリパックである、請求項１０８に記載のシステ
ム。
【請求項１１０】
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　前記充電送信機コイルは、無線充電送信機コイルである、請求項７９－１０９のうちの
いずれか１項に記載のシステム。
【請求項１１１】
　前記周囲センサは、湿度センサである、請求項７９－１１０のうちのいずれか１項に記
載のシステム。
【請求項１１２】
　肺機能試験を実施するための方法であって、前記方法は、
　（ａ）　マウスピースと、センサとを備える検出ユニットを対象に提供することと、
　（ｂ）　バイオメトリックデータを使用して、アプリケーションのユーザを識別するこ
とと、
　（ｃ）ベースステーションにおいて、前記検出ユニットから伝送されたスパイロメトリ
データを受信することと、
　（ｄ）前記ベースステーションを監視して、試験誤差を判定することと
　を含む、方法。
【請求項１１３】
　前記試験誤差は、対象努力における変動からもたらされる、請求項１１２に記載の方法
。
【請求項１１４】
　スパイロメトリデータを収集するための方法であって、前記方法は、
　（ａ）ベースステーションにおいて、統合バイオメトリックセンサから、ユーザからの
バイオメトリックデータを収集することと、
　（ｂ）マウスピースと、センサとを備える検出ユニットを対象に提供することと、
　（ｃ）前記検出ユニットから伝送されたスパイロメトリデータを受信することと、
　（ｄ）前記ベースステーションから収集されたバイオメトリックデータを、前記検出ユ
ニットから収集されたスパイロメトリデータと相関させることと、
　（ｅ）　前記ベースステーション上で前記収集されたスパイロメトリデータを処理する
ことと
　を含む、方法。
【請求項１１５】
　スパイロメトリデータの品質を改良するための方法であって、前記方法は、
　（ａ）ベースステーションにおいて、統合バイオメトリックセンサから、ユーザからの
バイオメトリックデータを収集することと、
　（ｂ）マウスピースと、センサとを備える検出ユニットを対象に提供することと、
　（ｃ）前記検出ユニットから伝送されたスパイロメトリデータを受信することであって
、前記ベースステーションは、前記スパイロメトリデータをグラフで表示し、試験誤差を
示すように構成される、ことと、
　（ｄ）前記ベースステーション上で前記受信されたスパイロメトリデータを処理するこ
とと
　を含む、方法。
【請求項１１６】
　前記試験誤差は、対象努力における変動に起因する、請求項１１５に記載の方法。
【請求項１１７】
　前記ユーザおよび前記対象は、同一の個人である、請求項１１５に記載の方法。
【請求項１１８】
　前記ユーザおよび前記対象は、同一の個人ではない、請求項１１５に記載の方法。
【請求項１１９】
　前記対象によって提供された呼気サンプルから前記スパイロメトリデータを生成するこ
とをさらに含み、前記スパイロメトリデータは、前記センサによって前記呼気サンプルか
ら生成される、請求項１１２、１１４、または１１５のうちのいずれか１項に記載の方法
。
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【請求項１２０】
　ネットワークを経由して前記検出ユニットから前記スパイロメトリデータを伝送するこ
とをさらに含む、請求項１１９に記載の方法。
【請求項１２１】
　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を介して前記検出ユニットから前記スパイロメト
リデータを伝送することをさらに含む、請求項１１９に記載の方法。
【請求項１２２】
　対象からスパイロメトリ試験結果を収集するためのシステムを製造するための方法であ
って、前記方法は、
　（ａ）センサと、マウスピースとを備える検出ユニットを構築することであって、前記
検出ユニットは、対象努力における変動からもたらされる試験誤差を低減させるように構
成される、ことと、
　（ｂ）前記検出ユニットとベースステーションとの間の無線通信を構成することであっ
て、前記ベースステーションは、前記検出ユニットによって収集されたスパイロメトリデ
ータを表示するための視覚ディスプレイを備える、ことと、
　（ｃ）前記収集されたスパイロメトリデータを処理または転送するためのアプリケーシ
ョンを前記ベースステーションにインストールすることと
　を含む、方法。
【請求項１２３】
　対象からのスパイロメトリデータにおける対象誤差を低減させるためのシステムを製造
するための方法であって、前記方法は、
　（ａ）検出ユニットと、ベースステーションとを備えるシステムを構築することと、
　（ｂ）バイオメトリックセンサを前記ベースステーションに統合することと、
　（ｃ）前記検出ユニットからスパイロメトリデータを受信するための１つ以上の機構を
伴う前記ベースステーションを構成することと
　を含む、方法。
【請求項１２４】
　前記ベースステーションは、クラウドから遠隔コマンドおよび構成を受信する、請求項
１１２、１１４、１１５、１２２、または１２３のうちのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２５】
　前記スパイロメトリデータは、ネットワークを経由して前記検出ユニットから伝送され
る、請求項１２３に記載の方法。
【請求項１２６】
　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を介して前記検出ユニットから前記スパイロメト
リデータを伝送することをさらに含む、請求項１２３に記載の方法。
【請求項１２７】
　前記検出ユニットは、センサと、マウスピースとを備える、請求項１２３に記載の方法
。
【請求項１２８】
　前記センサは、流量センサを備える、請求項１１２－１２２または１２７に記載の方法
。
【請求項１２９】
　前記流量センサは、事前較正される、請求項１２８に記載の方法。
【請求項１３０】
　前記流量センサは、使い捨て流量センサである、請求項１２８に記載の方法。
【請求項１３１】
　前記流量センサは、ニューモタコ管である、請求項１２８、１２９、または１３０に記
載の方法。
【請求項１３２】
　前記ニューモタコ管は、リリータイプニューモタコ管である、請求項１３１に記載の方
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法。
【請求項１３３】
　前記検出ユニットはさらに、１つ以上のインジケータ要素を備える、請求項１１２－１
３２のうちのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３４】
　前記１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオードを備える、請求項１３
３に記載の方法。
【請求項１３５】
　前記１つ以上の発光ダイオードは、前記検出ユニットを使用する対象またはユーザに指
示する、請求項１３４に記載の方法。
【請求項１３６】
　吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように前記対象に指示することをさ
らに含む、請求項１３５に記載の方法。
【請求項１３７】
　前記１つ以上の発光ダイオードは、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８、９、
１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、または２０秒にわたっ
て吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように前記対象に指示する、請求項
１３６に記載の方法。
【請求項１３８】
　前記１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の可聴源を備える、請求項１３３に記載
の方法。
【請求項１３９】
　前記検出ユニットはさらに、ジャイロスコープまたは加速度計を備える、請求項１１２
－１３８のうちのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４０】
　前記ジャイロスコープまたは加速度計は、配向、回転、および振動を含む、軸方向変化
を検出する、請求項１３９に記載の方法。
【請求項１４１】
　前記ベースステーションは、統合バイオメトリックセンサを備える、請求項１１２また
は１１３に記載の方法。
【請求項１４２】
　前記バイオメトリックセンサは、指紋センサである、請求項１２３または１４１に記載
の方法。
【請求項１４３】
　前記バイオメトリックセンサは、バイオメトリックデータを収集する、請求項１４２に
記載の方法。
【請求項１４４】
　前記バイオメトリックデータは、アプリケーションへのアクセスを制御する、請求項１
４３に記載の方法。
【請求項１４５】
　前記アプリケーションは、記憶されたスパイロメトリデータへのアクセスを提供する、
請求項１４４に記載の方法。
【請求項１４６】
　前記アプリケーションは、前記検出ユニットを動作させるためのアクセスを提供する、
請求項１４４に記載の方法。
【請求項１４７】
　前記アプリケーションは、前記ベースステーションを使用することを認可された個人を
識別する、請求項１４４に記載の方法。
【請求項１４８】
　前記個人は、臨床医である、請求項１４７に記載の方法。
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【請求項１４９】
　前記ベースステーションはさらに、１つ以上のインジケータ要素を備える、請求項１１
２－１３２のうちのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５０】
　前記１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオードを備える、請求項１４
９に記載の方法。
【請求項１５１】
　前記１つ以上の発光ダイオードは、前記対象または前記ユーザに指示する、請求項１５
０に記載の方法。
【請求項１５２】
　吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように前記対象に指示することをさ
らに含む、請求項１５１に記載の方法。
【請求項１５３】
　前記１つ以上の発光ダイオードは、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８、９、
１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、または２０秒にわたっ
て吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように前記対象に指示する、請求項
１５２に記載の方法。
【請求項１５４】
　前記１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の可聴源を備える、請求項１４９に記載
の方法。
【請求項１５５】
　前記検出ユニットは、前記ベースステーション上で充電される、請求項１１２－１４８
のうちのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５６】
　前記検出ユニットは、無線で充電される、請求項１５５に記載の方法。
【請求項１５７】
　前記ネットワークは、無線ネットワークである、請求項１２０または１２５のうちのい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項１５８】
　前記ベースステーションは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ、赤外線
伝送、または他の短距離無線通信を使用して、前記検出ユニットと通信する、請求項１２
２または１５７に記載の方法。
【請求項１５９】
　前記ベースステーションは、２つ以上の検出ユニットと通信する、請求項１５８に記載
の方法。
【請求項１６０】
　前記検出ユニットおよび前記ベースステーションは、ある距離だけ分離される、請求項
１５７に記載の方法。
【請求項１６１】
　前記ベースステーションはさらに、データをデータベースまたはサーバに伝送する、請
求項１１２－１６０のうちのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６２】
　前記データベースまたはサーバは、クラウドベースのデータベースまたはサーバである
、請求項１６１に記載の方法。
【請求項１６３】
　前記スパイロメトリデータは、１つ以上のサーバ、データベース、ネットワーク接続型
記憶ユニットを含む記憶ユニット、ボリューム、またはそれらの任意の組み合わせに伝送
される、請求項１６１に記載の方法。
【請求項１６４】
　前記ベースステーションはさらに、有線接続を介してデータを伝送する、請求項１６１
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、１６２、または１６３に記載の方法。
【請求項１６５】
　前記有線接続は、ＵＳＢまたはイーサネット（登録商標）接続である、請求項１６４に
記載の方法。
【請求項１６６】
　前記ベースステーションはさらに、無線接続を介してデータを伝送する、請求項１６１
、１６２、または１６３に記載の方法。
【請求項１６７】
　前記無線接続は、Ｗｉ－Ｆｉ、３Ｇ、４Ｇ　ＬＴＥ、またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録
商標）接続である、請求項１６６に記載の方法。
【請求項１６８】
　前記ベースステーションはさらに、視覚ディスプレイを備える、請求項１１２－１２０
または１２３に記載の方法。
【請求項１６９】
　前記視覚ディスプレイは、リアルタイムでスパイロメトリデータを表示する、請求項１
６８に記載の方法。
【請求項１７０】
　前記視覚ディスプレイは、前記検出ユニットによって収集されたデータの成功に関する
フィードバックを提供する、ユーザアイコンまたは対象アイコンを表示する、請求項１６
９に記載の方法。
【請求項１７１】
　肺機能を試験するためのシステムであって、
　（ａ）センサと、マウスピースとを備える、無線検出ユニットと、
　（ｂ）前記検出ユニットと通信するように構成される、ベースステーションであって、
前記ベースステーションは、統合バイオメトリックセンサを備える、ベースステーション
と、
　（ｃ）前記検出ユニットを無線で充電および貯蔵するように構成される、ドッキングク
レードルと
　を備える、システム。
【請求項１７２】
　前記ベースステーションは、クラウドから遠隔コマンドおよび構成を受信する、請求項
１７１に記載のシステム。
【請求項１７３】
　前記センサは、流量センサである、請求項１７１に記載のシステム。
【請求項１７４】
　前記流量センサは、事前較正される、請求項１７３に記載のシステム。
【請求項１７５】
　前記流量センサは、使い捨て流量センサである、請求項１７３に記載のシステム。
【請求項１７６】
　前記流量センサは、ニューモタコ管である、請求項１７３、１７４、または１７５に記
載のシステム。
【請求項１７７】
　前記ニューモタコ管は、リリータイプニューモタコ管である、請求項１７６に記載のシ
ステム。
【請求項１７８】
　前記検出ユニットはさらに、１つ以上のインジケータ要素を備える、請求項１７１に記
載のシステム。
【請求項１７９】
　前記１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオードを備える、請求項１７
８に記載のシステム。
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【請求項１８０】
　前記１つ以上の発光ダイオードは、前記検出ユニットを使用する対象またはユーザに指
示する、請求項１７９に記載のシステム。
【請求項１８１】
　前記１つ以上の発光ダイオードは、吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息する
ように前記対象に指示する、請求項１８０に記載のシステム。
【請求項１８２】
　前記１つ以上の発光ダイオードは、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８、９、
１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、または２０秒にわたっ
て吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように前記対象に指示する、請求項
１８１に記載のシステム。
【請求項１８３】
　前記１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の可聴源を備える、請求項１７８に記載
のシステム。
【請求項１８４】
　前記ベースステーションはさらに、１つ以上のインジケータ要素を備える、請求項１７
１に記載のシステム。
【請求項１８５】
　前記１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオードを備える、請求項１８
４に記載のシステム。
【請求項１８６】
　前記１つ以上の発光ダイオードは、対象またはユーザに指示する、請求項１８５に記載
のシステム。
【請求項１８７】
　前記１つ以上の発光ダイオードは、吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息する
ように前記対象に指示する、請求項１８６に記載のシステム。
【請求項１８８】
　前記１つ以上の発光ダイオードは、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８、９、
１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、または２０秒にわたっ
て吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように前記対象に指示する、請求項
１８７に記載のシステム。
【請求項１８９】
　前記１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の可聴源を備える、請求項１８４に記載
のシステム。
【請求項１９０】
　前記検出ユニットはさらに、ジャイロスコープまたは加速度計を備える、請求項１７１
に記載のシステム。
【請求項１９１】
　前記ジャイロスコープまたは加速度計は、配向、回転、および振動を含む、軸方向変化
を検出する、請求項１９０に記載のシステム。
【請求項１９２】
　前記バイオメトリックセンサは、指紋センサを備える、請求項１７２－１９１のうちの
いずれか１項に記載のシステム。
【請求項１９３】
　前記検出ユニットは、ネットワークを経由してデータを前記ベースステーションに伝送
する、請求項１９２のうちのいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１９４】
　前記検出ユニットは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を介してデータを前記ベー
スステーションに伝送する、請求項１７１に記載のシステム。
【請求項１９５】
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　前記ネットワークは、無線ネットワークである、請求項１９３または１９４に記載のシ
ステム。
【請求項１９６】
　前記ベースステーションは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ、赤外線
伝送、または短距離無線通信を使用して、前記検出ユニットと通信する、請求項１９５に
記載のシステム。
【請求項１９７】
　前記ベースステーションは、２つ以上の検出ユニットと通信する、請求項１９５に記載
のシステム。
【請求項１９８】
　前記検出ユニットおよび前記ベースステーションは、ある距離だけ分離される、請求項
１９５に記載のシステム。
【請求項１９９】
　前記ベースステーションはさらに、視覚ディスプレイを備える、請求項１７１に記載の
システム。
【請求項２００】
　前記視覚ディスプレイは、リアルタイムでスパイロメトリデータを表示する、請求項１
９９に記載のシステム。
【請求項２０１】
　前記視覚ディスプレイは、リアルタイムで前記データの妥当性を示すアニメーションア
イコンを備える、請求項１９９に記載のシステム。
【請求項２０２】
　前記視覚ディスプレイは、前記検出ユニットによって収集されたデータの成功に関する
フィードバックを提供する、ユーザアイコンまたは対象アイコンを表示する、請求項１９
９に記載のシステム。
【請求項２０３】
　電子デバイスにおける使用のために好適な非一時コンピュータ可読媒体であって、前記
媒体は、命令を備え、前記命令は、前記電子デバイスによって実行されると、前記電子デ
バイスに、
　（ａ）バイオメトリックデータを使用して、アプリケーションへのアクセスを制御する
ことと、
　（ｂ）ベースステーションにおいて、マウスピースと、センサとを備える検出ユニット
から伝送されたデータを受信することと、
　（ｃ）データを前記ベースステーションから外部サーバまたはデータベースに伝送する
ことと
　を実施させる、コンピュータ可読媒体。
【請求項２０４】
　前記データベースまたはサーバは、クラウドベースのデータベースまたはサーバである
、請求項２０３に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２０５】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記ベースステーションに、有線接続を介し
てデータを伝送させる命令をさらに備える、請求項２０３または２０４に記載のコンピュ
ータ可読媒体。
【請求項２０６】
　前記有線接続は、ＵＳＢまたはイーサネット（登録商標）接続である、請求項２０５に
記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２０７】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記ベースステーションに、無線接続を介し
てデータを伝送させる命令をさらに備える、請求項２０３または２０４に記載のコンピュ
ータ可読媒体。
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【請求項２０８】
　前記無線接続は、Ｗｉ－Ｆｉ、３Ｇ、４Ｇ　ＬＴＥ、またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録
商標）接続である、請求項２０７に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２０９】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記ベースステーションに、クラウドから遠
隔コマンドおよび構成を受信させる命令をさらに備える、請求項２０３に記載のコンピュ
ータ可読媒体。
【請求項２１０】
　電子デバイスにおける使用のために好適な非一時コンピュータ可読媒体であって、前記
媒体は、命令を備え、前記命令は、前記電子デバイスによって実行されると、前記電子デ
バイスに、
　（ａ）統合バイオメトリックセンサを備えるベースステーションにおいて、ユーザから
バイオメトリックデータを収集することと、
　（ｂ）検出ユニットから伝送されたデータを受信することであって、前記検出ユニット
は、マウスピースと、センサとを備える、ことと、
　（ｃ）前記ベースステーションから収集されたバイオメトリックデータを、前記検出ユ
ニットから収集されたデータと相関させることと、
　（ｄ）前記ベースステーション上で収集されたデータを処理することと
　を実施させる、コンピュータ可読媒体。
【請求項２１１】
　電子デバイスにおける使用のために好適な非一時コンピュータ可読媒体であって、前記
媒体は、命令を備え、前記命令は、前記電子デバイスによって実行されると、前記電子デ
バイスに、
　（ａ）統合バイオメトリックセンサを備えるベースステーションにおいて、ユーザから
バイオメトリックデータを収集することと、
　（ｂ）マウスピースと、センサとを備える検出ユニットから伝送されたデータを受信す
ることであって、前記検出ユニットは、マウスピースと、センサとを備え、前記ベースス
テーションは、前記バイオメトリックデータが有効であるかどうかを示すように構成され
る、ことと、
　（ｃ）前記ベースステーション上で前記受信されたデータを処理することと
　を実施させる、コンピュータ可読媒体。
【請求項２１２】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記データが、対象によって提供された呼気
サンプルから生成されるようにする命令をさらに備え、前記データは、前記センサによっ
て前記呼気サンプルから生成される、請求項２０３－２１１のうちのいずれか１項に記載
のコンピュータ可読媒体。
【請求項２１３】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記検出ユニットに、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（
登録商標）接続を介して前記データを伝送させる命令をさらに備える、請求項２１２に記
載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２１４】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記検出ユニットに、ネットワークを経由し
て前記データを伝送させる命令をさらに備える、請求項２１２に記載のコンピュータ可読
媒体。
【請求項２１５】
　前記センサは、流量センサである、請求項２１４に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２１６】
　前記流量センサは、事前較正される、請求項２１５に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２１７】
　前記流量センサは、使い捨て流量センサである、請求項２１４または２１５に記載のコ
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ンピュータ可読媒体。
【請求項２１８】
　前記流量センサは、ニューモタコ管である、請求項２１５、２１６、または２１７に記
載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２１９】
　前記ニューモタコ管は、リリータイプニューモタコ管である、請求項２１８に記載のコ
ンピュータ可読媒体。
【請求項２２０】
　前記検出ユニットはさらに、１つ以上のインジケータ要素を備える、請求項２０３－２
１９のうちのいずれか１項に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２２１】
　前記１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオードを備える、請求項２１
４に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２２２】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記１つ以上の発光ダイオードに、前記検出
ユニットを使用する対象またはユーザに指示させる命令をさらに備える、請求項２２１に
記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２２３】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記検出ユニットに、吸息する、肺内に空気
を保持する、または呼息するように前記対象に通知させる命令をさらに備える、請求項２
２２に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２２４】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記検出ユニットに、少なくとも１、２、３
、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、
１９、または２０秒にわたって吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように
前記対象に指示させる命令をさらに備える、請求項２２３に記載のコンピュータ可読媒体
。
【請求項２２５】
　前記１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の可聴源を備える、請求項２１４に記載
のコンピュータ可読媒体。
【請求項２２６】
　前記ベースステーションはさらに、１つ以上のインジケータ要素を備える、請求項２０
３－２１９のうちのいずれか１項に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２２７】
　前記１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオードを備える、請求項２２
６に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２２８】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記１つ以上の発光ダイオードに、前記対象
または前記ユーザに指示させる命令をさらに備える、請求項２２７に記載のコンピュータ
可読媒体。
【請求項２２９】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記ベースステーションに、吸息する、肺内
に空気を保持する、または呼息するように前記対象に通知させる命令をさらに備える、請
求項２２８に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２３０】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記ベースステーションに、少なくとも１、
２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、
１８、１９、または２０秒にわたって吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息する
ように前記対象に指示させる命令をさらに備える、請求項２２９に記載のコンピュータ可
読媒体。
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【請求項２３１】
　前記１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオードを備える、請求項２２
６に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２３２】
　前記検出ユニットはさらに、ジャイロスコープまたは加速度計を備える、請求項２０３
－２２４のうちのいずれか１項に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２３３】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記ジャイロスコープまたは加速度計に、配
向、回転、および振動を含む、軸方向変化を検出させる命令をさらに備える、請求項２３
２に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２３４】
　前記バイオメトリックセンサは、指紋センサである、請求項２０３－２３３のうちのい
ずれか１項に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２３５】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記バイオメトリックセンサに、前記バイオ
メトリックデータを収集させる命令をさらに備える、請求項２３４に記載のコンピュータ
可読媒体。
【請求項２３６】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記バイオメトリックデータに、アプリケー
ションへのアクセスを制御させる命令をさらに備える、請求項２３５に記載のコンピュー
タ可読媒体。
【請求項２３７】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記電子デバイスに、前記バイオメトリック
データを前記スパイロメトリデータと相関させる命令をさらに備える、請求項２３５に記
載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２３８】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記アプリケーションに、前記ベースステー
ション上に記憶されたスパイロメトリデータへのアクセスを提供させる命令をさらに備え
る、請求項２３６に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２３９】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記アプリケーションに、前記検出ユニット
を動作させるためのアクセスを提供させる命令をさらに備える、請求項２３６に記載のコ
ンピュータ可読媒体。
【請求項２４０】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記アプリケーションに、前記ベースステー
ションを使用することを認可された個人を識別させる命令をさらに備える、請求項２３６
に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２４１】
　前記個人は、臨床医である、請求項２４０に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２４２】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記検出ユニットに、前記ベースステーショ
ン上で充電させる命令をさらに備える、請求項２０３－２４１のうちのいずれか１項に記
載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２４３】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記検出ユニットに、無線で充電させる命令
をさらに備える、請求項２４２に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２４４】
　前記ネットワークは、無線ネットワークである、請求項２１４のうちのいずれか１項に
記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２４５】
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　前記電子デバイスによって実行されると、前記ベースステーションに、Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ（登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ、赤外線伝送、または他の短距離無線通信を使用して、
前記検出ユニットと通信させる命令をさらに備える、請求項２４４に記載のコンピュータ
可読媒体。
【請求項２４６】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記ベースステーションに、２つ以上の検出
ユニットと通信させる命令をさらに備える、請求項２４４に記載のコンピュータ可読媒体
。
【請求項２４７】
　前記検出ユニットおよび前記ベースステーションは、ある距離だけ分離される、請求項
２４４に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２４８】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記ベースステーションに、データをデータ
ベースまたはサーバに伝送させる命令をさらに備える、請求項２１０または２１１に記載
のコンピュータ可読媒体。
【請求項２４９】
　前記データベースまたはサーバは、クラウドベースのデータベースまたはサーバである
、請求項２４８に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２５０】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記ベースステーションに、有線接続を介し
てデータを前記データベースまたはサーバに伝送させる命令をさらに備える、請求項２４
８または２４９に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２５１】
　前記有線接続は、ＵＳＢまたはイーサネット（登録商標）接続である、請求項２５０に
記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２５２】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記ベースステーションに、無線接続を介し
てデータを前記データベースまたはサーバに伝送させる命令をさらに備える、請求項２４
８または２４９に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２５３】
　前記無線接続は、Ｗｉ－Ｆｉ、３Ｇ、４Ｇ　ＬＴＥ、またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録
商標）接続である、請求項２５２に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２５４】
　前記ベースステーションはさらに、視覚ディスプレイを備える、請求項２０３－２４８
のうちのいずれか１項に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２５５】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記視覚ディスプレイに、リアルタイムでス
パイロメトリデータを表示させる命令をさらに備える、請求項２５４に記載のコンピュー
タ可読媒体。
【請求項２５６】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記視覚ディスプレイに、リアルタイムで前
記データの妥当性を示すアニメーションアイコンを表示させる命令をさらに備える、請求
項２５４に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２５７】
　前記電子デバイスによって実行されると、前記視覚ディスプレイに、前記検出ユニット
によって収集されたスパイロメトリデータの成功に関するフィードバックを提供する、ユ
ーザアイコンまたは対象アイコンを表示させる命令をさらに備える、請求項２５４に記載
のコンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
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【０００１】
　（相互参照）
　本出願は、２０１６年３月２４日に出願された米国仮出願第６２／３１３，０１６号に
対して優先権を主張する。上記文献は、その全体として参照することによって本明細書に
おいて援用される。
【０００２】
　（背景）
　スパイロメトリ試験は、肺機能、呼吸、血液酸素供給、およびさらには心臓機能につい
ての情報を提供することができる。スパイロメトリ読取値は、人間によって使用されるこ
とができる。個人が、スパイロメータを使用し、その個人的健康を監視することができ、
医療専門家が、スパイロメータを使用し、病状を診断する、または患者の病状のステータ
スを評価することができ、臨床治験専門家が、スパイロメータを使用し、特定の薬物の有
効性を評価する、または具体的人口統計、遺伝子型、もしくは他の医学的に関連する分類
のユーザ間の具体的病状の発生を監視することができる。本明細書に提供されるものは、
スパイロメトリデータを取得するための改良された方法およびシステムである。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　（要約）
　本明細書に提供されるものは、（ａ）第１の開口部と、第２の開口部とを備え得る管状
通路を備え得る無線検出ユニットであって、第１の開口部は、第２の開口部と対向する、
検出ユニットと、（ｂ）検出ユニットと通信するように構成される、ベースステーション
であって、ベースステーションは、統合バイオメトリックセンサを備えることができ、統
合バイオメトリックセンサは、指紋センサであり得、ベースステーションは、周囲センサ
と、検出ユニットを貯蔵するように定寸および適合されるドッキングクレードルとをさら
に備えることができる、ベースステーションとを備える、肺機能を評価するためのシステ
ムである。いくつかの実施形態では、検出ユニットはさらに、電源を備えることができる
。いくつかの実施形態では、電源は、バッテリであり得る。いくつかの実施形態では、バ
ッテリは、リチウムイオンバッテリパックであり得る。いくつかの実施形態では、検出ユ
ニットはさらに、充電受信機コイルを備えることができる。いくつかの実施形態では、充
電受信機コイルは、無線充電受信機コイルであり得る。いくつかの実施形態では、検出ユ
ニットはさらに、ジャイロスコープまたは加速度計を備えることができる。いくつかの実
施形態では、ジャイロスコープまたは加速度計は、配向、回転、および振動を含む、軸方
向変化を検出することができる。いくつかの実施形態では、システムはさらに、マウスピ
ースを備えることができる。いくつかの実施形態では、マウスピースは、第１の端部と、
第２の端部とを備え得る、管状伸長本体を備えることができ、第１の端部は、第２の端部
と対向し、第１の端部は、開口部を備え、対象がマウスピースの中に空気を呼息すること
を可能にするように構成されることができる。いくつかの実施形態では、第２の端部は、
検出ユニットの管状通路内に配置されることができる。いくつかの実施形態では、マウス
ピースは、センサを備えることができる。いくつかの実施形態では、センサは、アルコー
ルセンサであり得る。いくつかの実施形態では、センサは、流量センサであり得る。いく
つかの実施形態では、流量センサは、事前較正されることができる。いくつかの実施形態
では、流量センサは、使い捨て流量センサであり得る。いくつかの実施形態では、流量セ
ンサは、ニューモタコ管であり得る。いくつかの実施形態では、ニューモタコ管は、リリ
ータイプニューモタコ管であり得る。いくつかの実施形態では、検出ユニットまたはベー
スステーションはさらに、１つ以上のインジケータ要素を備えることができる。いくつか
の実施形態では、１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の可聴源を備えることができ
る。いくつかの実施形態では、１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオー
ドを備えることができる。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオードは、対象
またはユーザに指示することができる。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオ
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ードは、吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に指示することが
できる。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオードは、少なくとも１、２、３
、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、
１９、または２０秒にわたって吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように
対象に指示することができる。いくつかの実施形態では、検出ユニットは、ネットワーク
を経由してデータをベースステーションに伝送することができる。いくつかの実施形態で
は、検出ユニットは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を介してデータをベースステ
ーションに伝送することができる。いくつかの実施形態では、ネットワークは、無線ネッ
トワークであり得る。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ（登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ、赤外線伝送、または短距離無線通信を使用して、検出
ユニットと通信することができる。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、２
つ以上の検出ユニットと通信することができる。いくつかの実施形態では、検出ユニット
およびベースステーションは、ある距離だけ分離されることができる。いくつかの実施形
態では、ベースステーションはさらに、視覚ディスプレイを備えることができる。いくつ
かの実施形態では、視覚ディスプレイは、リアルタイムでスパイロメトリデータを表示す
ることができる。いくつかの実施形態では、視覚ディスプレイは、リアルタイムでデータ
の妥当性を示すアニメーションアイコンを備えることができる。いくつかの実施形態では
、視覚ディスプレイは、検出ユニットによって収集されたデータの成功に関するフィード
バックを提供する、ユーザアイコンまたは対象アイコンを表示することができる。いくつ
かの実施形態では、ベースステーションはさらに、電源を備えることができる。いくつか
の実施形態では、電源は、バッテリであり得る。いくつかの実施形態では、バッテリは、
リチウムイオンバッテリパックであり得る。いくつかの実施形態では、ベースステーショ
ンはさらに、充電送信機コイルを備えることができる。いくつかの実施形態では、充電送
信機コイルは、無線充電送信機コイルであり得る。いくつかの実施形態では、周囲センサ
は、湿度センサであり得る。
【０００４】
　また、本明細書に開示されるものは、（ａ）第１の開口部と、第２の開口部とを備え得
る管状通路を備え得る無線検出ユニットであって、第１の開口部は、第２の開口部と対向
し、検出ユニットは、充電受信機コイルをさらに備えることができる、検出ユニットと、
（ｂ）検出ユニットと通信するように構成される、ベースステーションであって、ベース
ステーションは、タッチ視覚ディスプレイと、ドッキングクレードルとを備え得る表面を
備えることができ、ドッキングクレードルは、充電送信機コイルを備えることができ、検
出ユニットを貯蔵し、検出ユニットを無線で充電するように定寸および適合されることが
できる、ベースステーションとを備える、肺機能を評価するためのシステムである。いく
つかの実施形態では、検出ユニットはさらに、電源を備えることができる。いくつかの実
施形態では、電源は、バッテリであり得る。いくつかの実施形態では、バッテリは、リチ
ウムイオンバッテリパックであり得る。いくつかの実施形態では、充電受信機コイルは、
無線充電受信機コイルであり得る。いくつかの実施形態では、検出ユニットはさらに、ジ
ャイロスコープまたは加速度計を備えることができる。いくつかの実施形態では、ジャイ
ロスコープまたは加速度計は、配向、回転、および振動を含む、軸方向変化を検出するこ
とができる。いくつかの実施形態では、システムはさらに、マウスピースを備えることが
できる。いくつかの実施形態では、マウスピースは、第１の端部と、第２の端部とを備え
得る、管状伸長本体を備えることができ、第１の端部は、第２の端部と対向し、第１の端
部は、開口部を備えることができ、対象がマウスピースの中に空気を呼息することを可能
にするように構成されることができる。いくつかの実施形態では、第２の端部は、検出ユ
ニットの管状通路内に配置されることができる。いくつかの実施形態では、マウスピース
は、センサを備えることができる。いくつかの実施形態では、センサは、アルコールセン
サであり得る。いくつかの実施形態では、センサは、流量センサであり得る。いくつかの
実施形態では、流量センサは、事前較正されることができる。いくつかの実施形態では、
流量センサは、使い捨て流量センサであり得る。いくつかの実施形態では、流量センサは
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、ニューモタコ管であり得る。いくつかの実施形態では、ニューモタコ管は、リリータイ
プニューモタコ管であり得る。いくつかの実施形態では、検出ユニットまたはベースステ
ーションはさらに、１つ以上のインジケータ要素を備えることができる。いくつかの実施
形態では、１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の可聴源を備えることができる。い
くつかの実施形態では、１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオードを備
えることができる。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオードは、対象または
ユーザに指示することができる。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオードは
、吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に指示することができる
。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオードは、少なくとも１、２、３、４、
５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、
または２０秒にわたって吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に
指示することができる。いくつかの実施形態では、検出ユニットは、ネットワークを経由
してデータをベースステーションに伝送することができる。いくつかの実施形態では、検
出ユニットは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を介してデータをベースステーショ
ンに伝送することができる。いくつかの実施形態では、ネットワークは、無線ネットワー
クであり得る。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（
登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ、赤外線伝送、または短距離無線通信を使用して、検出ユニッ
トと通信することができる。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、２つ以上
の検出ユニットと通信することができる。いくつかの実施形態では、検出ユニットおよび
ベースステーションは、ある距離だけ分離されることができる。いくつかの実施形態では
、タッチ視覚ディスプレイは、リアルタイムでスパイロメトリデータを表示することがで
きる。いくつかの実施形態では、タッチ視覚ディスプレイは、リアルタイムでデータの妥
当性を示すアニメーションアイコンを備えることができる。いくつかの実施形態では、タ
ッチ視覚ディスプレイは、検出ユニットによって収集されたデータの成功に関するフィー
ドバックを提供する、ユーザアイコンまたは対象アイコンを表示することができる。いく
つかの実施形態では、ベースステーションはさらに、電源を備えることができる。いくつ
かの実施形態では、電源は、バッテリであり得る。いくつかの実施形態では、バッテリは
、リチウムイオンバッテリパックであり得る。いくつかの実施形態では、充電送信機コイ
ルは、無線充電送信機コイルであり得る。いくつかの実施形態では、ベースステーション
はさらに、バイオメトリックセンサを備えることができる。いくつかの実施形態では、バ
イオメトリックセンサは、指紋センサであり得る。
【０００５】
　また、本明細書に開示されるものは、（ａ）電源と、充電受信機コイルとを備え得る、
無線検出ユニットであって、検出ユニットは、第１の開口部と、第２の開口部とを備え得
る管状通路を備え得、第１の開口部は、第２の開口部と対向する、検出ユニットと、（ｂ
）Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を経由して検出ユニットと通信するように構成さ
れる、ベースステーションであって、ベースステーションは、周囲センサと、統合バイオ
メトリックセンサを備えることができ、統合バイオメトリックセンサは、指紋センサであ
り得、指紋センサは、ドッキングクレードルとタッチ視覚ディスプレイとの間に位置する
ことができ、ドッキングクレードルは、充電送信機コイルを備えることができ、検出ユニ
ットを貯蔵し、検出ユニットを無線で充電するように定寸および適合されることができる
、ベースステーションとを備える、肺機能を評価するためのシステムである。いくつかの
実施形態では、充電受信機コイルは、無線充電受信機コイルであり得る。いくつかの実施
形態では、検出ユニットはさらに、ジャイロスコープまたは加速度計を備えることができ
る。いくつかの実施形態では、ジャイロスコープまたは加速度計は、配向、回転、および
振動を含む、軸方向変化を検出することができる。いくつかの実施形態では、システムは
さらに、マウスピースを備えることができる。いくつかの実施形態では、マウスピースは
、第１の端部と、第２の端部とを備え得る、管状伸長本体を備えることができ、第１の端
部は、第２の端部と対向し、第１の端部は、開口部を備え、対象がマウスピースの中に空
気を呼息することを可能にするように構成されることができる。いくつかの実施形態では
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、第２の端部は、検出ユニットの管状通路内に配置されることができる。いくつかの実施
形態では、マウスピースは、センサを備えることができる。いくつかの実施形態では、セ
ンサは、アルコールセンサであり得る。いくつかの実施形態では、センサは、流量センサ
であり得る。いくつかの実施形態では、流量センサは、事前較正されることができる。い
くつかの実施形態では、流量センサは、使い捨て流量センサであり得る。いくつかの実施
形態では、流量センサは、ニューモタコ管であり得る。いくつかの実施形態では、ニュー
モタコ管は、リリータイプニューモタコ管であり得る。いくつかの実施形態では、検出ユ
ニットまたはベースステーションはさらに、１つ以上のインジケータ要素を備えることが
できる。いくつかの実施形態では、１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の可聴源を
備えることができる。いくつかの実施形態では、１つ以上のインジケータ要素は、１つ以
上の発光ダイオードを備えることができる。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダ
イオードは、対象またはユーザに指示することができる。いくつかの実施形態では、１つ
以上の発光ダイオードは、吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象
に指示する。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオードは、少なくとも１、２
、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１
８、１９、または２０秒にわたって吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するよ
うに対象に指示することができる。いくつかの実施形態では、検出ユニットは、ネットワ
ークを経由してデータをベースステーションに伝送することができる。いくつかの実施形
態では、ネットワークは、無線ネットワークであり得る。いくつかの実施形態では、ベー
スステーションは、ＺｉｇＢｅｅ、赤外線伝送、または短距離無線通信を使用して、検出
ユニットと通信することができる。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、２
つ以上の検出ユニットと通信することができる。いくつかの実施形態では、検出ユニット
およびベースステーションは、ある距離だけ分離されることができる。いくつかの実施形
態では、タッチ視覚ディスプレイは、リアルタイムでスパイロメトリデータを表示するこ
とができる。いくつかの実施形態では、タッチ視覚ディスプレイは、リアルタイムでデー
タの妥当性を示すアニメーションアイコンを備えることができる。いくつかの実施形態で
は、タッチ視覚ディスプレイは、検出ユニットによって収集されたデータの成功に関する
フィードバックを提供する、ユーザアイコンまたは対象アイコンを表示することができる
。いくつかの実施形態では、ベースステーションはさらに、電源を備えることができる。
いくつかの実施形態では、電源は、バッテリであり得る。いくつかの実施形態では、バッ
テリは、リチウムイオンバッテリパックであり得る。いくつかの実施形態では、充電送信
機コイルは、無線充電送信機コイルであり得る。いくつかの実施形態では、周囲センサは
、湿度センサであり得る。
【０００６】
　また、本明細書に提供されるものは、肺機能試験を実施するための方法であり、本方法
は、ａ．マウスピースと、センサとを備え得る検出ユニットを対象に提供することと、ｂ
．バイオメトリックデータを使用して、アプリケーションのユーザを識別することと、ｃ
．ベースステーションにおいて検出ユニットから伝送されたスパイロメトリデータを受信
することと、ｄ．ベースステーションを監視して、試験誤差を判定することとを含むこと
ができる。いくつかの実施形態では、試験誤差は、対象努力における変動からもたらされ
る。いくつかの実施形態では、本方法はさらに、対象によって提供された呼気サンプルか
らスパイロメトリデータを生成することを含むことができ、スパイロメトリデータは、セ
ンサによって呼気サンプルから生成されることができる。いくつかの実施形態では、本方
法はさらに、ネットワークを経由して検出ユニットからスパイロメトリデータを伝送する
ことを含むことができる。いくつかの実施形態では、本方法はさらに、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ（登録商標）接続を介して検出ユニットからスパイロメトリデータを伝送することを含
むことができる。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、クラウドから遠隔コ
マンドおよび構成を受信することができる。いくつかの実施形態では、センサは、流量セ
ンサを備えることができる。いくつかの実施形態では、流量センサは、事前較正されるこ
とができる。いくつかの実施形態では、流量センサは、使い捨て流量センサであり得る。
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いくつかの実施形態では、流量センサは、ニューモタコ管であり得る。いくつかの実施形
態では、ニューモタコ管は、リリータイプニューモタコ管であり得る。いくつかの実施形
態では、検出ユニットはさらに、１つ以上のインジケータ要素を備えることができる。い
くつかの実施形態では、インジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオードを備えることが
できる。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオードは、検出ユニットを使用す
る対象またはユーザに指示することができる。いくつかの実施形態では、本方法はさらに
、吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に指示することを含むこ
とができる。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオードは、少なくとも１、２
、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１
８、１９、または２０秒にわたって吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するよ
うに対象に指示する。いくつかの実施形態では、インジケータ要素は、１つ以上の可聴源
を備えることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニットはさらに、ジャイロスコ
ープまたは加速度計を備えることができる。いくつかの実施形態では、ジャイロスコープ
または加速度計は、配向、回転、および振動を含む、軸方向変化を検出することができる
。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、統合バイオメトリックセンサを備え
ることができる。いくつかの実施形態では、バイオメトリックセンサは、指紋リーダであ
り得る。いくつかの実施形態では、バイオメトリックセンサは、バイオメトリックデータ
を収集することができる。いくつかの実施形態では、バイオメトリックデータは、アプリ
ケーションへのアクセスを制御することができる。いくつかの実施形態では、アプリケー
ションは、記憶されたスパイロメトリデータへのアクセスを提供することができる。いく
つかの実施形態では、アプリケーションは、検出ユニットを動作させるためのアクセスを
提供することができる。いくつかの実施形態では、アプリケーションは、ベースステーシ
ョンを使用することを認可された個人を識別する。いくつかの実施形態では、個人は、臨
床医であり得る。いくつかの実施形態では、ベースステーションはさらに、１つ以上のイ
ンジケータ要素を備えることができる。いくつかの実施形態では、インジケータ要素は、
１つ以上の発光ダイオードを備えることができる。いくつかの実施形態では、１つ以上の
発光ダイオードは、対象またはユーザに指示することができる。いくつかの実施形態では
、本方法はさらに、吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に指示
することを含むことができる。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオードは、
少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５
、１６、１７、１８、１９、または２０秒にわたって吸息する、肺内に空気を保持する、
または呼息するように対象に指示する。いくつかの実施形態では、インジケータ要素は、
１つ以上の可聴源を備えることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニットは、ベ
ースステーション上で充電されることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニット
は、無線で充電されることができる。いくつかの実施形態では、ネットワークは、無線ネ
ットワークである。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ（登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ、赤外線伝送、または他の短距離無線通信を使用して、検
出ユニットと通信することができる。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、
２つ以上の検出ユニットと通信することができる。いくつかの実施形態では、検出ユニッ
トおよびベースステーションは、ある距離だけ分離されることができる。いくつかの実施
形態では、ベースステーションはさらに、データをデータベースまたはサーバに伝送する
ことができる。いくつかの実施形態では、データベースまたはサーバは、クラウドベース
のデータベースまたはサーバであり得る。いくつかの実施形態では、スパイロメトリデー
タは、１つ以上のサーバ、データベース、ネットワーク接続型記憶ユニットを含む記憶ユ
ニット、ボリューム、またはそれらの任意の組み合わせに伝送されることができる。いく
つかの実施形態では、ベースステーションはさらに、有線接続を介してデータを伝送する
ことができる。いくつかの実施形態では、有線接続は、ＵＳＢまたはイーサネット（登録
商標）接続であり得る。いくつかの実施形態では、ベースステーションはさらに、無線接
続を介してデータを伝送することができる。いくつかの実施形態では、無線接続は、Ｗｉ
－Ｆｉ、３Ｇ、４Ｇ　ＬＴＥ、またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続であり得る。
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いくつかの実施形態では、ベースステーションはさらに、視覚ディスプレイを備えること
ができる。いくつかの実施形態では、視覚ディスプレイは、リアルタイムでスパイロメト
リデータを表示することができる。いくつかの実施形態では、視覚ディスプレイは、検出
ユニットによって収集されたデータの成功に関するフィードバックを提供する、ユーザア
イコンまたは対象アイコンを表示することができる。
【０００７】
　また、本明細書に提供されるものは、スパイロメトリデータを収集するための方法であ
り、本方法は、ａ．ベースステーションにおいて、統合バイオメトリックセンサから、ユ
ーザからのバイオメトリックデータを収集することと、ｂ．マウスピースと、センサとを
備え得る検出ユニットを対象に提供することと、ｃ．検出ユニットから伝送されたスパイ
ロメトリデータを受信することと、ｄ．ベースステーションから収集されたバイオメトリ
ックデータを、検出ユニットから収集されたスパイロメトリデータと相関させることと、
ｅ．ベースステーション上で収集されたスパイロメトリデータを処理することとを含むこ
とができる。いくつかの実施形態では、本方法はさらに、対象によって提供された呼気サ
ンプルからスパイロメトリデータを生成することを含むことができ、スパイロメトリデー
タは、センサによって呼気サンプルから生成されることができる。いくつかの実施形態で
は、本方法はさらに、ネットワークを経由して検出ユニットからスパイロメトリデータを
伝送することを含むことができる。いくつかの実施形態では、本方法はさらに、Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を介して検出ユニットからスパイロメトリデータを伝送する
ことを含むことができる。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、クラウドか
ら遠隔コマンドおよび構成を受信することができる。いくつかの実施形態では、センサは
、流量センサを備えることができる。いくつかの実施形態では、流量センサは、事前較正
されることができる。いくつかの実施形態では、流量センサは、使い捨て流量センサであ
り得る。いくつかの実施形態では、流量センサは、ニューモタコ管であり得る。いくつか
の実施形態では、ニューモタコ管は、リリータイプニューモタコ管であり得る。いくつか
の実施形態では、検出ユニットはさらに、１つ以上のインジケータ要素を備えることがで
きる。いくつかの実施形態では、インジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオードを備え
ることができる。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオードは、検出ユニット
を使用する対象またはユーザに指示することができる。いくつかの実施形態では、本方法
はさらに、吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に指示すること
を含むことができる。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオードは、少なくと
も１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、
１７、１８、１９、または２０秒にわたって吸息する、肺内に空気を保持する、または呼
息するように対象に指示する。いくつかの実施形態では、インジケータ要素は、１つ以上
の可聴源を備えることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニットはさらに、ジャ
イロスコープまたは加速度計を備えることができる。いくつかの実施形態では、ジャイロ
スコープまたは加速度計は、配向、回転、および振動を含む、軸方向変化を検出すること
ができる。いくつかの実施形態では、ベースステーションはさらに、１つ以上のインジケ
ータ要素を備えることができる。いくつかの実施形態では、インジケータ要素は、１つ以
上の発光ダイオードを備えることができる。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダ
イオードは、対象またはユーザに指示することができる。いくつかの実施形態では、本方
法はさらに、吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に指示するこ
とを含むことができる。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオードは、少なく
とも１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６
、１７、１８、１９、または２０秒にわたって吸息する、肺内に空気を保持する、または
呼息するように対象に指示する。いくつかの実施形態では、インジケータ要素は、１つ以
上の可聴源を備えることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニットは、ベースス
テーション上で充電されることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニットは、無
線で充電されることができる。いくつかの実施形態では、ネットワークは、無線ネットワ
ークである。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登
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録商標）、ＺｉｇＢｅｅ、赤外線伝送、または他の短距離無線通信を使用して、検出ユニ
ットと通信することができる。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、２つ以
上の検出ユニットと通信することができる。いくつかの実施形態では、検出ユニットおよ
びベースステーションは、ある距離だけ分離されることができる。いくつかの実施形態で
は、ベースステーションはさらに、データをデータベースまたはサーバに伝送することが
できる。いくつかの実施形態では、データベースまたはサーバは、クラウドベースのデー
タベースまたはサーバであり得る。いくつかの実施形態では、スパイロメトリデータは、
１つ以上のサーバ、データベース、ネットワーク接続型記憶ユニットを含む記憶ユニット
、ボリューム、またはそれらの任意の組み合わせに伝送されることができる。いくつかの
実施形態では、ベースステーションはさらに、有線接続を介してデータを伝送することが
できる。いくつかの実施形態では、有線接続は、ＵＳＢまたはイーサネット（登録商標）
接続であり得る。いくつかの実施形態では、ベースステーションはさらに、無線接続を介
してデータを伝送することができる。
いくつかの実施形態では、無線接続は、Ｗｉ－Ｆｉ、３Ｇ、４Ｇ　ＬＴＥ、またはＢｌｕ
ｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続であり得る。いくつかの実施形態では、ベースステーショ
ンはさらに、視覚ディスプレイを備えることができる。いくつかの実施形態では、視覚デ
ィスプレイは、リアルタイムでスパイロメトリデータを表示する。いくつかの実施形態で
は、視覚ディスプレイは、検出ユニットによって収集されたデータの成功に関するフィー
ドバックを提供する、ユーザアイコンまたは対象アイコンを表示することができる。
【０００８】
　また、本明細書に提供されるものは、スパイロメトリデータの品質を改良するための方
法であり、本方法は、ａ．ベースステーションにおいて、統合バイオメトリックセンサか
ら、ユーザからのバイオメトリックデータを収集することと、ｂ．マウスピースと、セン
サとを備え得る検出ユニットを対象に提供することと、ｃ．検出ユニットから伝送された
スパイロメトリデータを受信することであって、ベースステーションは、スパイロメトリ
データをグラフで表示し、試験誤差を示すように構成されることができる、ことと、ｄ．
ベースステーション上で受信されたスパイロメトリデータを処理することとを含むことが
できる。いくつかの実施形態では、試験誤差は、対象努力における変動に起因し得る。い
くつかの実施形態では、ユーザおよび対象は、同一の個人であり得る。いくつかの実施形
態では、ユーザおよび対象は、同一の個人ではない場合がある。いくつかの実施形態では
、本方法はさらに、対象によって提供された呼気サンプルからスパイロメトリデータを生
成することを含むことができ、スパイロメトリデータは、センサによって呼気サンプルか
ら生成されることができる。いくつかの実施形態では、本方法はさらに、ネットワークを
経由して検出ユニットからスパイロメトリデータを伝送することを含むことができる。い
くつかの実施形態では、本方法はさらに、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を介して
検出ユニットからスパイロメトリデータを伝送することを含むことができる。いくつかの
実施形態では、ベースステーションは、クラウドから遠隔コマンドおよび構成を受信する
ことができる。いくつかの実施形態では、センサは、流量センサを備えることができる。
いくつかの実施形態では、流量センサは、事前較正されることができる。いくつかの実施
形態では、流量センサは、使い捨て流量センサであり得る。いくつかの実施形態では、流
量センサは、ニューモタコ管であり得る。いくつかの実施形態では、ニューモタコ管は、
リリータイプニューモタコ管であり得る。いくつかの実施形態では、検出ユニットはさら
に、１つ以上のインジケータ要素を備えることができる。いくつかの実施形態では、イン
ジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオードを備えることができる。いくつかの実施形態
では、１つ以上の発光ダイオードは、検出ユニットを使用する対象またはユーザに指示す
ることができる。いくつかの実施形態では、本方法はさらに、吸息する、肺内に空気を保
持する、または呼息するように対象に指示することを含むことができる。いくつかの実施
形態では、１つ以上の発光ダイオードは、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８、
９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、または２０秒にわ
たって吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に指示する。いくつ
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かの実施形態では、インジケータ要素は、１つ以上の可聴源を備えることができる。いく
つかの実施形態では、検出ユニットはさらに、ジャイロスコープまたは加速度計を備える
ことができる。いくつかの実施形態では、ジャイロスコープまたは加速度計は、配向、回
転、および振動を含む、軸方向変化を検出することができる。いくつかの実施形態では、
ベースステーションはさらに、１つ以上のインジケータ要素を備えることができる。いく
つかの実施形態では、インジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオードを備えることがで
きる。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオードは、対象またはユーザに指示
することができる。いくつかの実施形態では、本方法はさらに、吸息する、肺内に空気を
保持する、または呼息するように対象に指示することを含むことができる。いくつかの実
施形態では、１つ以上の発光ダイオードは、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８
、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、または２０秒に
わたって吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に指示する。いく
つかの実施形態では、インジケータ要素は、１つ以上の可聴源を備えることができる。い
くつかの実施形態では、検出ユニットは、ベースステーション上で充電されることができ
る。いくつかの実施形態では、検出ユニットは、無線で充電されることができる。いくつ
かの実施形態では、ネットワークは、無線ネットワークであり得る。いくつかの実施形態
では、ベースステーションは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ、赤外線
伝送、または他の短距離無線通信を使用して、検出ユニットと通信することができる。い
くつかの実施形態では、ベースステーションは、２つ以上の検出ユニットと通信すること
ができる。いくつかの実施形態では、検出ユニットおよびベースステーションは、ある距
離だけ分離されることができる。いくつかの実施形態では、ベースステーションはさらに
、データをデータベースまたはサーバに伝送することができる。いくつかの実施形態では
、データベースまたはサーバは、クラウドベースのデータベースまたはサーバであり得る
。いくつかの実施形態では、スパイロメトリデータは、１つ以上のサーバ、データベース
、ネットワーク接続型記憶ユニットを含む記憶ユニット、ボリューム、またはそれらの任
意の組み合わせに伝送されることができる。いくつかの実施形態では、ベースステーショ
ンはさらに、有線接続を介してデータを伝送することができる。いくつかの実施形態では
、有線接続は、ＵＳＢまたはイーサネット（登録商標）接続であり得る。いくつかの実施
形態では、ベースステーションはさらに、無線接続を介してデータを伝送することができ
る。
いくつかの実施形態では、無線接続は、Ｗｉ－Ｆｉ（Ｗｉ－Ｆｉ）、３Ｇ、４Ｇ　ＬＴＥ
、またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続であり得る。いくつかの実施形態では、ベ
ースステーションはさらに、視覚ディスプレイを備えることができる。いくつかの実施形
態では、視覚ディスプレイは、リアルタイムでスパイロメトリデータを表示することがで
きる。いくつかの実施形態では、視覚ディスプレイは、検出ユニットによって収集された
データの成功に関するフィードバックを提供する、ユーザアイコンまたは対象アイコンを
表示することができる。
【０００９】
　また、本明細書に提供されるものは、対象からスパイロメトリ試験結果を収集するため
のシステムを製造するための方法であり、本方法は、ａ．センサと、マウスピースとを備
え得る検出ユニットを構築することであって、検出ユニットは、対象努力における変動か
らもたらされる試験誤差を低減させるように構成されることができる、ことと、ｂ．検出
ユニットとベースステーションとの間の無線通信を構成することであって、ベースステー
ションは、検出ユニットによって収集されたスパイロメトリデータの視覚ディスプレイを
備えることができる、ことと、ｃ．収集されたスパイロメトリデータを処理または転送す
るためのアプリケーションをベースステーションにインストールすることとを含むことが
できる。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、クラウドから遠隔コマンドお
よび構成を受信することができる。いくつかの実施形態では、センサは、流量センサを備
えることができる。いくつかの実施形態では、流量センサは、事前較正されることができ
る。いくつかの実施形態では、流量センサは、使い捨て流量センサであり得る。いくつか
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の実施形態では、流量センサは、ニューモタコ管であり得る。いくつかの実施形態では、
ニューモタコ管は、リリータイプニューモタコ管であり得る。いくつかの実施形態では、
検出ユニットはさらに、１つ以上のインジケータ要素を備えることができる。いくつかの
実施形態では、インジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオードを備えることができる。
いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオードは、検出ユニットを使用する対象ま
たはユーザに指示することができる。いくつかの実施形態では、本方法はさらに、吸息す
る、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に指示することを含むことができ
る。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオードは、少なくとも１、２、３、４
、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９
、または２０秒にわたって吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象
に指示する。いくつかの実施形態では、インジケータ要素は、１つ以上の可聴源を備える
ことができる。いくつかの実施形態では、検出ユニットはさらに、ジャイロスコープまた
は加速度計を備えることができる。いくつかの実施形態では、ジャイロスコープまたは加
速度計は、配向、回転、および振動を含む、軸方向変化を検出することができる。いくつ
かの実施形態では、ベースステーションはさらに、１つ以上のインジケータ要素を備える
ことができる。いくつかの実施形態では、インジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオー
ドを備えることができる。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオードは、対象
またはユーザに指示することができる。いくつかの実施形態では、本方法はさらに、吸息
する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に指示することを含むことがで
きる。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオードは、少なくとも１、２、３、
４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１
９、または２０秒にわたって吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対
象に指示する。いくつかの実施形態では、インジケータ要素は、１つ以上の可聴源を備え
ることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニットは、ベースステーション上で充
電されることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニットは、無線で充電されるこ
とができる。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登
録商標）、ＺｉｇＢｅｅ、赤外線伝送、または他の短距離無線通信を使用して、検出ユニ
ットと通信することができる。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、２つ以
上の検出ユニットと通信することができる。いくつかの実施形態では、ベースステーショ
ンはさらに、データをデータベースまたはサーバに伝送することができる。いくつかの実
施形態では、データベースまたはサーバは、クラウドベースのデータベースまたはサーバ
であり得る。いくつかの実施形態では、スパイロメトリデータは、１つ以上のサーバ、デ
ータベース、ネットワーク接続型記憶ユニットを含む記憶ユニット、ボリューム、または
それらの任意の組み合わせに伝送されることができる。いくつかの実施形態では、ベース
ステーションはさらに、有線接続を介してデータを伝送することができる。いくつかの実
施形態では、有線接続は、ＵＳＢまたはイーサネット（登録商標）接続であり得る。いく
つかの実施形態では、ベースステーションはさらに、無線接続を介してデータを伝送する
ことができる。いくつかの実施形態では、無線接続は、Ｗｉ－Ｆｉ、３Ｇ、４Ｇ　ＬＴＥ
、またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続であり得る。
【００１０】
　また、本明細書に提供されるものは、対象からのスパイロメトリデータにおける対象誤
差を低減させるためのシステムを製造するための方法であり、本方法は、ａ．検出ユニッ
トと、ベースステーションとを備え得るシステムを構築することと、ｂ．バイオメトリッ
クセンサをベースステーションに統合することと、ｃ．検出ユニットからスパイロメトリ
データを受信するための１つ以上の機構を伴うベースステーションを構成することとを含
むことができる。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、クラウドから遠隔コ
マンドおよび構成を受信することができる。いくつかの実施形態では、スパイロメトリデ
ータは、ネットワークを経由して検出ユニットから伝送されることができる。いくつかの
実施形態では、本方法はさらに、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を介して検出ユニ
ットからスパイロメトリデータを伝送することを含むことができる。いくつかの実施形態
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では、検出ユニットは、センサと、マウスピースとを備えることができる。いくつかの実
施形態では、センサは、流量センサを備えることができる。いくつかの実施形態では、流
量センサは、事前較正されることができる。いくつかの実施形態では、流量センサは、使
い捨て流量センサであり得る。いくつかの実施形態では、流量センサは、ニューモタコ管
であり得る。いくつかの実施形態では、ニューモタコ管は、リリータイプニューモタコ管
であり得る。いくつかの実施形態では、検出ユニットはさらに、１つ以上のインジケータ
要素を備えることができる。いくつかの実施形態では、インジケータ要素は、１つ以上の
発光ダイオードを備えることができる。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオ
ードは、検出ユニットを使用する対象またはユーザに指示することができる。いくつかの
実施形態では、本方法はさらに、吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するよう
に対象に指示することを含むことができる。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダ
イオードは、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３
、１４、１５、１６、１７、１８、１９、または２０秒にわたって吸息する、肺内に空気
を保持する、または呼息するように対象に指示する。いくつかの実施形態では、インジケ
ータ要素は、１つ以上の可聴源を備えることができる。いくつかの実施形態では、検出ユ
ニットはさらに、ジャイロスコープまたは加速度計を備えることができる。いくつかの実
施形態では、ジャイロスコープまたは加速度計は、配向、回転、および振動を含む、軸方
向変化を検出することができる。いくつかの実施形態では、バイオメトリックセンサは、
指紋リーダであり得る。いくつかの実施形態では、バイオメトリックセンサは、バイオメ
トリックデータを収集することができる。いくつかの実施形態では、バイオメトリックデ
ータは、アプリケーションへのアクセスを制御することができる。いくつかの実施形態で
は、アプリケーションは、記憶されたスパイロメトリデータへのアクセスを提供すること
ができる。いくつかの実施形態では、アプリケーションは、検出ユニットを動作させるた
めのアクセスを提供することができる。いくつかの実施形態では、アプリケーションは、
ベースステーションを使用することを認可された個人を識別することができる。いくつか
の実施形態では、個人は、臨床医であり得る。いくつかの実施形態では、ベースステーシ
ョンはさらに、１つ以上のインジケータ要素を備えることができる。いくつかの実施形態
では、インジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオードを備えることができる。いくつか
の実施形態では、１つ以上の発光ダイオードは、対象またはユーザに指示することができ
る。いくつかの実施形態では、本方法はさらに、吸息する、肺内に空気を保持する、また
は呼息するように対象に指示することを含むことができる。いくつかの実施形態では、１
つ以上の発光ダイオードは、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１
１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、または２０秒にわたって吸息す
る、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に指示する。いくつかの実施形態
では、インジケータ要素は、１つ以上の可聴源を備えることができる。いくつかの実施形
態では、検出ユニットは、ベースステーション上で充電されることができる。いくつかの
実施形態では、検出ユニットは、無線で充電されることができる。いくつかの実施形態で
は、ネットワークは、無線ネットワークであり得る。いくつかの実施形態では、ベースス
テーションは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ、赤外線伝送、または他
の短距離無線通信を使用して、検出ユニットと通信することができる。いくつかの実施形
態では、ベースステーションは、２つ以上の検出ユニットと通信することができる。いく
つかの実施形態では、検出ユニットおよびベースステーションは、ある距離だけ分離され
ることができる。いくつかの実施形態では、ベースステーションはさらに、データをデー
タベースまたはサーバに伝送することができる。いくつかの実施形態では、データベース
またはサーバは、クラウドベースのデータベースまたはサーバであり得る。いくつかの実
施形態では、スパイロメトリデータは、１つ以上のサーバ、データベース、ネットワーク
接続型記憶ユニットを含む記憶ユニット、ボリューム、またはそれらの任意の組み合わせ
に伝送されることができる。いくつかの実施形態では、ベースステーションはさらに、有
線接続を介してデータを伝送することができる。いくつかの実施形態では、有線接続は、
ＵＳＢまたはイーサネット（登録商標）接続であり得る。いくつかの実施形態では、ベー
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スステーションはさらに、無線接続を介してデータを伝送することができる。いくつかの
実施形態では、無線接続は、Ｗｉ－Ｆｉ、３Ｇ、４Ｇ　ＬＴＥ、またはＢｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ（登録商標）接続であり得る。いくつかの実施形態では、ベースステーションはさらに
、視覚ディスプレイを備えることができる。いくつかの実施形態では、視覚ディスプレイ
は、リアルタイムでスパイロメトリデータを表示することができる。いくつかの実施形態
では、視覚ディスプレイは、検出ユニットによって収集されたデータの成功に関するフィ
ードバックを提供し得る、ユーザアイコンまたは対象アイコンを表示することができる。
【００１１】
　また、本明細書に提供されるものは、ａ．センサと、マウスピースとを備え得る無線検
出ユニットと、ｂ．検出ユニットと通信するように構成され得る、ベースステーションで
あって、ベースステーションは、統合バイオメトリックセンサを備えることができる、ベ
ースステーションと、ｃ．検出ユニットを充電および貯蔵するように構成され得る、ドッ
キングクレードルとを備え得る、肺機能を試験するためのシステムである。いくつかの実
施形態では、ベースステーションは、クラウドから遠隔コマンドおよび構成を受信するこ
とができる。いくつかの実施形態では、センサは、流量センサであり得る。いくつかの実
施形態では、流量センサは、事前較正されることができる。いくつかの実施形態では、流
量センサは、使い捨て流量センサであり得る。いくつかの実施形態では、流量センサは、
ニューモタコ管であり得る。いくつかの実施形態では、ニューモタコ管は、リリータイプ
ニューモタコ管であり得る。いくつかの実施形態では、検出ユニットはさらに、１つ以上
のインジケータ要素を備えることができる。いくつかの実施形態では、インジケータ要素
は、１つ以上の発光ダイオードを備えることができる。いくつかの実施形態では、１つ以
上の発光ダイオードは、検出ユニットを使用する対象またはユーザに指示する。いくつか
の実施形態では、対象に指示することは、吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息
するように対象に通知することを含むことができる。いくつかの実施形態では、１つ以上
の発光ダイオードは、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１
２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、または２０秒にわたって吸息する、肺
内に空気を保持する、または呼息するように対象に指示する。いくつかの実施形態では、
インジケータ要素は、１つ以上の可聴源を備えることができる。いくつかの実施形態では
、ベースステーションはさらに、１つ以上のインジケータ要素を備えることができる。い
くつかの実施形態では、インジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオードを備えることが
できる。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオードは、対象またはユーザに指
示する。いくつかの実施形態では、対象に指示することは、吸息する、肺内に空気を保持
する、または呼息するように対象に通知することを含むことができる。いくつかの実施形
態では、１つ以上の発光ダイオードは、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８、９
、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、または２０秒にわた
って吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に指示する。いくつか
の実施形態では、インジケータ要素は、１つ以上の可聴源を備えることができる。いくつ
かの実施形態では、検出ユニットはさらに、ジャイロスコープまたは加速度計を備えるこ
とができる。いくつかの実施形態では、ジャイロスコープまたは加速度計は、配向、回転
、および振動を含む、軸方向変化を検出することができる。いくつかの実施形態では、バ
イオメトリックセンサは、指紋リーダを備えることができる。いくつかの実施形態では、
検出ユニットは、無線で充電されることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニッ
トは、ネットワークを経由してデータをベースステーションに伝送する。いくつかの実施
形態では、検出ユニットは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を介してデータをベー
スステーションに伝送する。いくつかの実施形態では、ネットワークは、無線ネットワー
クであり得る。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（
登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ、赤外線伝送、短距離無線通信を使用して、検出ユニットと通
信することができる。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、２つ以上の検出
ユニットと通信することができる。いくつかの実施形態では、検出ユニットおよびベース
ステーションは、ある距離だけ分離されることができる。いくつかの実施形態では、ベー
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スステーションはさらに、視覚ディスプレイを備えることができる。いくつかの実施形態
では、視覚ディスプレイは、リアルタイムでスパイロメトリデータを表示することができ
る。いくつかの実施形態では、視覚ディスプレイは、リアルタイムでデータの妥当性を示
すアニメーションアイコンを備えることができる。いくつかの実施形態では、視覚ディス
プレイは、検出ユニットによって収集されたデータの成功に関するフィードバックを提供
し得る、ユーザアイコンまたは対象アイコンを表示することができる。
【００１２】
　また、本明細書に開示されるものは、電子デバイスにおける使用のために好適な非一時
コンピュータ可読媒体であり、媒体は、命令を備え得、命令は、電子デバイスによって実
行されると、電子デバイスに、ａ．マウスピースと、センサとを備え得る検出ユニットを
対象に提供することと、ｂ．バイオメトリックデータを使用して、アプリケーションへの
アクセスを制御することと、ｃ．ベースステーションにおいて検出ユニットから伝送され
たデータを受信することと、ｄ．データをベースステーションから外部サーバまたはデー
タベースに伝送することとを実施させ得る。いくつかの実施形態では、データベースまた
はサーバは、クラウドベースのデータベースまたはサーバであり得る。いくつかの実施形
態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、ベースス
テーションに、有線接続を介してデータを伝送させ得る命令を備えることができる。いく
つかの実施形態では、有線接続は、ＵＳＢまたはイーサネット（登録商標）接続であり得
る。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実
行されると、ベースステーションに、無線接続を介してデータを伝送させ得る命令を備え
ることができる。いくつかの実施形態では、無線接続は、Ｗｉ－Ｆｉ、３Ｇ、４Ｇ　ＬＴ
Ｅ、またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続であり得る。いくつかの実施形態では、
コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、ベースステーショ
ンに、クラウドから遠隔コマンドおよび構成を受信させ得る命令を備えることができる。
いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行さ
れると、データが、対象によって提供された呼気サンプルから生成されるようにし得る命
令を備えることができ、データは、センサによって呼気サンプルから生成されることがで
きる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって
実行されると、検出ユニットに、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を介してデータを
伝送させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒
体はさらに、電子デバイスによって実行されると、検出ユニットに、ネットワークを経由
してデータを伝送させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、センサ
は、流量センサであり得る。いくつかの実施形態では、流量センサは、事前較正されるこ
とができる。いくつかの実施形態では、流量センサは、使い捨て流量センサであり得る。
いくつかの実施形態では、流量センサは、ニューモタコ管であり得る。いくつかの実施形
態では、ニューモタコ管は、リリータイプニューモタコ管であり得る。いくつかの実施形
態では、検出ユニットはさらに、１つ以上のインジケータ要素を備えることができる。い
くつかの実施形態では、インジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオードを備えることが
できる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによっ
て実行されると、１つ以上の発光ダイオードに、検出ユニットを使用する対象またはユー
ザに指示させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可
読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、検出ユニットに、吸息する、肺内
に空気を保持する、または呼息するように対象に通知させ得る命令を備えることができる
。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行
されると、検出ユニットに、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１
１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、または２０秒にわたって吸息す
る、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に指示させ得る命令を備えること
ができる。いくつかの実施形態では、インジケータ要素は、１つ以上の可聴源を備えるこ
とができる。いくつかの実施形態では、ベースステーションはさらに、１つ以上のインジ
ケータ要素を備えることができる。いくつかの実施形態では、インジケータ要素は、１つ
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以上の発光ダイオードを備えることができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可
読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、１つ以上の発光ダイオードに、対
象またはユーザに指示させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、コ
ンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、ベースステーション
に、吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に通知させ得る命令を
備えることができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デ
バイスによって実行されると、ベースステーションに、少なくとも１、２、３、４、５、
６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、また
は２０秒にわたって吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に指示
させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、インジケータ要素は、１
つ以上の発光ダイオードを備えることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニット
はさらに、ジャイロスコープまたは加速度計を備えることができる。いくつかの実施形態
では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、ジャイロス
コープまたは加速度計に、配向、回転、および振動を含む、軸方向変化を検出させ得る命
令を備えることができる。いくつかの実施形態では、バイオメトリックセンサは、指紋リ
ーダであり得る。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイ
スによって実行されると、バイオメトリックセンサに、バイオメトリックデータを収集さ
せ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさ
らに、電子デバイスによって実行されると、バイオメトリックデータに、アプリケーショ
ンへのアクセスを制御させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、コ
ンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、電子デバイスに、バ
イオメトリックデータをスパイロメトリデータと相関させ得る命令を備えることができる
。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行
されると、アプリケーションに、ベースステーション上に記憶されたスパイロメトリデー
タへのアクセスを提供させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、コ
ンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、アプリケーションに
、検出ユニットを動作させるためのアクセスを提供させ得る命令を備えることができる。
いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行さ
れると、アプリケーションに、ベースステーションを使用することを認可された個人を識
別させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、個人は、臨床医であり
得る。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって
実行されると、検出ユニットに、ベースステーション上で充電させ得る命令を備えること
ができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによ
って実行されると、検出ユニットに、無線で充電させ得る命令を備えることができる。い
くつかの実施形態では、ネットワークは、無線ネットワークであり得る。いくつかの実施
形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、ベース
ステーションに、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ、赤外線伝送、または
他の短距離無線通信を使用して、検出ユニットと通信させ得る命令を備えることができる
。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行
されると、ベースステーションに、２つ以上の検出ユニットと通信させ得る命令を備える
ことができる。いくつかの実施形態では、検出ユニットおよびベースステーションは、あ
る距離だけ分離されることができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体は
さらに、電子デバイスによって実行されると、ベースステーションに、データをデータベ
ースまたはサーバに伝送させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、
データベースまたはサーバは、クラウドベースのデータベースまたはサーバであり得る。
いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行さ
れると、ベースステーションに、有線接続を介してデータをデータベースまたはサーバに
伝送させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、有線接続は、ＵＳＢ
またはイーサネット（登録商標）接続であり得る。いくつかの実施形態では、コンピュー
タ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、ベースステーションに、無線
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接続を介してデータをデータベースまたはサーバに伝送させ得る命令を備えることができ
る。いくつかの実施形態では、無線接続は、Ｗｉ－Ｆｉ、３Ｇ、４Ｇ　ＬＴＥ、またはＢ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続であり得る。いくつかの実施形態では、ベースステー
ションはさらに、視覚ディスプレイを備えることができる。いくつかの実施形態では、コ
ンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、視覚ディスプレイに
、リアルタイムでスパイロメトリデータを表示させ得る命令を備えることができる。いく
つかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行される
と、視覚ディスプレイに、リアルタイムでデータの妥当性を示すアニメーションアイコン
を表示させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読
媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、視覚ディスプレイに、検出ユニット
によって収集されたスパイロメトリデータの成功に関するフィードバックを提供し得る、
ユーザアイコンまたは対象アイコンを表示させ得る命令を備えることができる。
【００１３】
　また、本明細書に提供されるものは、電子デバイスにおける使用のために好適な非一時
コンピュータ可読媒体であり、媒体は、命令を備え得、命令は、電子デバイスによって実
行されると、電子デバイスに、ａ．統合バイオメトリックセンサを備え得るベースステー
ションにおいて、ユーザからバイオメトリックデータを収集することと、ｂ．検出ユニッ
トから伝送されたデータを受信することであって、検出ユニットは、マウスピースと、セ
ンサとを備えることができる、ことと、ｃ．ベースステーションから収集されたバイオメ
トリックデータを、検出ユニットから収集されたデータと相関させることと、ｄ．ベース
ステーション上で収集されたデータを処理することとを実施させ得る。いくつかの実施形
態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、データが
、対象によって提供された呼気サンプルから生成されるようにし得る命令を備えることが
でき、データは、センサによって呼気サンプルから生成されることができる。いくつかの
実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、検
出ユニットに、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を介してデータを伝送させ得る命令
を備えることができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子
デバイスによって実行されると、検出ユニットに、ネットワークを経由してデータを伝送
させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、センサは、流量センサで
あり得る。いくつかの実施形態では、流量センサは、事前較正されることができる。いく
つかの実施形態では、流量センサは、使い捨て流量センサであり得る。いくつかの実施形
態では、流量センサは、ニューモタコ管であり得る。いくつかの実施形態では、ニューモ
タコ管は、リリータイプニューモタコ管であり得る。いくつかの実施形態では、検出ユニ
ットはさらに、１つ以上のインジケータ要素を備えることができる。いくつかの実施形態
では、インジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオードを備えることができる。いくつか
の実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、
１つ以上の発光ダイオードに、検出ユニットを使用する対象またはユーザに指示させ得る
命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、
電子デバイスによって実行されると、検出ユニットに、吸息する、肺内に空気を保持する
、または呼息するように対象に通知させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施
形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、検出ユ
ニットに、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、
１４、１５、１６、１７、１８、１９、または２０秒にわたって吸息する、肺内に空気を
保持する、または呼息するように対象に指示させ得る命令を備えることができる。いくつ
かの実施形態では、インジケータ要素は、１つ以上の可聴源を備えることができる。いく
つかの実施形態では、ベースステーションはさらに、１つ以上のインジケータ要素を備え
ることができる。いくつかの実施形態では、インジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオ
ードを備えることができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、
電子デバイスによって実行されると、１つ以上の発光ダイオードに、対象またはユーザに
指示させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒
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体はさらに、電子デバイスによって実行されると、ベースステーションに、吸息する、肺
内に空気を保持する、または呼息するように対象に通知させ得る命令を備えることができ
る。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実
行されると、ベースステーションに、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８、９、
１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、または２０秒にわたっ
て吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に指示させ得る命令を備
えることができる。いくつかの実施形態では、インジケータ要素は、１つ以上の発光ダイ
オードを備えることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニットはさらに、ジャイ
ロスコープまたは加速度計を備えることができる。いくつかの実施形態では、コンピュー
タ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、ジャイロスコープまたは加速
度計に、配向、回転、および振動を含む、軸方向変化を検出させ得る命令を備えることが
できる。いくつかの実施形態では、バイオメトリックセンサは、指紋リーダであり得る。
いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行さ
れると、バイオメトリックセンサに、バイオメトリックデータを収集させ得る命令を備え
ることができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイ
スによって実行されると、バイオメトリックデータに、アプリケーションへのアクセスを
制御させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒
体はさらに、電子デバイスによって実行されると、電子デバイスに、バイオメトリックデ
ータをスパイロメトリデータと相関させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施
形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、アプリ
ケーションに、ベースステーション上に記憶されたスパイロメトリデータへのアクセスを
提供させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒
体はさらに、電子デバイスによって実行されると、アプリケーションに、検出ユニットを
動作させるためのアクセスを提供させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形
態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、アプリケ
ーションに、ベースステーションを使用することを認可された個人を識別させ得る命令を
備えることができる。いくつかの実施形態では、個人は、臨床医であり得る。いくつかの
実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、検
出ユニットに、ベースステーション上で充電させ得る命令を備えることができる。いくつ
かの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると
、検出ユニットに、無線で充電させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態
では、ネットワークは、無線ネットワークであり得る。いくつかの実施形態では、コンピ
ュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、ベースステーションに、
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ、赤外線伝送、または他の短距離無線通
信を使用して、検出ユニットと通信させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施
形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、ベース
ステーションに、２つ以上の検出ユニットと通信させ得る命令を備えることができる。い
くつかの実施形態では、検出ユニットおよびベースステーションは、ある距離だけ分離さ
れることができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバ
イスによって実行されると、ベースステーションに、データをデータベースまたはサーバ
に伝送させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、データベースまた
はサーバは、クラウドベースのデータベースまたはサーバであり得る。いくつかの実施形
態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、ベースス
テーションに、有線接続を介してデータをデータベースまたはサーバに伝送させ得る命令
を備えることができる。いくつかの実施形態では、有線接続は、ＵＳＢまたはイーサネッ
ト（登録商標）接続であり得る。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさら
に、電子デバイスによって実行されると、ベースステーションに、無線接続を介してデー
タをデータベースまたはサーバに伝送させ得る命令を備えることができる。いくつかの実
施形態では、無線接続は、Ｗｉ－Ｆｉ、３Ｇ、４Ｇ　ＬＴＥ、またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ
（登録商標）接続であり得る。いくつかの実施形態では、ベースステーションはさらに、



(35) JP 2019-517898 A 2019.6.27

10

20

30

40

50

視覚ディスプレイを備えることができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒
体はさらに、電子デバイスによって実行されると、視覚ディスプレイに、リアルタイムで
スパイロメトリデータを表示させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態で
は、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、視覚ディスプ
レイに、リアルタイムでデータの妥当性を示すアニメーションアイコンを表示させ得る命
令を備えることができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電
子デバイスによって実行されると、視覚ディスプレイに、検出ユニットによって収集され
たスパイロメトリデータの成功に関するフィードバックを提供し得る、ユーザアイコンま
たは対象アイコンを表示させ得る命令を備えることができる。
【００１４】
　また、本明細書に提供されるものは、電子デバイスにおける使用のために好適な非一時
コンピュータ可読媒体であり、媒体は、命令を備え得、命令は、電子デバイスによって実
行されると、電子デバイスに、ａ．統合バイオメトリックセンサを備え得るベースステー
ションにおいて、ユーザからバイオメトリックデータを収集することと、ｂ．マウスピー
スと、センサとを備え得る検出ユニットから伝送されたデータを受信することであって、
検出ユニットは、マウスピースと、センサとを備えることができ、ベースステーションは
、バイオメトリックデータが有効であり得るかどうかを示すように構成されることができ
る、ことと、ｃ．ベースステーション上で受信されたデータを処理することとを実施させ
得る。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって
実行されると、データが、対象によって提供された呼気サンプルから生成されるようにし
得る命令を備えることができ、データは、センサによって呼気サンプルから生成されるこ
とができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスに
よって実行されると、検出ユニットに、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を介してデ
ータを伝送させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ
可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、検出ユニットに、ネットワーク
を経由してデータを伝送させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、
センサは、流量センサであり得る。いくつかの実施形態では、流量センサは、事前較正さ
れることができる。いくつかの実施形態では、流量センサは、使い捨て流量センサであり
得る。いくつかの実施形態では、流量センサは、ニューモタコ管であり得る。いくつかの
実施形態では、ニューモタコ管は、リリータイプニューモタコ管であり得る。いくつかの
実施形態では、検出ユニットはさらに、１つ以上のインジケータ要素を備えることができ
る。いくつかの実施形態では、インジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオードを備える
ことができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイス
によって実行されると、１つ以上の発光ダイオードに、検出ユニットを使用する対象また
はユーザに指示させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、コンピュ
ータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、検出ユニットに、吸息する
、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に通知させ得る命令を備えることが
できる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによっ
て実行されると、検出ユニットに、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８、９、１
０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、または２０秒にわたって
吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に指示させ得る命令を備え
ることができる。いくつかの実施形態では、インジケータ要素は、１つ以上の可聴源を備
えることができる。いくつかの実施形態では、ベースステーションはさらに、１つ以上の
インジケータ要素を備えることができる。いくつかの実施形態では、インジケータ要素は
、１つ以上の発光ダイオードを備えることができる。いくつかの実施形態では、コンピュ
ータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、１つ以上の発光ダイオード
に、対象またはユーザに指示させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態で
は、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、ベースステー
ションに、吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に通知させ得る
命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、
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電子デバイスによって実行されると、ベースステーションに、少なくとも１、２、３、４
、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９
、または２０秒にわたって吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象
に指示させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、インジケータ要素
は、１つ以上の発光ダイオードを備えることができる。いくつかの実施形態では、検出ユ
ニットはさらに、ジャイロスコープまたは加速度計を備えることができる。いくつかの実
施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、ジャ
イロスコープまたは加速度計に、配向、回転、および振動を含む、軸方向変化を検出させ
得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、バイオメトリックセンサは、
指紋リーダであり得る。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子
デバイスによって実行されると、バイオメトリックセンサに、バイオメトリックデータを
収集させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒
体はさらに、電子デバイスによって実行されると、バイオメトリックデータに、アプリケ
ーションへのアクセスを制御させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態で
は、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、電子デバイス
に、バイオメトリックデータをスパイロメトリデータと相関させ得る命令を備えることが
できる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによっ
て実行されると、アプリケーションに、ベースステーション上に記憶されたスパイロメト
リデータへのアクセスを提供させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態で
は、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、アプリケーシ
ョンに、検出ユニットを動作させるためのアクセスを提供させ得る命令を備えることがで
きる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって
実行されると、アプリケーションに、ベースステーションを使用することを認可された個
人を識別させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、個人は、臨床医
であり得る。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスに
よって実行されると、検出ユニットに、ベースステーション上で充電させ得る命令を備え
ることができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイ
スによって実行されると、検出ユニットに、無線で充電させ得る命令を備えることができ
る。いくつかの実施形態では、ネットワークは、無線ネットワークであり得る。いくつか
の実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、
ベースステーションに、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ、赤外線伝送、
または他の短距離無線通信を使用して、検出ユニットと通信させ得る命令を備えることが
できる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによっ
て実行されると、ベースステーションに、２つ以上の検出ユニットと通信させ得る命令を
備えることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニットおよびベースステーション
は、ある距離だけ分離されることができる。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読
媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、ベースステーションに、データをデ
ータベースまたはサーバに伝送させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態
では、データベースまたはサーバは、クラウドベースのデータベースまたはサーバであり
得る。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって
実行されると、ベースステーションに、有線接続を介してデータをデータベースまたはサ
ーバに伝送させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、有線接続は、
ＵＳＢまたはイーサネット（登録商標）接続であり得る。いくつかの実施形態では、コン
ピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、ベースステーションに
、無線接続を介してデータをデータベースまたはサーバに伝送させ得る命令を備えること
ができる。いくつかの実施形態では、無線接続は、Ｗｉ－Ｆｉ、３Ｇ、４Ｇ　ＬＴＥ、ま
たはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続であり得る。いくつかの実施形態では、ベース
ステーションはさらに、視覚ディスプレイを備えることができる。いくつかの実施形態で
は、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、視覚ディスプ
レイに、リアルタイムでスパイロメトリデータを表示させ得る命令を備えることができる
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。いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行
されると、視覚ディスプレイに、リアルタイムでデータの妥当性を示すアニメーションア
イコンを表示させ得る命令を備えることができる。いくつかの実施形態では、コンピュー
タ可読媒体はさらに、電子デバイスによって実行されると、視覚ディスプレイに、検出ユ
ニットによって収集されたスパイロメトリデータの成功に関するフィードバックを提供し
得る、ユーザアイコンまたは対象アイコンを表示させ得る命令を備えることができる。
【００１５】
　本明細書に提供されるものは、第１の開口部と、第２の開口部とを備える管状通路を備
える無線検出ユニットであって、第１の開口部は、第２の開口部と対向する、検出ユニッ
トと、第１の端部と、第２の端部とを備える、管状伸長本体を備えるマウスピースであっ
て、第１の端部は、第２の端部と対向し、第１の端部は、開口部を備え、対象がマウスピ
ースの中に空気を呼息することを可能にするように構成され、第２の端部は、検出ユニッ
トの管状通路内に配置される、マウスピースと、検出ユニットと通信するように構成され
る、ベースステーションであって、ベースステーションは、統合バイオメトリックセンサ
を備え、統合バイオメトリックセンサは、指紋センサであり、ベースステーションは、周
囲センサと、検出ユニットを貯蔵するように定寸および適合されるドッキングクレードル
とをさらに備える、ベースステーションとを備える、肺機能を評価するためのシステムで
ある。いくつかの実施形態では、検出ユニットはさらに、電源を備える。いくつかの実施
形態では、電源は、バッテリである。いくつかの実施形態では、バッテリは、リチウムイ
オンバッテリパックである。いくつかの実施形態では、検出ユニットはさらに、充電受信
機コイルを備える。いくつかの実施形態では、充電受信機コイルは、無線充電受信機コイ
ルである。いくつかの実施形態では、検出ユニットはさらに、ジャイロスコープまたは加
速度計を備える。いくつかの実施形態では、ジャイロスコープまたは加速度計は、配向、
回転、および振動を含む、軸方向変化を検出する。いくつかの実施形態では、マウスピー
スは、センサを備える。いくつかの実施形態では、センサは、アルコールセンサである。
いくつかの実施形態では、センサは、流量センサである。いくつかの実施形態では、流量
センサは、事前較正される。いくつかの実施形態では、流量センサは、使い捨て流量セン
サである。いくつかの実施形態では、流量センサは、ニューモタコ管である。いくつかの
実施形態では、ニューモタコ管は、リリータイプニューモタコ管である。いくつかの実施
形態では、検出ユニットまたはベースステーションはさらに、１つ以上のインジケータ要
素を備える。いくつかの実施形態では、１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の可聴
源を備える。いくつかの実施形態では、１つ以上のインジケータ要素は、１つ以上の発光
ダイオードを備える。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオードは、対象また
はユーザに指示する。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオードは、吸息する
、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に指示する。いくつかの実施形態で
は、１つ以上の発光ダイオードは、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８、９、１
０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、または２０秒にわたって
吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に指示する。いくつかの実
施形態では、検出ユニットは、ネットワークを経由してデータをベースステーションに伝
送する。いくつかの実施形態では、検出ユニットは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接
続を介してデータをベースステーションに伝送する。いくつかの実施形態では、ネットワ
ークは、無線ネットワークである。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ、赤外線伝送、または短距離無線通信を使
用して、検出ユニットと通信する。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、２
つ以上の検出ユニットと通信する。いくつかの実施形態では、検出ユニットおよびベース
ステーションは、ある距離だけ分離される。いくつかの実施形態では、ベースステーショ
ンはさらに、視覚ディスプレイを備える。いくつかの実施形態では、視覚ディスプレイは
、リアルタイムでスパイロメトリデータを表示する。いくつかの実施形態では、視覚ディ
スプレイは、リアルタイムでデータの妥当性を示すアニメーションアイコンを備える。い
くつかの実施形態では、視覚ディスプレイは、検出ユニットによって収集されたデータの
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成功に関するフィードバックを提供する、ユーザアイコンまたは対象アイコンを表示する
。いくつかの実施形態では、ベースステーションはさらに、電源を備える。いくつかの実
施形態では、電源は、バッテリである。いくつかの実施形態では、バッテリは、リチウム
イオンバッテリパックである。いくつかの実施形態では、ベースステーションはさらに、
充電送信機コイルを備える。いくつかの実施形態では、充電送信機コイルは、無線充電送
信機コイルである。いくつかの実施形態では、周囲センサは、湿度センサである。
【００１６】
　本明細書に提供されるものは、第１の開口部と、第２の開口部とを備える管状通路を備
える無線検出ユニットであって、第１の開口部は、第２の開口部と対向し、検出ユニット
は、充電受信機コイルをさらに備える、検出ユニットと、第１の端部と、第２の端部とを
備える、管状伸長本体を備えるマウスピースであって、第１の端部は、第２の端部と対向
し、第１の端部は、開口部を備え、対象がマウスピースの中に空気を呼息することを可能
にするように構成され、第２の端部は、検出ユニットの管状通路内に配置される、マウス
ピースと、検出ユニットと通信するように構成される、ベースステーションであって、ベ
ースステーションは、タッチ視覚ディスプレイと、ドッキングクレードルとを備え、ドッ
キングクレードルは、充電送信機コイルを備え、検出ユニットを貯蔵し、検出ユニットを
無線で充電するように定寸および適合される、ベースステーションとを備える、肺機能を
評価するためのシステムである。いくつかの実施形態では、検出ユニットはさらに、電源
を備える。いくつかの実施形態では、電源は、バッテリである。いくつかの実施形態では
、バッテリは、リチウムイオンバッテリパックである。いくつかの実施形態では、充電受
信機コイルは、無線充電受信機コイルである。いくつかの実施形態では、検出ユニットは
さらに、ジャイロスコープまたは加速度計を備える。いくつかの実施形態では、ジャイロ
スコープまたは加速度計は、配向、回転、および振動を含む、軸方向変化を検出する。い
くつかの実施形態では、マウスピースは、センサを備える。いくつかの実施形態では、セ
ンサは、アルコールセンサである。いくつかの実施形態では、センサは、流量センサであ
る。いくつかの実施形態では、流量センサは、事前較正される。いくつかの実施形態では
、流量センサは、使い捨て流量センサである。いくつかの実施形態では、流量センサは、
ニューモタコ管である。いくつかの実施形態では、ニューモタコ管は、リリータイプニュ
ーモタコ管である。いくつかの実施形態では、検出ユニットまたはベースステーションは
さらに、１つ以上のインジケータ要素を備える。いくつかの実施形態では、１つ以上のイ
ンジケータ要素は、１つ以上の可聴源を備える。いくつかの実施形態では、１つ以上のイ
ンジケータ要素は、１つ以上の発光ダイオードを備える。いくつかの実施形態では、１つ
以上の発光ダイオードは、対象またはユーザに指示する。いくつかの実施形態では、１つ
以上の発光ダイオードは、吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象
に指示する。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオードは、少なくとも１、２
、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１
８、１９、または２０秒にわたって吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するよ
うに対象に指示する。いくつかの実施形態では、検出ユニットは、ネットワークを経由し
てデータをベースステーションに伝送する。いくつかの実施形態では、検出ユニットは、
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を介してデータをベースステーションに伝送する。
いくつかの実施形態では、ネットワークは、無線ネットワークである。いくつかの実施形
態では、ベースステーションは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ、赤外
線伝送、または短距離無線通信を使用して、検出ユニットと通信する。いくつかの実施形
態では、ベースステーションは、２つ以上の検出ユニットと通信する。いくつかの実施形
態では、検出ユニットおよびベースステーションは、ある距離だけ分離される。いくつか
の実施形態では、タッチ視覚ディスプレイは、リアルタイムでスパイロメトリデータを表
示する。いくつかの実施形態では、タッチ視覚ディスプレイは、リアルタイムでデータの
妥当性を示すアニメーションアイコンを備える。いくつかの実施形態では、タッチ視覚デ
ィスプレイは、検出ユニットによって収集されたデータの成功に関するフィードバックを
提供する、ユーザアイコンまたは対象アイコンを表示する。いくつかの実施形態では、ベ
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ースステーションはさらに、電源を備える。いくつかの実施形態では、電源は、バッテリ
である。いくつかの実施形態では、バッテリは、リチウムイオンバッテリパックである。
いくつかの実施形態では、充電送信機コイルは、無線充電送信機コイルである。いくつか
の実施形態では、ベースステーションはさらに、バイオメトリックセンサを備える。いく
つかの実施形態では、バイオメトリックセンサは、指紋センサである。
【００１７】
　本明細書に提供されるものは、電源と、充電受信機コイルとを備える、無線検出ユニッ
トであって、検出ユニットは、第１の開口部と、第２の開口部とを備える管状通路を備え
、第１の開口部は、第２の開口部と対向する、検出ユニットと、第１の端部と、第２の端
部とを備える、伸長管状本体を備えるマウスピースであって、第１の端部は、第２の端部
と対向し、第１の端部は、開口部を備え、対象がマウスピースの中に空気を呼息すること
を可能にするように構成され、第２の端部は、検出ユニットの管状通路内に配置される、
マウスピースと、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を経由して検出ユニットと通信す
るように構成される、ベースステーションであって、ベースステーションは、周囲センサ
と、統合バイオメトリックセンサとを備え、統合バイオメトリックセンサは、指紋センサ
であり、指紋センサは、ドッキングクレードルとタッチ視覚ディスプレイとの間に位置し
、ドッキングクレードルは、充電送信機コイルを備え、検出ユニットを貯蔵し、検出ユニ
ットに無線で充電するように定寸および適合される、ベースステーションとを備える、肺
機能を評価するためのシステムである。いくつかの実施形態では、充電受信機コイルは、
無線充電受信機コイルである。いくつかの実施形態では、検出ユニットはさらに、ジャイ
ロスコープまたは加速度計を備える。いくつかの実施形態では、ジャイロスコープまたは
加速度計は、配向、回転、および振動を含む、軸方向変化を検出する。いくつかの実施形
態では、マウスピースは、センサを備える。いくつかの実施形態では、センサは、アルコ
ールセンサである。いくつかの実施形態では、センサは、流量センサである。いくつかの
実施形態では、流量センサは、事前較正される。いくつかの実施形態では、流量センサは
、使い捨て流量センサである。いくつかの実施形態では、流量センサは、ニューモタコ管
である。いくつかの実施形態では、ニューモタコ管は、リリータイプニューモタコ管であ
る。いくつかの実施形態では、検出ユニットまたはベースステーションはさらに、１つ以
上のインジケータ要素を備える。いくつかの実施形態では、１つ以上のインジケータ要素
は、１つ以上の可聴源を備える。いくつかの実施形態では、１つ以上のインジケータ要素
は、１つ以上の発光ダイオードを備える。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイ
オードは、対象またはユーザに指示する。いくつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイ
オードは、吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に指示する。い
くつかの実施形態では、１つ以上の発光ダイオードは、少なくとも１、２、３、４、５、
６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、また
は２０秒にわたって吸息する、肺内に空気を保持する、または呼息するように対象に指示
する。いくつかの実施形態では、検出ユニットは、ネットワークを経由してデータをベー
スステーションに伝送する。いくつかの実施形態では、ネットワークは、無線ネットワー
クである。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、ＺｉｇＢｅｅ、赤外線伝送
、または短距離無線通信を使用して、検出ユニットと通信する。いくつかの実施形態では
、ベースステーションは、２つ以上の検出ユニットと通信する。いくつかの実施形態では
、検出ユニットおよびベースステーションは、ある距離だけ分離される。いくつかの実施
形態では、タッチ視覚ディスプレイは、リアルタイムでスパイロメトリデータを表示する
。いくつかの実施形態では、タッチ視覚ディスプレイは、リアルタイムでデータの妥当性
を示すアニメーションアイコンを備える。いくつかの実施形態では、タッチ視覚ディスプ
レイは、検出ユニットによって収集されたデータの成功に関するフィードバックを提供す
る、ユーザアイコンまたは対象アイコンを表示する。いくつかの実施形態では、ベースス
テーションはさらに、電源を備える。いくつかの実施形態では、電源は、バッテリである
。いくつかの実施形態では、バッテリは、リチウムイオンバッテリパックである。いくつ
かの実施形態では、充電送信機コイルは、無線充電送信機コイルである。いくつかの実施
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形態では、周囲センサは、湿度センサである。
【００１８】
　（参照による組み込み）
　本明細書に言及される全ての公開、特許、および特許出願は、各個々の公開、特許、ま
たは特許出願が、具体的かつ個別に参照することによって組み込まれると示される場合と
同程度が、参照することによって本明細書に組み込まれる。
【００１９】
　例示的実施形態の新規特徴が、特に添付の請求項とともに説明される。特徴および利点
のより深い理解が、例示的実施形態の原理が利用される、例証的実施形態を記載する以下
の詳細な説明と、付随の図面とを参照することによって得られるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】図１は、指紋センサと、ドッキングクレードルと、視覚ディスプレイとを備える
、ベースステーションを図示する。
【図２】図２は、指紋センサと、ドッキングクレードルと、視覚ディスプレイとを備える
、ベースステーションの正面図を図示する。
【図３】図３は、ベースステーションの後面図を図示する。
【図４】図４は、ベースステーションの左側面図を図示する。
【図５】図５は、ベースステーションの右側面図を図示する。
【図６】図６は、指紋センサと、ドッキングクレードルと、視覚ディスプレイとを備える
、ベースステーションの上面図を図示する。
【図７】図７は、ベースステーションの底面図を図示する。
【図８】図８は、検出ユニットの正面側面図を図示する。
【図９】図９は、検出ユニットの正面図を図示する。
【図１０】図１０は、検出ユニットの後面図を図示する。
【図１１】図１１は、検出ユニットの左側面図を図示する。
【図１２】図１２は、検出ユニットの右側面図を図示する。
【図１３】図１３は、検出ユニットの上面図を図示する。
【図１４】図１４は、検出ユニットの底面図を図示する。
【図１５】図１５は、検出ユニットがドッキングクレードル内に挿入される、指紋センサ
を備える、ベースステーションを図示する。検出ユニットは、マウスピースを有する。
【図１６】図１６は、検出ユニットがドッキングクレードル内に挿入される、指紋センサ
を備える、ベースステーションの正面図を図示する。検出ユニットは、マウスピースを有
する。
【図１７】図１７は、検出ユニットがドッキングクレードル内に挿入される、ベースステ
ーションの後面図を図示する。検出ユニットは、マウスピースを有する。
【図１８】図１８は、検出ユニットがドッキングクレードル内に挿入される、ベースステ
ーションの左側面図を図示する。検出ユニットは、マウスピースを有する。
【図１９】図１９は、検出ユニットがドッキングクレードル内に挿入される、ベースステ
ーションの右側面図を図示する。検出ユニットは、マウスピースを有する。
【図２０】図２０は、検出ユニットがドッキングクレードル内に挿入される、指紋センサ
を備える、ベースステーションの上面図を図示する。検出ユニットは、マウスピースを有
する。
【図２１】図２１は、検出ユニットがドッキングクレードル内に挿入される、ベースステ
ーションの底面図を図示する。検出ユニットは、マウスピースを有する。
【図２２】図２２は、ユーザ起動ワークフローを図示する。
【図２３】図２３は、検出ユニットの分解図を図示する。検出ユニットは、充電受信機コ
イルと、電源とを有する。
【図２４】図２４は、ベースステーションの分解図を図示する。ベースステーションは、
電源と、充電送信機コイルと、指紋センサと、視覚ディスプレイとを有する。
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【図２５】図２５は、グラフィカルユーザインターフェース（ＧＵＩ）を図示する。図２
５Ａは、ホーム画面上で利用可能ないくつかの選択肢を示す。図２５Ｂは、スパイロメト
リデータのために使用され得るグラフィカル表示の実施例を描写する。
【図２６】図２６は、マウスピースの縦方向図を図示する。
【図２７】図２７は、マウスピースの縦方向図を図示する。
【図２８】図２８は、マウスピースの縦方向図を図示する。
【図２９】図２９は、マウスピースの縦方向図を図示する。
【図３０】図３０は、マウスピースの断面図を図示する。
【図３１】図３１は、マウスピースの断面図を図示する。
【図３２】図３２は、ユーザおよび対象起動ワークフローを図示する。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　（詳細な説明）
　いくつかの側面が、例証のための例示的適用を参照して下記に説明される。多数の具体
的詳細、関係、および方法が、本明細書に説明される特徴の完全な理解を提供するために
記載されることを理解されたい。しかしながら、当業者は、本明細書に説明される特徴が
、具体的詳細のうちの１つ以上を伴わずに、または他の方法を用いて実践され得ることを
容易に認識するであろう。本明細書に説明される特徴は、いくつかの行為が異なる順序で
、および／または他の行為もしくは事象と並行して起こり得るため、例証される行為また
は事象の順序によって限定されない。さらに、全ての例証される行為または事象が、本明
細書に説明される特徴による方法論を実装するために要求されるわけではない。
【００２２】
　本明細書で使用される専門用語は、特定の事例を説明することのみを目的とし、限定す
ることを意図されない。本明細書で使用されるように、単数形「ａ」、「ａｎ」、および
「ｔｈｅ」は、文脈が明確に別様に示さない限り、複数形も同様に含むことができる。さ
らに、用語「～を含む（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」、「～を含む（ｉｎｃｌｕｄｅｓ）」、
「～を有する（ｈａｖｉｎｇ）」、「～を有する（ｈａｓ）」、「～を伴う（ｗｉｔｈ）
」、またはそれらの変形例が詳細な説明および／または請求項のいずれかにおいて使用さ
れる範囲について、そのような用語は、用語「～を備える（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」と
類似する様式で包括的であることを意図される。
【００２３】
　用語「約」または「およそ」は、所与の値の±１０％の範囲を意味し得る。
【００２４】
　本明細書で使用されるような用語「ユーザ」は、試験を実行する個人を指し得る。本明
細書で使用されるような用語「対象」は、スパイロメトリ試験が実施される個人を指し得
る。いくつかの場合では、「ユーザ」または「対象」は、患者であり得る。いくつかの場
合では、用語「対象」、「ユーザ」、および「患者」は、同一の個人を指し得る。さらな
る実施形態では、用語「対象」、「ユーザ」、および「患者」は、異なる個人を指し得る
。いくつかの実施形態では、対象、ユーザ、または患者は、同一の部屋内に存在し得る。
いくつかの事例では、対象、ユーザ、または患者は、異なる部屋、都市、または国内に存
在し得る。いくつかの事例では、ユーザ、対象、または患者は、哺乳動物であり得る。い
くつかの場合では、対象、ユーザ、または患者は、０歳～１３５歳の人間であり得る。い
くつかの場合では、対象、ユーザ、または患者は、男性であり得る。いくつかの場合では
、対象、ユーザ、または患者は、女性であり得る。いくつかの場合では、対象、ユーザ、
または患者は、命令を理解することが可能な個人であり得る。いくつかの場合では、対象
、ユーザ、または患者は、読むことが可能な個人であり得る。
【００２５】
　いくつかの場合では、ユーザは、スパイロメータを動作させるように訓練された個人で
あり得る。ユーザは、医療技術の知識を伴う個人であり得る。いくつかの場合では、ユー
ザは、スパイロメータにソフトウェアをインストールする、それを準備する、および／ま
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たはそれを保守することが可能な個人であり得る。いくつかの場合では、ユーザは、スパ
イロメータを使用して測定を実施することが可能な個人であり得る。いくつかの場合では
、ユーザは、医療提供者であり得る。いくつかの場合では、医療提供者は、医師、看護師
、または技師等、診療所または病院において雇用される専門家であり得る。いくつかの場
合では、ユーザは、情報技術専門家等の非医療提供者であり得る。
【００２６】
　（概観）
　本明細書に提供されるものは、肺機能試験を実施するための方法である。いくつかの実
施形態では、本方法は、マウスピースと、センサとを備え得る検出ユニットを対象に提供
することと、アプリケーションのユーザを識別するために、バイオメトリックデータを使
用することと、ベースステーションにおいて検出ユニットから伝送されたスパイロメトリ
データを受信することと、試験誤差を判定するために、ベースステーションを監視するこ
ととを含むことができる。
【００２７】
　また、本明細書に提供されるものは、肺機能データを収集するための方法である。本方
法は、ベースステーションにおいて、ユーザからバイオメトリックデータを収集すること
と、マウスピースと、センサとを備え得る検出ユニットを対象に提供することと、検出ユ
ニットから伝送されたスパイロメトリデータを受信することと、ベースステーションから
収集されたバイオメトリックデータを、検出ユニットから収集されたスパイロメトリデー
タと相関させることと、ベースステーション上で収集されたデータを処理することとを含
むことができる。
【００２８】
　また、本明細書に提供されるものは、スパイロメトリデータの品質を改良するための方
法である。本方法は、ベースステーションにおいて、ユーザからバイオメトリックデータ
を収集することと、マウスピースと、センサとを備え得る検出ユニットを対象に提供する
ことと、検出ユニットから伝送されたスパイロメトリデータを受信することであって、ベ
ースステーションは、スパイロメトリデータをグラフで表示し、試験誤差を示すように構
成されることができる、ことと、ベースステーション上で受信されたスパイロメトリデー
タを処理することとを含むことができる。
【００２９】
　また、本明細書に提供されるものは、肺機能データを監視するための方法である。本方
法は、マウスピースと、センサとを備え得る検出ユニットに呼気サンプルを提供すること
によって、スパイロメトリデータを生成することであって、検出ユニットは、較正なしで
あるように構成されることができる、ことと、スパイロメトリデータをリアルタイムで検
出ユニットから遠隔ベースステーションに伝送することとを含むことができる。
【００３０】
　また、本明細書に提供されるものは、スパイロメトリ試験結果を収集するためのシステ
ムを製造するための方法である。本方法は、センサと、マウスピースとを備え得る検出ユ
ニットを構築することであって、検出ユニットは、ユーザ努力における変動からもたらさ
れる試験誤差を低減させるように構成されることができる、ことと、検出ユニットとベー
スステーションとの間の無線通信を構成することであって、ベースステーションは、検出
ユニットによって収集されたスパイロメトリデータの視覚ディスプレイを備えることがで
きる、ことと、収集されたスパイロメトリデータを処理または転送するためのアプリケー
ションをベースステーションにインストールすることとを含むことができる。
【００３１】
　また、本明細書に提供されるものは、スパイロメトリデータにおけるユーザ誤差を低減
させるためのシステムを製造するための方法である。本方法は、検出ユニットと、ベース
ステーションとを備え得るシステムを構築することと、バイオメトリックセンサをベース
ステーションに統合することと、検出ユニットからスパイロメトリデータを受信するため
の１つ以上の機構を伴うベースステーションを構成することとを含むことができる。
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【００３２】
　また、本明細書に提供されるものは、肺機能を試験するためのシステムである。本シス
テムは、センサと、マウスピースとを備え得る無線検出ユニットと、検出ユニットと通信
するように構成され得る、ベースステーションであって、統合バイオメトリックセンサを
備えることができる、ベースステーションと、検出ユニットを充電および貯蔵するように
構成され得る、ドッキングクレードルとを備えることができる。
【００３３】
　また、本明細書に提供されるものは、電子デバイスにおける使用のために好適な非一時
コンピュータ可読媒体である。媒体は、電子デバイスによって実行されると、電子デバイ
スに、アプリケーションへのアクセスを制御するために、バイオメトリックデータを使用
することと、ベースステーションにおいて、検出ユニットから伝送されたスパイロメトリ
データを受信することと、スパイロメトリデータをベースステーションから外部サーバま
たはデータベースに伝送することとを実施させ得る命令を備えることができる。
【００３４】
　また、本明細書に提供されるものは、電子デバイスにおける使用のために好適な非一時
コンピュータ可読媒体である。媒体は、電子デバイスによって実行されると、電子デバイ
スに、ベースステーションにおいて、ユーザからバイオメトリックデータを収集すること
と、検出ユニットから伝送されたスパイロメトリデータを受信することであって、検出ユ
ニットは、マウスピースと、センサとを備えることができる、ことと、ベースステーショ
ンから収集されたバイオメトリックデータを、検出ユニットから収集されたスパイロメト
リデータと相関させることと、ベースステーション上で収集されたデータを処理すること
とを実施させ得る命令を備えることができる。
【００３５】
　また、本明細書に提供されるものは、電子デバイスにおける使用のために好適な非一時
コンピュータ可読媒体であり、媒体は、電子デバイスによって実行されると、電子デバイ
スに、ベースステーションにおいて、ユーザからバイオメトリックデータを収集すること
と、マウスピースと、センサとを備え得る検出ユニットから伝送されたスパイロメトリデ
ータを受信することであって、検出ユニットは、マウスピースと、センサとを備えること
ができ、ベースステーションは、バイオメトリックデータが有効であるかどうかを示すよ
うに構成されることができる、ことと、ベースステーション上で受信されたスパイロメト
リデータを処理することとを実施させ得る命令を備えることができる。
【００３６】
　いくつかの実施形態では、本明細書に提供されるものは、スパイロメータである。いく
つかの実施形態では、スパイロメータは、ベースステーションと、検出ユニットとを備え
ることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニットは、マウスピースを備えること
ができる。いくつかの実施形態では、検出ユニットは、流量センサを備えることができる
。いくつかの実施形態では、流量センサは、事前較正されることができる。いくつかの実
施形態では、流量センサは、使い捨てであり得る。いくつかの実施形態では、流量センサ
は、ニューモタコセンサであり得る。いくつかの実施形態では、検出ユニットは、１つ以
上のインジケータ要素を備えることができる。いくつかの実施形態では、インジケータ要
素は、発光ダイオードであり得る。いくつかの実施形態では、検出ユニットは、遠隔に構
成されることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニットは、クラウドを介して構
成されることができる。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、スパイロメト
リデータをデータベースまたはサーバに伝送することができる。いくつかの実施形態では
、データベースまたはサーバは、クラウドサーバまたはデータベースであり得る。いくつ
かの実施形態では、検出ユニットは、無線でデータを伝送することができる。いくつかの
実施形態では、ベースステーションおよび検出ユニットは、無線通信することができる。
いくつかの実施形態では、検出ユニットは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を介し
てデータをベースステーションに伝送することができる。いくつかの実施形態では、ベー
スステーションは、ドッキングクレードルを備えることができる。いくつかの実施形態で
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は、ドッキングクレードルは、検出ユニットを充電するように構成されることができる。
いくつかの実施形態では、ドッキングクレードルは、無線で検出ユニットを充電すること
ができる。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、視覚ディスプレイを備える
ことができる。いくつかの実施形態では、視覚ディスプレイは、リアルタイムでスパイロ
メトリデータを表示することができる。いくつかの実施形態では、ベースステーションは
、１つ以上のインジケータ要素を備えることができる。いくつかの実施形態では、インジ
ケータ要素は、発光ダイオードであり得る。いくつかの実施形態では、ベースステーショ
ンは、スパイロメトリデータをデータベースまたはサーバに伝送することができる。いく
つかの実施形態では、データベースまたはサーバは、クラウドサーバまたはデータベース
であり得る。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、無線でデータを伝送する
ことができる。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、遠隔に構成されること
ができる。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、クラウドを介して構成され
ることができる。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、統合バイオメトリッ
クセンサ（例えば、指紋センサ）を備えることができる。別の実施形態では、統合バイオ
メトリックセンサは、検出ユニット上に位置することができる。
【００３７】
　本明細書で使用されるような用語「クラウド」は、クラウドコンピューティングを指し
得る。クラウドコンピューティングは、要求に応じて、共有される処理リソースおよびデ
ータをコンピュータおよび他のデバイスに提供し得る、インターネットベースのコンピュ
ーティングであり得る。いくつかの場合では、クラウドコンピューティングは、ネットワ
ークを経由してリソース（例えば、データ）の共有を伴うことができる。いくつかの実施
形態では、スパイロメータは、遠隔に構成されることができる。いくつかの実施形態では
、スパイロメータは、クラウドを介して構成されることができる。いくつかの事例では、
データが、スパイロメータからクラウドベースのサーバまたはデータベースにアップロー
ドされることができる。いくつかの事例では、データが、クラウドベースのサーバまたは
データベースからスパイロメータに読み出されることができる。
【００３８】
　いくつかの実施形態では、スパイロメータは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を
利用することができる。本明細書で使用されるような用語「Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商
標）」は、ある距離にわたってデバイスをともに接続する、グローバル無線通信規格を指
し得る。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）デバイスは、別のデバイスに接続するためのワ
イヤまたはケーブルの代わりに、電波を使用することができる。いくつかの場合では、デ
バイスは、これが接続することを可能にし得るＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）無線およ
びソフトウェアを伴う微小コンピュータチップを含有することができる。いくつかの事例
では、２つのＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）デバイスが、通信するためにペアリングさ
れることができる。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）デバイス間の通信は、ピコネットと
して公知の短距離アドホックネットワークを経由して起こることができる。ピコネットは
、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）技術を使用して接続されるデバイスのネットワークで
あり得る。いくつかの事例では、ネットワークは、２～８つの接続されたデバイス以上の
ものに及び得る。ネットワークが確立されると、１つのデバイスが、マスタの役割を果た
すことができる一方、他のデバイスは、スレーブとして作用することができる。Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ（登録商標）デバイスが無線近接に出入りする際に、ピコネットは、動的かつ
自動的に確立されることができる。いくつかの実施形態では、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録
商標）コア仕様は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）基本速度／拡張版データ速度（ＢＲ
／ＥＤＲ）コア仕様であり得る。いくつかの実施形態では、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商
標）コア仕様は、低エネルギー機能性を伴うＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）コア仕様で
あり得る。いくつかの実施形態では、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）コア仕様は、Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）　Ｓｍａｒｔコア仕様であり得る。
【００３９】
　他の実施形態では、本明細書に説明されるスパイロメータおよび／またはそのベースス
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テーションは、使用中ではないとき、構成可能な長さの時間にわたってスタンバイまたは
アイドルモードに入ることができる。他の場合では、本明細書に説明されるスパイロメー
タにインストールされるソフトウェアは、無線で更新されることができる。
【００４０】
　（システム）
　本明細書に提供されるスパイロメータは、検出ユニットと、統合バイオメトリックセン
サ（例えば、指紋センサ）とを備えることができる。スパイロメータは、他の構成要素を
備えることができる。例えば、スパイロメータは、マウスピースを備えることができ、マ
ウスピースは、検出ユニットに取り付けられることができる。検出ユニットは、１つ以上
のセンサ、例えば、流量センサまたは周囲空気センサを備えることができる。スパイロメ
ータは、１つ以上のインジケータ要素、例えば、発光ダイオード（ＬＥＤ）を備えること
ができる。スパイロメータは、視覚ディスプレイ、電力供給源、加速度計、ジャイロスコ
ープ、統合周囲センサ、事前較正されたニューモタコ、多言語サポート、外部デバイス（
例えば、プリンタ、ＳｐＯ２）とのＵＳＢおよび／またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標
）インターフェースを備えることができる、ならびに／もしくはアプリケーション（アプ
リ）およびタブレット対応であり得る。いくつかの場合では、スパイロメータは、充電可
能であり得る。スパイロメータは、データ記憶のために構成されることができる。本明細
書に提供されるスパイロメータは、コンパクトなポータブルスパイロメータであり得、ス
マート特徴（例えば、シームレスゼロフロー、試験開始／終了の自動検出）、マルチモデ
ルデータ転送能力（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ、３Ｇ、イーサネット（登録商標）、ＵＳＢ、Ｈ
Ｌ７、ＧＤＴ）を備えることができ、クラウド対応であり得る。いくつかの場合では、ユ
ーザは、好ましい通信タイプを選定することができる。本明細書に提供されるスパイロメ
ータは、オンラインまたはオフライン使用を提供することができる。本明細書に提供され
るスパイロメータは、無線充電およびＬＥＤ、聴覚、または触覚フィードバックを伴う無
線ハンドルを備えることができる。
【００４１】
　本明細書に提供されるスパイロメータは、タッチスクリーンディスプレイを備えること
ができる。いくつかの場合では、タッチスクリーンディスプレイは、８インチ容量性高分
解能ディスプレイであり得る。いくつかの実施形態では、タッチスクリーンは、カラース
クリーンを備える。いくつかの事例では、タッチスクリーンは、少なくとも、または約８
００×６００の分解能を有することができる。いくつかの場合では、タッチスクリーンは
、マルチタッチジェスチャを可能にすることができる。タッチスクリーンは、較正を可能
にする、および／または指サイズにおける差異を補正することができる。さらに、タッチ
スクリーンは、手袋（例えば、ラテックス外科手術用手袋）を装着しながらの使用を可能
にすることができる。いくつかの事例では、電源ボタンが、タッチスクリーンに統合され
ることができる。いくつかの事例では、電源ボタンは、タッチスクリーンとは別個であり
得る。
【００４２】
　スパイロメータは、統合ファームウェアを備えることができる。いくつかの場合では、
ファームウェアは、本明細書に説明されるような外部デバイスに接続することによって、
更新されることができる。スパイロメータは、データをバックアップおよび／または復元
することが可能であり得る。いくつかの場合では、データは、本明細書に説明される外部
デバイスにバックアップされることができる。いくつかの場合では、データは、本明細書
に説明される外部デバイスから復元されることができる。いくつかの事例では、外部デバ
イスは、ＵＳＢデバイスであり得る。いくつかの場合では、外部デバイスは、クラウド記
憶サーバであり得る。スパイロメータは、ユーザによるインジケーションに応じて、部分
的または完全バックアップを可能にすることができる。
【００４３】
　いくつかの実施形態では、スパイロメータの構成要素のうちの１つ以上または全ては、
取外可能ではない場合がある。いくつかの実施形態では、スパイロメータの１つ以上の構
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成要素は、取外可能であり得る。例えば、検出ユニットは、スパイロメータの別の構成要
素、例えば、ベースステーションから取外可能であり得る。例えば、検出ユニットは、例
えば、ドッキングクレードルを通して、スパイロメータの別の部品、例えば、ベースステ
ーションに取り付けられることができ、検出ユニットは、ドッキングクレードルから取り
外されることができる。スパイロメータは、取外可能要素を感知するために、センサ、例
えば、近接センサを備えることができる。統合バイオメトリックセンサ（例えば、指紋セ
ンサ）が、ベースステーション内に位置することができる。別の実施形態では、統合バイ
オメトリックセンサ（例えば、指紋センサ）は、検出ユニット上に位置することができる
。
【００４４】
　図１５－図２１に示されるように、本明細書に提供されるスパイロメータは、ベースス
テーション（１０５）と、マウスピース（１３５）を伴う検出ユニット（１３０）とを備
えることができる。ベースステーションは、視覚ディスプレイ（１１０）と、バイオメト
リックセンサ（例えば、指紋センサ）（１２５）と、ドッキングクレードル（１２０）と
を備えることができる。
【００４５】
　本明細書に説明されるシステムは、高品質ニューモタコを備えることができる。本明細
書に説明されるシステムは、０．１～約±１６Ｌ／秒（リットル／秒）の流量範囲を有す
ることができる。本明細書に説明されるシステムは、約０．１～１４Ｌ／秒：±５％／０
．２Ｌ／秒の流量正確度を有することができる。本明細書に説明されるシステムは、約５
ｍＬ／秒（ミリリットル／秒）の流量分解能を有することができる。本明細書に説明され
るシステムは、１０Ｌ／秒において約０．０５ｋＰａ（Ｌ／秒）の抵抗を有することがで
きる。本明細書に説明されるシステムは、デジタル積分体積測定を有することができる。
本明細書に説明されるシステムは、約０．１～８Ｌの体積範囲を有することができる。本
明細書に説明されるシステムは、約０．５～８Ｌ：±３％／０．０５Ｌの体積正確度を有
することができる。本明細書に説明されるシステムは、約１ｍＬの体積分解能を有するこ
とができる。本明細書に説明されるシステムは、バックライトを伴う高分解能グラフィカ
ルＬＣＤタッチスクリーンディスプレイを有することができる。本明細書に開示される視
覚ディスプレイは、１６．２ｃｍ×１２．２ｃｍ、カラー、タッチスクリーン、１０２４
×８００ピクセルであり得る。本明細書に説明されるシステムは、１００－２４０ＶＡＣ
、５０／６０Ｈｚ、１．５Ａを有する電力供給源入力を有することができる。本明細書に
説明されるシステムは、約５Ｖ、６Ａの電力供給源出力を有することができる。
【００４６】
　（ドッキングクレードル）
　いくつかの実施形態では、本明細書に説明される検出ユニット（１３０）は、ドッキン
グクレードル（１２０）内に貯蔵されることができる。いくつかの事例では、図１および
図２に描写されるように、ドッキングクレードル（１２０）は、ベースステーション（１
０５）内に配置されることができる。他の事例では、ドッキングクレードル（１２０）は
、ベースステーション（１０５）から取り外されることができる。いくつかの実施形態で
は、ドッキングクレードルは、別個のプラグまたは電源を有することができる。いくつか
の実施形態では、ドッキングクレードルは、ベースステーションの電源を共有することが
できる。いくつかの実施形態では、検出ユニットは、ドッキングクレードルによって充電
されることができる。いくつかの実施形態では、対象が遠隔の場所に存在する場合、検出
ユニット（１３０）は、ベースステーションを伴わずに検出ユニットを充電するために、
独立したドッキングクレードルユニットとともに対象に提供されることができる。いくつ
かの実施形態では、ベースステーションは、アクセス可能ではない場合があり、検出ユニ
ット（１３０）は、ベースステーションを伴わずに検出ユニットを充電するために、独立
したドッキングクレードルユニットとともに対象に提供されることができる。いくつかの
事例では、ベースステーションに取り付けられるか、または別個の独立したユニットとし
てかを問わず、ドッキングクレードルは、ドッキングクレードルに関連する検出ユニット
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の存在を検出するために、近接センサを具備することができる。ドッキングクレードルは
、検出ユニットを誘導的に充電するように構成されることができる。検出ユニットとドッ
キングクレードルとの間の誘導充電は、Ｑｉ規格を用いて起こることができる。いくつか
の事例では、ドッキングクレードルは、付加的構成要素を含むことによって、充電効率を
改良するように構成されることができ、例えば、１つ以上の付加的磁石が、検出ユニット
とベースステーションとの間に触覚フィードバックを提供するために使用されることがで
きる。検出ユニットは、１つ以上の充電板を備えることができる。いくつかの実施形態で
は、充電板は、コイルのアレイを備えることができる。いくつかの実施形態では、コイル
のアレイは、検出ユニットが、充電板上でドッキングクレードルにおける位置付けにかか
わらず、充電されるようにすることができる。図２４に描写されるように、ベースステー
ションのドッキングクレードルは、充電送信機コイル（１０５０２）を備えることができ
る。さらなる実施形態では、検出ユニットは、電力転送に加えて、限定された通信プロト
コルを備えることができる。いくつかの実施形態では、限定された通信プロトコルおよび
電力転送は、検出ユニットに、制御フィードバックをベースステーションまたはドッキン
グクレードルに提供させることができる。いくつかの実施形態では、制御フィードバック
は、検出ユニット充電ステータス、充電パーセント、バッテリ寿命、および動作ステータ
ス（例えば、使用できる状態）を含むことができる。
【００４７】
　いくつかの実施形態では、ドッキングクレードル（１２０）は、検出ユニット（１３０
）がドッキングクレードル内にドッキングされると、検出ユニット（１３０）を自動的に
ペアリング（認識）することができる。他の実施形態では、ドッキングクレードル（１２
０）は、検出ユニット（１３０）がドッキングクレードル（１２０）の近位にあるとき、
検出ユニット（１３０）をペアリング（認識）することができる。いくつかの事例では、
検出ユニット（１３０）とドッキングクレードル（１２０）との間の距離が、少なくとも
、最大、または約１、１０、１５、３０、５０、７５、１００、１５０、２００、３００
、４００、５００、６００、７００、８００、９００、１，０００、１，５００、２，０
００、２，５００、３，０００、４，０００、５，０００ｃｍ（センチメートル）、１０
ｍ（メートル）、２５ｍ、５０ｍ、７５、または１００ｍの距離であるとき、検出ユニッ
ト（１３０）は、ドッキングクレードル（１２０）の近位にあり得る。いくつかの実施形
態では、検出ユニット（１３０）およびドッキングクレードル（１２０）は、近接センサ
の組み込みを通してペアリングされる（相互を認識する）ことができる。
【００４８】
　ドッキングクレードルは、平坦、丸形、または湾曲表面を有することができる。ドッキ
ングクレードルは、検出ユニットがドッキングクレードル上／内に配置されると、検出ユ
ニットを固着させるように成形されることができる。ドッキングクレードルは、検出ユニ
ットを受容するための受容スロットを形成する筐体を備えることができる。受容スロット
は、検出ユニットをその中に受容するように定寸および成形されることができる。ドッキ
ングクレードルは、ドッキングクレードル上／内に検出ユニットを定位置に保持するため
の機構を有することができる。
【００４９】
　（近接センサ）
　いくつかの実施形態では、本明細書に提供されるスパイロメータは、１つ以上の取外可
能構成要素を備えることができる。第１の構成要素は、第２の構成要素を検出し得る近接
センサを備えることができる。第２の構成要素は、近接センサによって検出可能な信号を
放出することが可能であり得る。いくつかの場合では、第１の構成要素上の近接センサは
、第２の構成要素から放出された信号を検出することができる。いくつかの場合では、第
１の構成要素上の近接センサは、第１の構成要素および第２の構成要素がある距離内にあ
るとき、第２の構成要素から放出された信号を検出することができる。例えば、ドッキン
グクレードル（１２０）またはベースステーション（１０５）は、例えば、取外可能検出
ユニット（１３０）を検出するための近接センサを備えることができ、取外可能検出ユニ
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ット（１３０）は、ドッキングクレードルまたはベースステーション上の近接センサによ
って検出可能であり得る信号を放出することができる。いくつかの場合では、ドッキング
クレードル（１２０）またはベースステーション（１０５）は、検出ユニット（１３０）
内の近接センサによって検出可能な信号を放出することができる。
【００５０】
　いくつかの実施形態では、第１の構成要素内の近接センサは、第２の構成要素、例えば
、ドッキングクレードル（１２０）またはベースステーションと通信する、例えば、それ
に電子的に接続される、例えば、無線または有線接続することができる。いくつかの実施
形態では、電気信号は、ＵＳＢ接続を通して送信されることができる。いくつかの実施形
態では、電気信号は、光ファイバ接続を通して送信されることができる。いくつかの実施
形態では、電気信号は、イーサネット（登録商標）ケーブルを通して伝送されることがで
きる。いくつかの実施形態では、無線信号は、３Ｇデータ信号を通して送信されることが
できる。他の実施形態では、無線信号は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を通して
送信されることができる。いくつかの実施形態では、無線信号は、Ｗｉ－Ｆｉ接続を通し
て送信されることができる。他の実施形態では、無線信号は、赤外線データ関連リンクを
通して送信されることができる。スパイロメータは、無線で接続されると、信号強度のイ
ンジケーションを提供することができる。いくつかの事例では、スパイロメータは、接続
についてのフィードバックを提供することができる。例えば、スパイロメータは、接続の
喪失または接続を横断してデータを伝送することの成功もしくは失敗のインジケーション
を提供することができる。
【００５１】
　いくつかの実施形態では、第１の構成要素内の近接センサは、第２の構成要素、例えば
、検出ユニット（１３０）から放出された信号を検出することができる。いくつかの実施
形態では、検出ユニット（１３０）は、検出ユニット（１３０）がドッキングクレードル
（１２０）内にドッキングされると、近接センサによって検出されることができる。他の
実施形態では、近接センサは、検出ユニット（１３０）がドッキングクレードルの近位に
あるとき、検出ユニット（１３０）を検出することができる。
【００５２】
　いくつかの実施形態では、第１の構成要素、例えば、ドッキングクレードル（１２０）
またはベースステーション（１０５）上の近接センサは、第１の構成要素が、第２の構成
要素から約１ｃｍ～約５，０００ｃｍ離れた、約１ｃｍ～約４，０００ｃｍ離れた、約１
ｃｍ～約３，０００ｃｍ離れた、約１ｃｍ～約２，０００ｃｍ離れた、約１ｃｍ～約１，
０００ｃｍ離れた、約１ｃｍ～約５００ｃｍ離れた、約１ｃｍ～約２５０ｃｍ離れた、約
１ｃｍ～約２００ｃｍ離れた、約１ｃｍ～約１５０ｃｍ離れた、約１ｃｍ～約１００ｃｍ
離れた、約１ｃｍ～約５０ｃｍ離れた、約１ｃｍ～約２５ｃｍ離れた、約１ｃｍ～約２０
ｃｍ離れた、約１ｃｍ～約１５ｃｍ離れた、約１ｃｍ～約１０ｃｍ離れた、または約１ｃ
ｍ～約５ｃｍ離れた距離にあるとき、第２の構成要素、例えば、検出ユニット（１３０）
から放出された信号を検出することができる。いくつかの実施形態では、第１の構成要素
、例えば、ドッキングクレードル（１２０）またはベースステーション（１０５）内の近
接センサは、第１の構成要素が、第２の構成要素から、少なくとも、最大、または約１ｃ
ｍ離れた、少なくとも、最大、または約２ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約５ｃ
ｍ離れた、少なくとも、最大、または約１０ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約１
５ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約２０ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または
約２５ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約５０ｃｍ離れた、少なくとも、最大、ま
たは約７５ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約１００ｃｍ離れた、少なくとも、最
大、または約１５０ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約２００ｃｍ離れた、少なく
とも、最大、または約２５０ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約３００ｃｍ離れた
、少なくとも、最大、または約３５０ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約４００ｃ
ｍ離れた、少なくとも、最大、または約４５０ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約
５００ｃｍ離れた、少なくとも約６００ｃｍ離れた、少なくとも約７００ｃｍ離れた、少
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なくとも約８００ｃｍ離れた、少なくとも約９００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、また
は約１，０００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約１，１００ｃｍ離れた、少なく
とも、最大、または約１，２００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約１，３００ｃ
ｍ離れた、少なくとも、最大、または約１，４００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、また
は約１，５００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約１，７５０ｃｍ離れた、少なく
とも、最大、または約２，０００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約２，２５０ｃ
ｍ離れた、少なくとも、最大、または約２，５００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、また
は約２，７５０ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約３，０００ｃｍ、少なくとも、
最大、または約５ｍ、少なくとも、最大、または約１０ｍ、少なくとも、最大、または約
２５ｍ、少なくとも、最大、または約５０ｍ、少なくとも、最大、または約７５ｍ、もし
くは少なくとも、最大、または約１００ｍ離れた距離にあるとき、第２の構成要素、例え
ば、検出ユニット（１３０）から放出された信号を検出することができる。
【００５３】
　いくつかの実施形態では、近接センサによる放出された信号の検出は、インジケータの
起動をもたらすことができる。いくつかの場合では、近接センサによる放出された信号の
検出の欠如は、インジケータの起動をもたらすことができる。いくつかの実施形態では、
近接センサは、近接センサが放出された信号またはその欠如を検出するときを示す、イン
ジケータ、例えば、可聴源、触覚源、または視覚源（例えば、ＬＥＤ）と通信する、例え
ば、それに電子的に接続される、例えば、有線または無線接続されることができる。可聴
源は、例えば、スピーカであり得る。可聴源は、音声を生産するデバイスであり得る。い
くつかの実施形態では、可聴源は、１つ以上のスピーカであり得る。例えば、例示的実施
形態では、可聴源は、信号強度に基づいてボリュームおよび／または周波数を変化させる
音声であり得る。いくつかの実施形態では、可聴源は、約９０ｄｂ～約１００ｄｂ（デシ
ベル）の音声出力を提供することができる。他の実施形態では、音声出力は、少なくとも
０ｄｂ～１４０ｄｂであり得る。いくつかの場合では、可聴源のボリュームレベルは、調
節可能であり得る。触覚源は、例えば、回転モータであり得る。いくつかの実施形態では
、触覚源は、振動モータであり得る。いくつかの実施形態では、触覚源は、高周波数低振
幅振動を生産することができる。いくつかの実施形態では、触覚源は、一定かつ連続的モ
ードにおいて振動することができる、または振動は、断続的周期もしくは振動および振動
なしサイクル等、非連続的であり得る。例えば、例示的実施形態では、触覚源は、信号強
度に基づいて周波数を変化させる振動であり得る。視覚源は、例えば、光、ＬＥＤ等であ
り得る。いくつかの実施形態では、視覚源は、光、複数の光、ゲージ、ディスプレイ、ま
たは同等物であり得る。例えば、例示的実施形態では、視覚源は、信号強度に基づいて周
波数および／またはパルス速度ならびに／もしくは強度を変化させる光であり得る。
【００５４】
　上記の実施形態の任意の組み合わせもまた、取外可能構成要素、例えば、検出ユニット
（１３０）のドッキングクレードル（１２０）への近接のインジケーションを提供するた
めに採用されることができる。例えば、ドッキングクレードル（１２０）は、振動モータ
および可聴源の両方を備えることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニット（１
３０）は、振動モータおよび可聴源の両方を備えることができる。
【００５５】
　（電源）
　いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）は、充電可能であり得る。いくつか
の場合では、検出ユニットは、外部電源を介して充電されることができる。いくつかの場
合では、外部電源は、再充電可能または交換可能であり得る。いくつかの場合では、検出
ユニットは、内部電源を備えることができる。いくつかの場合では、内部電源は、再充電
可能または交換可能であり得る。いくつかの事例では、検出ユニット（１３０）は、ドッ
キングクレードル（１２０）上にドッキングされると、充電されることができる。いくつ
かの実施形態では、充電は、誘導充電を通して実施されることができる。いくつかの事例
では、検出ユニット（１３０）は、充電を可能にするために、１つまたは複数の誘導コイ
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ルを備えることができる。いくつかの事例では、ドッキングクレードル（１２０）は、充
電を可能にするために、１つまたは複数の誘導コイルを備えることができる。いくつかの
実施形態では、検出ユニット（１３０）およびドッキングクレードル（１２０）は、それ
ぞれ、検出ユニット（１３０）がドッキングクレードル（１２０）と接触するときに効率
的な充電を可能にするために、１つまたは複数の誘導コイルを独立して備えることができ
る。いくつかの実施形態では、ドッキングクレードル（１２０）および検出ユニット（１
３０）は、１つまたは複数の磁石を備えることができる。いくつかの実施形態では、ドッ
キングクレードル（１２０）および検出ユニット（１３０）は、適切な配向および接触を
確実にし、より誘導的な充電を可能にするために、１つまたは複数の磁石を備えることが
できる。いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）とドッキングクレードル（１
２０）との間の誘導充電は、Ｑｉ規格を通して起こることができる。他の実施形態では、
検出ユニット（１３０）とドッキングクレードル（１２０）との間の誘導充電は、Ｐｏｗ
ｅｒ　Ｍａｔｔｅｒｓ　Ａｌｌｉａｎｃｅ（ＰＭＡ）規格を通して起こることができる。
いくつかの実施形態では、図２３に描写されるように、検出ユニットは、充電受信機コイ
ルを備えることができ、ベースステーションは、充電送信機コイルを備えることができる
。
【００５６】
　いくつかの実施形態では、検出ユニットの充電は、共振誘導充電を通して起こることが
できる。いくつかの実施形態では、共振誘導充電は、１つ以上の誘導コイルが同一の周波
数において共振するように調整され得ると起こり、それによって、検出ユニット（１３０
）およびドッキングクレードル（１２０）が近接し得るとき、充電を可能にすることがで
きる。いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）は、検出ユニット（１３０）が
ドッキングクレードル（１２０）と直接接触するとき、充電されることができる。いくつ
かの実施形態では、検出ユニット（１３０）は、検出ユニット（１３０）が、ドッキング
クレードル（１２０）から、少なくとも０．００１ｃｍ離れた、少なくとも０．００２ｃ
ｍ離れた、少なくとも０．０１ｃｍ離れた、少なくとも０．０３ｃｍ離れた、少なくとも
０．０５ｃｍ離れた、少なくとも０．１ｃｍ離れた、少なくとも０．２ｃｍ離れた、少な
くとも０．３ｃｍ離れた、少なくとも０．４ｃｍ離れた、少なくとも０．５ｃｍ離れた、
少なくとも０．６ｃｍ離れた、少なくとも０．７ｃｍ離れた、少なくとも０．８ｃｍ離れ
た、少なくとも０．９ｃｍ離れた、少なくとも１ｃｍ離れた、少なくとも２ｃｍ離れた、
少なくとも３ｃｍ離れた、少なくとも５ｃｍ離れた、少なくとも１０ｃｍ離れた距離にあ
るとき、充電されることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）は
、検出ユニット（１３０）が、ドッキングクレードル（１２０）から、少なくとも、最大
、または約１、２、５、１０、１５、２５、５０、１００、５００、１，０００、１，５
００、２，０００、２，５００、３，０００、３，５００、４，０００、５，０００、も
しくは１０，０００ｃｍ離れた距離にあるとき、共振誘導充電を通して充電されることが
できる。いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）は、これがドッキングクレー
ドル（１２０）から約１ｃｍ～約５，０００ｃｍ、約１ｃｍ～約４，０００ｃｍ、約１ｃ
ｍ～約３，０００ｃｍ、約１ｃｍ～約２，０００ｃｍ、約１ｃｍ～約１，０００ｃｍ、約
１ｃｍ～約５００ｃｍ、約１ｃｍ～約２５０ｃｍ、約１ｃｍ～約２００ｃｍ、約１ｃｍ～
約１５０ｃｍ、約１ｃｍ～約１００ｃｍ、約１ｃｍ～約５０ｃｍ、約１ｃｍ～約２５ｃｍ
、約１ｃｍ～約２０ｃｍ、約１ｃｍ～約１５ｃｍ、約１ｃｍ～約１０ｃｍ、または約１ｃ
ｍ～約５ｃｍ離れた距離にあるとき、共振誘導充電を通して再充電されることができる。
【００５７】
　いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）の無線再充電は、無線充電を介して
進行することができる。そのような実施形態では、検出ユニット（１３０）は、ドッキン
グクレードル（１２０）上の無線送信機から無線信号を受信することが可能な受信機を備
えることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）は、無線送信機を
備えることができる。いくつかの実施形態では、ドッキングクレードル（１２０）は、無
線信号を受信することが可能な受信機を備えることができる。いくつかの実施形態では、
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検出ユニット（１３０）は、検出ユニット（１３０）およびドッキングクレードル（１２
０）が近接し得るとき、充電されることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニッ
ト（１３０）は、検出ユニット（１３０）がドッキングクレードル（１２０）と直接接触
するとき、充電されることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）
は、検出ユニット（１３０）が、ドッキングクレードル（１２０）から、少なくとも、最
大、または約１ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約２ｃｍ離れた、少なくとも、最
大、または約５ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約１０ｃｍ離れた、少なくとも、
最大、または約１５ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約２０ｃｍ離れた、少なくと
も、最大、または約２５ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約５０ｃｍ離れた、少な
くとも、最大、または約７５ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約１００ｃｍ離れた
、少なくとも、最大、または約１５０ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約２００ｃ
ｍ離れた、少なくとも、最大、または約２５０ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約
３００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約３５０ｃｍ離れた、少なくとも、最大、
または約４００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約４５０ｃｍ離れた、少なくとも
、最大、または約５００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約６００ｃｍ離れた、少
なくとも、最大、または約７００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約８００ｃｍ離
れた、少なくとも、最大、または約９００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約１，
０００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約１，１００ｃｍ離れた、少なくとも、最
大、または約１，２００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約１，３００ｃｍ離れた
、少なくとも、最大、または約１，４００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約１，
５００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約１，７５０ｃｍ離れた、少なくとも、最
大、または約２，０００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約２，２５０ｃｍ離れた
、少なくとも、最大、または約２，５００ｃｍ離れた、少なくとも約２，７５０ｃｍ離れ
た、もしくは少なくとも、最大、または約３，０００ｃｍ離れた距離にあるとき、無線充
電を通して充電されることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）
は、これがドッキングクレードル（１２０）から約１ｃｍ～約５，０００ｃｍ、約１ｃｍ
～約４，０００ｃｍ、約１ｃｍ～約３，０００ｃｍ、約１ｃｍ～約２，０００ｃｍ、約１
ｃｍ～約１，０００ｃｍ、約１ｃｍ～約５００ｃｍ、約１ｃｍ～約２５０ｃｍ、約１ｃｍ
～約２００ｃｍ、約１ｃｍ～約１５０ｃｍ、約１ｃｍ～約１００ｃｍ、約１ｃｍ～約５０
ｃｍ、約１ｃｍ～約２５ｃｍ、約１ｃｍ～約２０ｃｍ、約１ｃｍ～約１５ｃｍ、約１ｃｍ
～約１０ｃｍ、または約１ｃｍ～約５ｃｍ離れた距離にあるとき、無線充電を通して再充
電されることができる。
【００５８】
　他の実施形態では、検出ユニット（１３０）は、検出ユニットを充電するために、３Ｇ
、４Ｇ　ＬＴＥ、またはＷｉ－Ｆｉ信号を使用することが可能な無線受信機を備えること
ができる。そのような実施形態では、無線充電効率は、無線ルータへの近接を通して改良
されることができる。いくつかの実施形態では、充電は、周囲の後方散乱を通して進行す
ることができる。いくつかの実施形態では、ドッキングクレードル（１２０）は、無線ル
ータを備えることができる。他の実施形態では、無線ルータは、ドッキングクレードル（
１２０）とは別個であり得る。
【００５９】
　（検出ユニット）
　図５－図１４は、検出ユニット（１３０）を図示する。本明細書に含まれる検出ユニッ
ト（１３０）は、マウスピース（１３５）を用いて嵌合されることができる。図１５－図
２１は、検出ユニット（１３０）およびマウスピース（１３５）の実施形態を図示する。
図に描写されるように、マウスピース（１３５）は、検出ユニット内に配置されることが
できる。いくつかの実施形態では、マウスピース（１３５）は、可撤性かつ／または使い
捨てであり得る。いくつかの実施形態では、マウスピース（１３５）およびセンサは、単
一のユニットであり得る。いくつかの実施形態では、マウスピース（１３５）およびセン
サは、別個のユニットであり得る。いくつかの実施形態では、センサおよびマウスピース
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（１３５）は、単一の使い捨てユニットであり得る。いくつかの実施形態では、検出ユニ
ット（１３０）は、使用中ではないとき、エネルギー節約モードに入ることができる。い
くつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）は、無線または有線であり得る。いくつ
かの実施形態では、本明細書に説明される検出ユニット（１３０）は、１つ以上の時点に
おいてスパイロメトリデータを測定するために使用されることができる。例えば、スパイ
ロメトリデータは、処置の有効性を判定するために、対象が処置を受ける前および／また
はその後に測定されることができる。いくつかの実施形態では、スパイロメトリデータは
、対象の疾患または病状を監視するために、複数の時点において測定されることができる
。図２３のように、本明細書に開示されるような検出ユニットは、電源（１３００１）を
備えることができる。いくつかの事例では、電源は、リチウムイオンバッテリであり得る
。検出ユニット（１３０）は、第１の開口部（１３０ａ）と、第２の開口部（１３０ｂ）
とを備え、第１の開口部（１３０ａ）は、第２の開口部（１３０ｂ）と対向する、管状通
路（１３０ｃ）を備えることができる。
【００６０】
　図２３は、検出ユニット（１３０）を描写する。検出ユニット（１３０）は、組み立て
られ、左カバー（１３００４）と、右カバー（１３００５）とを備えることができる。右
搬器（１３００６）、左搬器（１３００７）、およびＰＴ管シール（１３００８）は、組
み立てられると、管状通路（１３０ｃ）を形成することができる。検出ユニット（１３０
）は、電源（１３００１）を備えることができる。電源は、３．７Ｖ／６４０ｍＡｈを有
し得るリチウムイオンバッテリパックであり得る。検出ユニット（１３０）は、充電受信
機コイル（１３００２）を備えることができる。充電受信機コイル（１３００２）は、３
４×２６．５ｍｍであり得る無線電力充電受信機コイルであり得る。充電受信機コイル（
１３００２）は、充電送信機コイル（１０５０２）に近接近するとき、検出ユニット（１
３０）の電源（１３００１）を無線で充電するために使用されることができる。検出ユニ
ット（１３０）は、検出ユニット（１３０）を電源オンまたはオフにするために使用され
得る電源ボタン（１３００９）を備えることができる。検出ユニット（１３０）は、検出
ユニット（１３０）の電子構成要素構成要素を接続し得るプリント回路基板アセンブリ（
１３００３）を備えることができる。検出ユニット（１３０）はさらに、少なくとも１つ
のインジケータ要素（１４０）を備えることができる。
【００６１】
　（マウスピース）
　いくつかの実施形態では、マウスピース（１３５）は、外面および内面を伴う円筒形本
体であり得る。円筒形本体は、それを通して個人または動物がそれから吸息する、もしく
はその中に呼息し得る、第１の端部（１３５ａ）を有することができる。いくつかの実施
形態では、円筒形本体は、第１の端部（１３５ａ）の面から１８０度に面する第２の端部
（１３５ｂ）を有することができる。いくつかの実施形態では、第２の端部（１３５ｂ）
は、検出ユニット（１３０）内に構成されるインターフェースの中に挿入されることがで
きる。いくつかの実施形態では、マウスピース（１３５）は、人間の口の形状に輪郭付け
られるように適合されることができる。いくつかの実施形態では、第１の端部（１３５ａ
）は、人間の口の形状に輪郭付けられるように適合されることができる。いくつかの実施
形態では、第１の端部（１３５ａ）は、ユーザの口への人間工学的嵌合のために輪郭付け
られることができる。いくつかの実施形態では、マウスピース（１３５）は、ユーザの口
へのより効率的なシールのために輪郭付けられることができる。いくつかの実施形態では
、第１の端部（１３５ａ）は、ユーザの口へのより効率的なシールのために輪郭付けられ
ることができる。いくつかの実施形態では、本第１の端部（１３５ａ）は、使用中のとき
の圧潰を回避するために十分な構造的強度を有することができる。
【００６２】
　いくつかの事例では、マウスピース（１３５）は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ナ
イロン、ポリ塩化ビニル、または当分野で公知の他のプラスチック等のプラスチック材料
から成ることができる。いくつかの実施形態では、マウスピース（１３５）は、板紙また
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は繊維板から成ることができる。いくつかの実施形態では、マウスピース（１３５）は、
可鍛性材料から成ることができる。可鍛性材料は、より適切な形状を提供するために、圧
力によって変形されることができる。いくつかの実施形態では、マウスピース（１３５）
は、複合材料から成ることができる。
【００６３】
　いくつかの実施形態では、マウスピース（１３５）は、可撤性かつ使い捨て単一ユニッ
トであり得る。いくつかの実施形態では、使い捨てマウスピース（１３５）は、少なくと
も部分的に、生体分解性であり得、例えば、成分または材料が、例えば、典型的な埋立条
件に、５年未満、３年未満、または１年未満暴露される場合、微生物作用等の自然生物学
的プロセスによって、二酸化炭素、水、メタン、および同等物等の環境的に許容可能な成
分に分解可能であり得る。いくつかの実施形態では、マウスピース（１３５）は、少なく
とも５％、少なくとも１０％、少なくとも１５％、少なくとも２０％、少なくとも２５％
、少なくとも３０％、少なくとも３５％、少なくとも４０％、少なくとも４５％、少なく
とも５０％、少なくとも５５％、少なくとも６０％、少なくとも６５％、少なくとも７０
％、少なくとも７５％、少なくとも８０％、少なくとも８５％、少なくとも９５％、少な
くとも９６％、少なくとも９７％、少なくとも９８％、または少なくとも９９％生体分解
性であり得る。
【００６４】
　いくつかの実施形態では、マウスピース（１３５）は、使用中であるときに頑丈であり
得るが、使用に先立って貯蔵されるとき、および処分されるときに平坦形態に圧潰可能で
あり得る。本特徴は、マウスピース（１３５）の効率的な貯蔵および処分を可能にするこ
とができる。
【００６５】
　いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）は、フィルタを備えることができる
。いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）は、マウスピース（１３５）と流量
センサとの間にインラインフィルタを備えることができる。いくつかの実施形態では、イ
ンラインフィルタは、使用間におけるスパイロメータの汚染を防止するために使用される
ことができる。いくつかの実施形態では、インラインフィルタは、可撤性かつ使い捨てで
あり得る。いくつかの実施形態では、インラインフィルタは、例えば、第ＵＳ　５，６０
１，４５８号に説明されるように、メッシュまたはスクリーン支持構造を伴うバッグまた
はソックス形フィルタであり得る。いくつかの実施形態では、インラインフィルタは、当
業者に一般的な任意の材料から成ることができる。いくつかの実施形態では、インライン
フィルタは、静電材料から成ることができる。いくつかの実施形態では、インラインフィ
ルタは、織成、非織成、または合成材料から成ることができる。
【００６６】
　いくつかの実施形態では、図２６－図３１に描写されるようなマウスピース（１３５）
は、管状伸長本体を備えることができる。いくつかの場合では、管状伸長本体は、第１の
端部（１３５ａ）と、第２の端部（１３５ｂ）とを備えることができる。いくつかの事例
では、第１の端部（１３５ａ）は、第２の端部（１３５ｂ）と対向し得る。いくつかの実
施形態では、第１の端部（１３５ａ）は、開口部を備えることができ、対象がマウスピー
スの中に空気を吹送することを可能にするように構成されることができる。いくつかの事
例では、第２の端部（１３５ｂ）は、検出ユニット（１３０）の管状通路（１３０ｃ）内
に配置されることができる。
【００６７】
　（流量センサ）
　いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）またはマウスピース（１３５）は、
１つ以上の流量センサを備えることができる。いくつかの事例では、本明細書に説明され
る流量センサは、管内に配置されるニューモタコセンサを含み、ニューモタコメータを形
成することができる。いくつかの実施形態では、ニューモタコセンサは、無線ニューモタ
コセンサであり得る。いくつかの実施形態では、ニューモタコメータは、固定抵抗を伴う
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小さい管にわたる圧力差として空気流量を測定することができる。いくつかの実施形態で
は、ニューモタコセンサおよび管は、具体的タイプのニューモタコメータを形成すること
ができる。いくつかの実施形態では、ニューモタコメータの管は、広い範囲の流量または
速度にわたって層流を最適化するように構成されることができる。いくつかの実施形態で
は、管またはニューモタコメータは、トランペット様構成を備えることができる。いくつ
かの実施形態では、流量センサは、リリータイプニューモタコメータを備えることができ
る。いくつかの実施形態では、リリータイプニューモタコメータは、検出要素が管の中に
挿入される光スクリーンまたはメッシュであり、検出要素の最も広い表面積が空気流に直
交して配向され得るように構成されることができる。他の実施形態では、流量センサは、
フライシュタイプニューモタコメータを備えることができる。いくつかの実施形態では、
フライシュタイプニューモタコメータは、流動に対する抵抗が、空気流の方向に平行に配
列された毛細管のアレイに由来し得るように構成されることができる。他の実施形態では
、流量センサは、タービン流量計を備えることができ、管を通した空気流が、ベーンを転
動させ、空気流の速度が単位時間あたりの回転数に比例して計算されることを可能にする
ことができる。さらなる実施形態は、空気流量を感知するために、熱線流速計に依拠する
ことができる。熱線流速計は、一定の温度に加熱され、管内に配置される薄白金ワイヤを
備えることができる。空気が管を通過するにつれて、空気は、ワイヤを冷却し、ワイヤの
温度を維持するために要求される余剰電気エネルギーの値を使用して、空気流量が計算さ
れることを可能にすることができる。いくつかの実施形態では、流量センサは、超音波セ
ンサを備えることができる。そのような構成では、検出ユニットは、相互に面する２つの
超音波トランスデューサを備えることができる。いくつかの実施形態では、１つの超音波
トランスデューサは、送信機として作用することができ、第２の超音波トランスデューサ
は、受信機として作用し、音声媒介信号を変換することができる。いくつかの実施形態で
は、超音波センサは、信号を増幅するために、圧電要素を備えることができる。
【００６８】
　ニューモタコセンサは、対象または患者に一意であり得る。いくつかの実施形態では、
ニューモタコセンサは、対象または患者によって使用後に除去および／または交換される
ことができる。
【００６９】
　いくつかの実施形態では、流量センサは、光ファイバ流量計を備えることができる。そ
のような実施形態では、空気流量は、その中で光搬送波の位相変調を引き起こし得る、渦
離脱を使用することからのファイバの振動を通して計算されることができる。そのような
実施形態では、流率が、次いで、ファイバの振動周波数に基づいて計算されることができ
る。速度センサが、次いで、振動発振を電気信号に変換するために使用されることができ
、これは、次いで、流率を判定するために使用されることができる。いくつかの実施形態
では、渦離脱は、シェダーの包含を通して促進されることができる。そのような実施形態
では、シェダーの近傍における圧力および速度場が、渦離脱周波数において発振すること
ができる。ピート管等の速度センサまたは圧力センサが、次いで、渦離脱周波数を計算す
るために、発振場を電気信号、電流、または電圧に変換するために使用されることができ
る。いくつかの実施形態では、上記に説明される超音波センサは、渦離脱を独立して検出
し、結果として生じる振動周波数を空気流率に処理するために使用されることができる。
【００７０】
　いくつかの実施形態では、流量センサは、圧力センサであり得る。いくつかの実施形態
では、圧力センサは、ピート管であり得る。ピート管は、ピート管の前部における孔が、
よどみ点圧力を測定するために空気流中に配置され得る一方、ピート管の側における孔が
、静的圧力を測定するために使用され得るように、検出ユニット（１３０）内で配向され
ることができる。よどみ点圧力および静的圧力における差異は、ユーザが空気流率を計算
することを可能にすることができる。
【００７１】
　いくつかの実施形態では、スパイロメトリデータは、空気流量および／または流率に関
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する情報を備えることができる。上記の実施形態は、検出ユニット（１３０）内に複数の
流量センサを提供するように組み合わせられることができる。例えば、ピート管は、例え
ば、圧力差および渦離脱周波数の両方を測定するために、例えば、各センサを横断する空
気流率を独立して計算するために、シェダーを備え得る渦離脱センサと組み合わせられる
ことができる。いくつかの実施形態では、複数のセンサが、検出ユニットの異なる面積を
横断する空気流率の変化を計算するために、検出ユニット（１３０）またはマウスピース
（１３５）全体を通して位置することができる。いくつかの実施形態では、検出ユニット
（１３０）またはマウスピース（１３５）は、少なくとも１つ、少なくとも２つ、少なく
とも３つ、少なくとも４つ、または少なくとも５つの流率センサを備えることができる。
いくつかの実施形態では、流率センサは、検出ユニット（１３０）または（マウスピース
）の同一面上に位置することができる。いくつかの実施形態では、流率センサは、検出ユ
ニット（１３０）またはマウスピース（１３５）の異なる面上に位置することができる。
他の実施形態では、流率センサは、検出ユニット（１３０）またはマウスピース（１３５
）の対向する面上に位置することができる。
【００７２】
　いくつかの実施形態では、流量センサは、使い捨て流量センサであり得る。いくつかの
実施形態では、流量センサは、単回使用流量センサであり得る。いくつかの実施形態では
、流量センサは、単一対象使用流量センサであり得る。いくつかの実施形態では、流量セ
ンサは、各使用後に交換されることができる。いくつかの実施形態では、流量センサは、
各対象使用後に交換されることができる。
【００７３】
　（周囲空気センサ）
　検出ユニット（１３０）および／またはベースステーション（１０５）は、１つ以上の
周囲空気センサを備えることができる。いくつかの実施形態では、周囲空気センサまたは
周囲センサ（１０５０３）は、周囲空気特性、例えば、温度、湿度、または大気圧を感知
するように適合されることができる。いくつかの実施形態では、周囲空気センサは、温度
センサ、湿度センサ（１０５０３）、圧力センサ、またはそれらの組み合わせであり得る
。湿度センサ（１０５０３）は、周囲空気湿度レベルを測定するために使用される、およ
び／または検出ユニット（１３０）もしくはベースステーション（１０５）における空気
湿度レベルを概算するために使用されることができる。検出ユニット（１３０）またはベ
ースステーション（１０５）における周囲空気圧もまた、測定されることができる。いく
つかの実施形態では、複数の周囲空気センサが、検出ユニット（１３０）またはベースス
テーション（１０５）の異なる面積を横断する周囲空気特性の変化を計算するために、検
出ユニット（１３０）またはベースステーション（１０５）全体を通して位置することが
できる。いくつかの実施形態では、検出ユニットまたはベースステーション（１０５）は
、少なくとも１つ、少なくとも２つ、少なくとも３つ、少なくとも４つ、または少なくと
も５つの周囲空気センサを備えることができる。いくつかの実施形態では、周囲空気セン
サは、検出ユニット（１３０）またはベースステーション（１０５）の同一面上に位置す
ることができる。いくつかの実施形態では、周囲空気センサは、検出ユニット（１３０）
またはベースステーション（１０５）の異なる面上に位置することができる。他の実施形
態では、周囲空気センサは、検出ユニット（１３０）またはベースステーション（１０５
）の対向する面上に位置することができる。いくつかの実施形態では、周囲空気センサは
、１つ以上の時点における周囲空気特性を測定するために使用されることができる。図２
４に描写されるように、周囲センサ（１０５０３）は、ベースステーション内に位置する
ことができる。
【００７４】
　空気体積流量は、周囲湿度、温度、および／または圧力の量によって影響を受け得る。
本明細書に提供されるデバイスは、温度、湿度、および／または圧力センサを備えること
ができる。個人によるスパイロメータの使用に先立って、周囲空気条件を記録することに
よって、これらの条件は、制御され、可能な限り一貫して保持されることができる。いく
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つかの実施形態では、本明細書に提供される方法、デバイス、およびコンピュータ可読媒
体は、誤差、例えば、周囲空気特性の変化と関連付けられ得る全ての誤差を制御するため
に使用されることができる。いくつかの実施形態では、温度センサは、部屋内の周囲温度
を報告するために使用されることができ、これは、次いで、サーモスタットによって調節
されることができる。他の実施形態では、湿度センサは、部屋内の周囲湿度を報告するた
めに使用されることができ、これは、次いで、加湿器によって調節されることができる。
いくつかの実施形態では、本明細書に説明されるスパイロメータは、周囲特性、例えば、
湿度、圧力、温度、またはそれらの組み合わせの変化に基づいて、スパイロメトリデータ
を補償および／または調節することができる。周囲空気センサは、スパイロメータに統合
されることができる、または周辺デバイスとしてスパイロメータに取り付けられることが
できる。
【００７５】
　（呼気分析器）
　検出ユニット（１３０）またはマウスピース（１３５）はさらに、付加的用途のために
、付加的センサを備えることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０
）またはマウスピース（１３５）は、呼気サンプル中のアルコールの検出のために、燃料
セルセンサを備えることができる。いくつかの実施形態では、呼気サンプルは、二重白金
電極を備え得る燃料セルの中に指向されることができる。アルコールは、燃料セルによっ
て酸化されることができ、これは、電流をもたらすことができる。電流の量は、呼気サン
プル中のアルコールの量に比例し得、本電流差は、個人に関する血中アルコール含有量を
計算するために使用されることができる。いくつかの実施形態では、本明細書に提供され
るデバイスは、１つ以上のガスを測定するために、１つ以上のセンサを備えることができ
る。いくつかの実施形態では、本明細書に提供されるデバイスは、二酸化炭素（ＣＯ２）
センサおよび／または一酸化炭素（ＣＯ）センサを備えることができる。
【００７６】
　（インジケータ要素）
　いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）またはベースステーション（１０５
）は、１つ以上のインジケータ要素（１４０）を備えることができる。インジケータ要素
（１４０）は、振動器、１つ以上のスピーカ、電球、発光ダイオード（ＬＥＤ）、または
アイコンディスプレイを含む、任意の機械的、音声、または光生産構成要素を含むことが
できる。図４Ａ－Ｃに描写されるように、１つ以上のインジケータ要素（１４０）は、検
出ユニット（１３０）に直接統合されることができる。いくつかの実施形態では、インジ
ケータ要素（１４０）は、対象、医療専門家、またはユーザが試験中にインジケータを監
視し得るように構成されることができる。ベースステーション（１０５）に統合されたイ
ンジケータ要素（１４０）は、フィードバックを対象、および／または医療専門家、なら
びに／もしくはユーザに提供するように構成されることができる。１つ以上のインジケー
タ要素（１４０）は、試験中に対象を指導するために使用されることができる。いくつか
の実施形態では、１つ以上のインジケータ要素（１４０）は、検出ユニット（１３０）に
よって独立して開始または起動されることができる。いくつかの実施形態では、１つ以上
のインジケータ要素（１４０）は、ベースステーション（１０５）においてユーザによっ
て開始されることができる。インジケータ要素（１４０）は、１つ以上の色を有すること
ができ、色は、３８０ｎｍ～７００ｎｍ可視光内の標準色を含む、電磁スペクトル内の任
意の周波数であり得る。異なる色、周波数、または点滅の強度もしくは点滅のパターンが
、対象またはデバイスのユーザに通信するために使用されることができる。いくつかの実
施形態では、例えば、異なる色のインジケータ要素（１４０）が、種々の行為を通して対
象またはユーザを促すために使用されることができる。例えば、緑色ＬＥＤが、吹送を開
始するように対象を促すために使用されることができる一方、赤色ＬＥＤが、吹送を中止
するように対象を促すために使用されることができる。さらなる実施形態では、インジケ
ータ要素（１４０）は、吸息すること、呼息すること、および肺内に空気を保持すること
の任意の単一のものまたは組み合わせを含む行為を実施するように対象を促すことができ
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る。いくつかの実施形態では、いくつかのインジケータ要素（１４０）が、存在し得、例
えば、インジケータ要素（１４０）のアレイが、対象に通知する、例えば、いくつかの事
例では、対象の吹送を追跡し、吹送が完了すると、これを対象に通達するために使用され
るように、連続的に点灯することができる。他の事例では、異なる色のインジケータ要素
（１４０）が、使用されることができ、例えば、青色ＬＥＤが、試験が実施され得る前に
、検出ユニット（１３０）が傾斜または再位置付けされる必要があることを対象またはユ
ーザに通知するために使用されることができる。いくつかの実施形態では、緑色ＬＥＤが
、検出ユニット（１３０）構成要素が使用できる状態であることを対象またはユーザに示
すために使用されることができる。さらなる実施形態では、インジケータ要素（１４０）
は、肺機能試験中に患者実施に応答することができ、例えば、対象が十分な体積を吸息す
ると、インジケータは、試験を通して対象を「指導」するために、事前判定された時間周
期にわたって点滅する、音声を生産する、および／または振動することができる。他の実
施形態では、対象は、例えば、緑色ＬＥＤによって、空気の吸気を保持するように促され
ることができる。対象は、緑色ＬＥＤがオフになる、または赤色ＬＥＤ等の別のＬＥＤが
オンになるまで、空気の吸気を保持するように命令されることができる。
【００７７】
　他の実施形態では、インジケータ要素（１４０）の組み合わせが、連携して使用される
ことができる。いくつかの実施形態では、緑色ＬＥＤおよび可聴ビープ音が、吹送を開始
するように患者に命令するために使用されることができる一方、赤色ＬＥＤおよび可聴ブ
ザーが、吹送を中止するように患者に命令するために使用されることができる。いくつか
の実施形態では、一連のＬＥＤが、各ＬＥＤが、例えば、各１つが点灯されるまで、順番
に点灯するように配列されることができ、これは、検出ユニットの中への吹送を開始およ
び中止することの両方の命令を対象に提供することができる。いくつかの実施形態では、
１つ以上のスピーカが、対象が吹送している間に歌等のインセンティブインジケータを演
奏するために使用されることができる。本特徴は、より長く吹送するように対象に指導す
ることに役立てるために、ＬＥＤ光との組み合わせにおいて使用されることができる。い
くつかの実施形態では、可聴信号は、吹送を開始および中止するように対象に命令する事
前記録された声であり得る。本信号はまた、明滅するＬＥＤ、付加的スピーカ、またはア
イコン等の付加的インジケータ要素（１４０）が付随することができる。
【００７８】
　いくつかの実施形態では、１つ以上のインジケータ要素（１４０）は、ベースステーシ
ョン（１０５）上に位置することができる。いくつかの実施形態では、１つ以上のインジ
ケータ要素（１４０）は、検出ユニット（１３０）上に位置することができる。他の実施
形態では、１つ以上のインジケータ要素（１４０）は、ベースステーション（１０５）お
よび検出ユニット（１３０）の両方の上に位置することができる。いくつかの実施形態で
は、ベースステーション（１０５）および検出ユニット（１３０）の両方は、同一のイン
ジケータ要素（１４０）を備えることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニット
（１３０）およびベースステーション（１０５）の両方は、ＬＥＤ光を備えることができ
る。いくつかの実施形態では、ベースステーション（１０５）および検出ユニット（１３
０）の両方は、異なるインジケータ要素（１４０）を備えることができる。いくつかの実
施形態では、ＬＥＤ光は、検出ユニット（１３０）上に位置することができる一方、スピ
ーカは、ベースステーション（１０５）上に位置することができる。いくつかの実施形態
では、アクションアイコンが、ベースステーション（１０５）上に存在し得る一方、ＬＥ
Ｄ光は、検出ユニット（１３０）上に配列されることができる。いくつかの実施形態では
、検出ユニット（１３０）は、少なくとも１個、少なくとも２個、少なくとも３個、少な
くとも４個、少なくとも５個、少なくとも６個、少なくとも７個、少なくとも８個、少な
くとも９個、または少なくとも１０個のインジケータ要素（１４０）を備えることができ
る。いくつかの実施形態では、ベースステーション（１０５）は、少なくとも１個、少な
くとも２個、少なくとも３個、少なくとも４個、少なくとも５個、少なくとも６個、少な
くとも７個、少なくとも８個、少なくとも９個、または少なくとも１０個のインジケータ
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要素（１４０）を備えることができる。
【００７９】
　（ベースステーション）
　ベースステーション（１０５）は、視覚ディスプレイ（１１０）とともに構成されるこ
とができる。視覚ディスプレイ（１１０）は、統合されたベースステーションの一部であ
り得る、またはこれは、別個の構成要素であり得る。視覚ディスプレイ（１１０）は、例
えば、有機ＬＥＤ、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、プラズマ、またはブラウン管であり得
る。いくつかの実施形態では、視覚ディスプレイ（１１０）は、タッチスクリーンを備え
ることができる。いくつかの実施形態では、タッチスクリーンは、オペレータ、ユーザ、
および／または対象が、視覚ディスプレイ（１１０）と直接相互作用し得ることを可能に
することができる。いくつかの実施形態では、タッチスクリーンは、オペレータ、ユーザ
、および／または対象が、タッチスクリーンインターフェースを使用して、対象のスパイ
ログラムを操作またはエクスポートする、スパイログラムを１つ以上の以前のスパイログ
ラムと比較する、もしくはメモを取ることを可能にすることができる。視覚ディスプレイ
は、少なくとも、最大、または約１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１
２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、もしくは２０インチの直径を有するこ
とができる。いくつかの実施形態では、視覚ディスプレイ（１１０）の分解能は、インチ
あたり少なくともイ１００、１５０、２００、２５０、３００、３５０、４００、４５０
、５００、５５０、６００、６５０、７００、８００、１，０００、１，２００、２，０
００、３，０００、または少なくとも５，０００ピクセルであり得る。いくつかの実施形
態では、オペレータ、ユーザ、および対象は、同一の個人であり得る。いくつかの実施形
態では、オペレータ、ユーザ、および対象は、異なる個人であり得る。
【００８０】
　いくつかの実施形態では、本明細書に開示されるスパイロメータは、視覚ディスプレイ
のために適正な電力を提供するために、バックライト電力供給源を備えることができる。
いくつかの実施形態では、バックライトは、スパイロメータが使用中であるとき、視覚デ
ィスプレイを照射することができる。いくつかの実施形態では、バックライトは、スパイ
ロメータの使用後、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、２０、３０
、４０、５０、６０、９０、１２０、１５０、１８０、２１０、２４０、２７０、または
３０秒後にオフにされることができる。いくつかの実施形態では、バックライトは、スパ
イロメータの使用後、少なくとも１、２、３、４、５、６、７、９、１０、１１、１２、
１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２５、３０、または６０分後にオフ
にされることができる。
【００８１】
　図２５Ａ－２５Ｂに示されるように、スパイロメトリ読取値および／またはスパイロメ
トリデータは、視覚ディスプレイ（１１０）上に提示されることができる。いくつかの実
施形態では、スパイロメトリ読取値は、リアルタイムで視覚ディスプレイ（１１０）上に
提示されることができる。視覚ディスプレイ（１１０）は、ユーザまたは対象にフィード
バックを提供することができる。いくつかの実施形態では、ユーザは、ユーザに試験妥当
性を通知し得るアイコン、インジケータ、または他のディスプレイツールのうちの１つ以
上を監視することができる。いくつかの実施形態では、対象が肺の中に所望の体積の空気
を引き込む機会の数のカウントが、視覚的に表示されることができる。いくつかの実施形
態では、対象が操縦を実施している間、スパイロメトリ曲線が、視覚ディスプレイ（１１
０）上で可視であり得る。いくつかの実施形態では、測定曲線および／または結果が、印
刷可能であり得る。
【００８２】
　図２４のように、本明細書に開示されるようなベースステーション（１０５）は、電源
（１０５０１）を備えることができる。いくつかの事例では、電源は、リチウムイオンバ
ッテリであり得る。他の実施形態では、本明細書に開示されるようなベースステーション
（１０５）は、充電送信機コイルを備えることができる。検出ユニット（１３０）が、充
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電送信機コイル（１０５０２）を備えるベースステーション（１０５）に近接近するとき
、充電送信機コイル（１０５０２）は、充電受信機コイル（１３００２）を備える検出ユ
ニット（１３０）を充電することができる。
【００８３】
　図２４は、ベースステーション（１０５）を図示する。ベースステーション（１０５）
は、視覚ディスプレイ（１１０）を備えることができる。視覚ディスプレイ（１１０）は
、フロントガラス（１１０１）を有するタッチスクリーンと、ディスプレイ基板（１０５
１２）とを備えることができる。ベースステーション（１０５）は、指紋センサ（１２５
）を備えることができる。ベースステーションは、上部カバー（１０５１５）と、底部カ
バー（１０５０９）とを備えることができる。ベースステーションは、ベースステーショ
ン（１０５）を電源オンおよびオフにするために、電源ボタン（１０５０４）を備えるこ
とができる。電源ボタン（１０５０４）は、電源ボタン（１０５０４）の周囲の面積を照
射するために、電源ボタン光ガイド（１０５０５）を有することができる。電源ボタン（
１０５０４）は、電力ケーブル（１０５０８）を用いて電源に接続されることができる。
ベースステーション（１０５）は、３Ｇアンテナ（１０５０６）を備えることができる。
３Ｇアンテナ（１０５０６）は、３Ｇアンテナ支柱（１０５０７）を有することができる
。ベースステーション（１０５）は、周囲センサ（１０５０３）を備えることができる。
周囲センサ（１０５０３）は、湿度センサケーブル（１０５１０）に接続され得る湿度セ
ンサであり得る。ベースステーション（１０５）はさらに、命令またはフィードバックを
ユーザもしくは対象に提供し得るスピーカ（１０５１１）を備えることができる。ベース
ステーション（１０５）はさらに、電源（１０５０１）を備えることができ、電源（１０
５０１）は、リチウムイオンバッテリであり得る。電源は、バッテリコンパートメントケ
ースＡ（１０５１３）およびバッテリコンパートメントケースＢ（１０５１４）内に包装
されることができる。ベースステーション（１０５）は、充電送信機コイル（１０５０２
）を備えることができる。充電送信機コイル（１０５０２）が、充電受信機コイル（１３
００２）と近接近するとき、充電送信機コイル（１０５０２）は、検出ユニット（１３０
）の電源（１３００１）を充電することができる。
【００８４】
　いくつかの事例では、検出ユニット（１３０）および／またはベースステーション（１
０５）は、ユーザまたは対象に種々の試験誤差を通知するために、フィードバックを提供
する１つ以上のインジケータ要素（１４０）、アイコン、または他の機構を有することが
できる。試験誤差は、１つ以上の以下の準最大吸息、過剰な外挿体積、準最大吹き付け、
最初の１秒以内の咳、早期の終了、可変対象努力、声門閉鎖または息こらえからの空気流
の停止、部分的に妨害されたマウスピース、漏出、余剰呼気、正のゼロフロー誤差、負の
ゼロフロー誤差、またはそれらの組み合わせを含むことができる。いくつかの実施形態で
は、試験誤差は、視覚ディスプレイ（１１０）上に表示されることができる。
【００８５】
　いくつかの実施形態では、いったん未加工スパイロメトリデータがベースステーション
に転送されると、いくつかの処理ステップが、結果が取得および／または表示される前に
完了することができる。これらのステップは、センサゼロフロー補正（ゼロフロードリフ
ト補正）、温度補正、および品質評価を含むことができる。いくつかの実施形態では、ゼ
ロフロー補正は、ゼロフローセンサ信号レベルの変化を補償することを含むことができる
。例えば、加算信号の平均値をゼロ流量センサ信号レベルのドリフトと反対方向に変化さ
せることによって、ドリフトは、補正され得る。
【００８６】
　いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）および／またはベースステーション
（１０５）は、スマートフォン、タブレット、アプリを含む任意の無線もしくはモバイル
技術プラットフォームとの併用のために、またはサードパーティデバイスとの併用のため
に統合されることができる。
【００８７】
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　いくつかの実施形態では、ベースステーション（１０５）は、スパイロメトリデータを
処理および伝送するためのアプリケーションを備えることができる。いくつかの実施形態
では、スパイロメトリデータは、検出ユニット（１３０）によって取得されるデータに関
連する全てのデータを備えることができる。いくつかの実施形態では、アプリケーション
は、使用に先立ってベースステーション（１０５）にインストールされることができる。
いくつかの実施形態では、アプリケーションは、ベースステーション（１０５）に事前イ
ンストールされることができる。いくつかの実施形態では、アプリケーションは、タッチ
スクリーンインターフェースを使用して、患者データを操作するために使用されることが
できる。いくつかの実施形態では、アプリケーションは、本明細書に説明される肺機能変
数を表示することが可能であり得る。いくつかの実施形態では、アプリケーションは、ク
ラウドベースの記憶サービスに患者データをエクスポートすることが可能であり得る。
【００８８】
　（バイオメトリックセンサ）
　本明細書に説明されるスパイロメータは、少なくとも１つのバイオメトリックセンサを
備えることができる。バイオメトリックセンサは、スパイロメータの機能をユーザ認証す
るために使用されることができる、ならびに／もしくは検出ユニット（１３０）および／
またはベースステーション（１０５）の使用に先立って、その間、もしくはその後、個人
を識別するために使用されることができる。
【００８９】
　いくつかの実施形態では、バイオメトリックセンサは、指紋センサ（１２５）であり得
る。当分野で公知の任意のタイプの指紋センサ（１２５）が、使用されることができる。
いくつかの実施形態では、指紋センサ（１２５）は、容量センサであり得る。容量センサ
は、指紋を撮像するために、アレイコンデンサ板を使用することができる。対象またはユ
ーザの指紋が、指紋センサにわたってスワイプされる、またはその上に配置されると、セ
ンサは、指先の皮膚の容量結合を測定することができる。スワイプされると、指先の隆起
が検出器により近接し得るため、隆起は、指先の谷と比較してより高い容量を有すること
ができる。いくつかの実施形態では、容量センサは、小さい電圧を指に印加し、信号を強
化し、それによって、指先のより正確な容量性画像を提供することができる。
【００９０】
　いくつかの実施形態では、指紋センサ（１２５）は、光学センサであり得る。そのよう
な実施形態では、検出器は、検出器上の光入射におけるエネルギーを電荷に変換すること
ができる。いくつかの実施形態では、検出器は、フォトダイオードアレイ検出器であり得
る。他の実施形態では、検出器は、フォトトランジスタ検出器であり得る。いくつかの実
施形態では、センサは、指を照射し、それによって、指先のより正確な光学画像を提供す
るために、ＬＥＤを備えることができる。いくつかの実施形態では、光学センサは、電荷
結合素子ベースの光学イメージャであり得る。他の実施形態では、光学センサは、相補型
金属酸化膜半導体（ＣＭＯＳ）ベースの光学イメージャであり得る。いくつかの実施形態
では、指紋センサ（１２５）は、熱センサであり得る。いくつかの実施形態では、個人の
指が、センサ上に配置されることができ、センサは、焦電性材料から成ることができる。
焦電性材料は、次いで、指の接触温度を測定することができる。焦電性材料と接触し得る
指の隆起が、撮像されることができる一方、いくつかの場合では、焦電性材料と接触しな
い谷は、撮像されない場合がある。指先の隆起と谷との間の温度差は、指先の熱画像を生
成するために使用されることができる。
【００９１】
　いくつかの実施形態では、指紋センサ（１２５）は、圧力センサであり得る。そのよう
な実施形態では、指紋は、指先の物理的印象が記録され得る薄フィルムとの個人の指先の
物理的接触を通して撮像されることができる。いくつかの実施形態では、圧力センサは、
導電性フィルム検出器であり得る。いくつかの実施形態では、センサは、可撓性フィルム
上に二重層電極を備えることができる。いくつかの実施形態では、圧力センサは、微小電
子機械デバイスであり得る。いくつかの実施形態では、センサは、指紋隆起がスイッチに
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触れると、スイッチが閉にされ、隆起が電子的に検出され得るように、シリコンチップ上
に微小シリコンスイッチを備えることができる。
【００９２】
　いくつかの実施形態では、指紋センサ（１２５）は、無線周波数（ＲＦ）センサであり
得る。低周波数ＲＦ信号が、個人の指先に印加されることができる。信号は、次いで、検
出器アレイによって読み取られ、各ピクセルが、微小アンテナのように動作することがで
きる。本検出器アレイは、次いで、ピクセル毎に指先輪郭の画像を提供するために使用さ
れることができる。いくつかの実施形態では、指紋センサ（１２５）は、超音波センサで
あり得る。いくつかの実施形態では、センサは、皮膚の表面層を貫通するために、音波を
使用し、これは、個人の指紋の３次元画像を完全に提供することができる。いくつかの実
施形態では、超音波センサは、鋼、サファイア、ガラス、またはプラスチックから成るこ
とができる。いくつかの実施形態では、上記に説明される指紋センサ（１２５）のいずれ
かは、静的指紋センサ（１２５）として採用されることができる。いくつかの実施形態で
は、個人の指が、画像を収集することに先立って、表面上に静止して配置されることがで
きる。他の実施形態では、上記に説明される指紋センサ（１２５）のいずれかは、スワイ
プ指紋リーダとして採用されることができ、個人の指が、センサを横断して引きずられる
ことができ、完全な画像が、指の部分的画像をともに付加することによって、まとめられ
ることができる。
【００９３】
　いくつかの実施形態では、バイオメトリックセンサは、網膜走査装置であり得る。いく
つかの実施形態では、バイオメトリックセンサは、顔認識走査装置であり得る。いくつか
の実施形態では、網膜走査装置は、個人の網膜の画像を捕捉するために使用される小型カ
メラを備えることができる。いくつかの実施形態では、網膜走査装置は、網膜を照射する
ために使用される赤外光源を備えることができる。いくつかの実施形態では、個人は、使
用に先立って、網膜センサのレンズの近位に自身の眼を位置付けることができる。いくつ
かの実施形態では、赤外光が、個人の網膜を照射することができ、カメラが、次いで、個
人の網膜を走査することができる。センサは、光を処理する眼球の後部上の薄い神経上の
血管のパターンを捕捉および分析することができる。血管の本パターンは、個人間で一意
であり、個人の正確な識別を可能にすることができる。
【００９４】
　いくつかの実施形態では、個人は、初期走査中に登録されることができる。いくつかの
実施形態では、第１のバイオメトリックセンサが、登録中に個人のバイオメトリック情報
を取得するために使用されることができる。いくつかの実施形態では、登録中に取得され
たバイオメトリック情報は、ベースステーション（１０５）上またはサーバ上に記憶され
ることができる。他の実施形態では、バイオメトリック情報は、クラウドベースの記憶シ
ステム内に記憶されることができる。登録後、バイオメトリック情報は、登録中に捕捉さ
れたバイオメトリックデータと比較されることができ、これは、個人を正確に識別するた
めに使用されることができる。本明細書で使用されるような用語「登録」は、個人のバイ
オメトリックデータが、将来の認証のために収集および記憶され得ることを意味し得る。
登録中、個人の網膜の複数の走査が、種々の角度から収集されることができる。いくつか
の実施形態では、画像は、ベースステーション（１０５）内に構成されるコンピュータ記
憶システム内に記憶されることができる。他の実施形態では、画像は、クラウドベースの
記憶システム内に記憶されることができる。登録後、後続網膜走査が、登録中に捕捉され
た走査と比較されることができ、これは、個人を正確に識別するために使用されることが
できる。
【００９５】
　いくつかの実施形態では、バイオメトリックセンサは、声認識センサであり得る。声認
識センサは、個人の声を記録および分析することが可能なマイクロホンを備えることがで
きる。いくつかの実施形態では、ベースステーション（１０５）は、個人の声を記録およ
び解釈するためのマイクロホンを備えることができる。他の実施形態では、検出ユニット
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（１３０）は、個人の声を記録および解釈するためのマイクロホンを備えることができる
。個人の声のデジタルプロファイルが、個人に話させることによって記録されることがで
きる。話された単語は、次いで、いくつかの支配的周波数から成るセグメントに変換され
ることができ、これは、個人の声のデジタルプロファイルを構築するために使用されるこ
とができる。いくつかの実施形態では、個人は、アルファベットを暗唱するように命令さ
れることができる。他の実施形態では、個人は、一連の数字を暗唱するように命令される
ことができる。他の実施形態では、個人は、事前判定された一連の単語を暗唱するように
命令されることができる。他の実施形態では、個人は、暗唱する一意のパスワードを与え
られることができ、これは、個人を肯定的に識別するための後続認証セッションにおいて
使用されることができる。
【００９６】
　いくつかの実施形態では、本明細書に説明される１つ以上のバイオメトリックセンサは
、ベースステーション（１０５）に統合されることができる。これらのバイオメトリック
センサは、視覚ディスプレイ（１１０）に電子的に接続されることができる。本構成では
、バイオメトリックセンサは、個人によって係合された後、視覚ディスプレイ（１１０）
に電気信号を送信することができる。いくつかの実施形態では、電気信号は、視覚画像を
視覚ディスプレイ（１１０）上に表示させることができる。例えば、網膜走査が、データ
ベース内に登録された網膜走査と合致すると、網膜走査装置は、電子信号を視覚ディスプ
レイ（１１０）に送信することができ、視覚ディスプレイ（１１０）は、次いで、付加的
識別チェックとして個人の写真を表示することができる。他の実施形態では、バイオメト
リックセンサは、１つ以上のインジケータ要素（１４０）に電子的に接続されることがで
きる。例えば、収集された指紋画像が、データベース内の個人に関する画像と合致すると
、指紋センサ（１２５）は、電子信号を可聴源に送信することができ、可聴源は、次いで
、正常な合致を示す音声を放出することができる。いくつかの実施形態では、ベースステ
ーション（１０５）は、少なくとも１つ、少なくとも２つ、少なくとも３つ、少なくとも
４つ、または少なくとも５つのバイオメトリックセンサを備えることができる。いくつか
の実施形態では、少なくとも１つのバイオメトリックセンサは、視覚ディスプレイ（１１
０）とドッキングクレードル（１２０）との間に位置することができる。他の実施形態で
は、少なくとも１つのバイオメトリックセンサは、ドッキングクレードル（１２０）の真
下に位置することができる。いくつかの実施形態では、少なくとも１つのバイオメトリッ
クセンサは、視覚ディスプレイ（１１０）の上方または下方に位置することができる。他
の実施形態では、少なくとも１つのバイオメトリックセンサは、ベースステーション（１
０５）の側面または後面上に位置することができる。
【００９７】
　いくつかの実施形態では、１つ以上のバイオメトリックセンサは、検出ユニット（１３
０）に統合されることができる。他の実施形態では、バイオメトリックセンサは、検出ユ
ニット（１３０）上の１つ以上のインジケータ要素（１４０）に電子的に接続されること
ができる。例えば、指紋センサ（１２５）は、指紋画像の正常な捕捉を示す振動要素に電
子信号を送信することができ、これは、振動要素を振動させることができる。いくつかの
実施形態では、検出ユニット（１３０）は、少なくとも１つ、少なくとも２つ、少なくと
も３つ、少なくとも４つ、または少なくとも５つのバイオメトリックセンサを備えること
ができる。いくつかの実施形態では、少なくとも１つのバイオメトリックセンサは、検出
ユニット（１３０）の外側円筒形壁に沿って位置することができる。例えば、指紋センサ
（１２５）は、検出ユニット（１３０）が個人によって把持され得るとき、指紋センサ（
１２５）が個人の指によって係合され得るように、円筒形壁に沿って位置付けられること
ができる。別の実施形態では、バイオメトリックセンサは、検出ユニット（１３０）の上
部部分に取り付けられ、マウスピース（１３５）の方向に配向されることができる。いく
つかの実施形態では、バイオメトリックセンサの配向は、患者が検出ユニット（１３０）
のマウスピース（１３５）の中に吹送することに従事している間、バイオメトリック情報
の同時収集を可能にすることができる。
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【００９８】
　いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）およびベースステーション（１０５
）の両方は、１つ以上の統合されたバイオメトリックセンサを備えることができる。例え
ば、検出ユニット（１３０）は、円筒形壁に沿って指紋走査装置を備えることができる一
方、ベースステーション（１０５）は、声認識センサを備えることができる。例えば、検
出ユニット（１３０）およびベースステーション（１０５）の両方は、指紋走査装置を備
えることができる。本実施例は、患者が、検出ユニット（１３０）を保持しながら生物測
定的に認証し、医師または医療専門家が、ベースステーション（１０５）に別個に生物測
定的に認証することを可能にすることができる。
【００９９】
　いくつかの実施形態では、少なくとも１つのバイオメトリックセンサは、ベースステー
ション（１０５）または検出ユニット（１３０）のいずれかとは別個であり得る。そのよ
うな実施形態では、バイオメトリックセンサは、ベースステーション（１０５）または検
出ユニット（１３０）のいずれかにモジュール式に接続されることができる。いくつかの
実施形態では、少なくとも１つのバイオメトリックセンサは、ユニバーサルシリアルバス
（ＵＳＢ）接続を介してベースステーション（１０５）に接続されることができる。他の
実施形態では、少なくとも１つのバイオメトリックセンサは、同軸ケーブル接続を介して
ベースステーション（１０５）に接続されることができる。他の実施形態では、少なくと
も１つのバイオメトリックセンサは、Ｃａｔ５またはＣａｔ６ケーブル等のイーサネット
（登録商標）ケーブルを介してベースステーション（１０５）に接続されることができる
。他の実施形態では、少なくとも１つのバイオメトリックセンサは、光ファイバケーブル
を介してベースステーション（１０５）に接続されることができる。いくつかの実施形態
では、少なくとも１つのバイオメトリックセンサは、Ｗｉ－Ｆｉ接続を介してベースステ
ーション（１０５）に無線で接続されることができる。他の実施形態では、少なくとも１
つのバイオメトリックセンサは、３Ｇまたは４Ｇ　ＬＴＥデータ信号等のモバイルデータ
信号を介してベースステーション（１０５）に接続されることができる。他の実施形態で
は、少なくとも１つのバイオメトリックセンサは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）信号
を介してベースステーション（１０５）に接続されることができる。いくつかの実施形態
では、少なくとも１つのバイオメトリックセンサは、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ
）接続を介して検出ユニット（１３０）に接続されることができる。他の実施形態では、
少なくとも１つのバイオメトリックセンサは、同軸ケーブル接続を介して検出ユニット（
１３０）に接続されることができる。他の実施形態では、少なくとも１つのバイオメトリ
ックセンサは、Ｃａｔ５またはＣａｔ６ケーブル等のイーサネット（登録商標）ケーブル
を介して検出ユニット（１３０）に接続されることができる。他の実施形態では、少なく
とも１つのバイオメトリックセンサは、光ファイバケーブルを介して検出ユニット（１３
０）に接続されることができる。いくつかの実施形態では、少なくとも１つのバイオメト
リックセンサは、Ｗｉ－Ｆｉ接続を介して検出ユニット（１３０）に無線で接続されるこ
とができる。他の実施形態では、少なくとも１つのバイオメトリックセンサは、３Ｇまた
は４Ｇ　ＬＴＥデータ信号等のモバイルデータ信号を介して検出ユニット（１３０）に接
続されることができる。他の実施形態では、少なくとも１つのバイオメトリックセンサは
、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）信号を介して検出ユニット（１３０）に接続されるこ
とができる。
【０１００】
　（生物測定的に制御されたアクセス）
　いくつかの実施形態では、個人によるバイオメトリック認証が、本明細書に提供される
スパイロメータのある機能の動作のために必要であり得る。いくつかの実施形態では、患
者による認証が、スパイロメータが機能するために必要であり得る。例えば、患者は、患
者の空気流量が計算されるために、マウスピース（１３５）の中に空気を吹送することに
先立って、検出ユニット（１３０）上で指紋走査を実施することができる。別の実施例で
は、患者は、患者の空気流量が計算されるために、マウスピース（１３５）の中に空気を
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吹送することに先立って、ベースステーション（１０５）上での指紋走査および検出ユニ
ット（１３０）上での声認識走査の両方を実施することができる。いくつかの実施形態で
は、ユーザは、医療提供者であり得る。医療提供者は、最初に、患者によるスパイロメー
タの使用に先立って、生物測定的に認証することができる。いくつかの実施形態では、医
療提供者および患者の両方が、患者がスパイロメータを使用することに先立って、生物測
定的に認証することができる。いくつかの実施形態では、法執行機関職員が、別の個人に
よるスパイロメータの使用に先立って、生物測定的に認証することができる。いくつかの
実施形態では、法執行機関職員および第２の個人の両方が、第２の個人がスパイロメータ
を使用することに先立って、生物測定的に認証することができる。
【０１０１】
　いくつかの実施形態では、本明細書に説明されるスパイロメータのある特徴の使用への
アクセスは、ある個人に生物測定的に制限されることができる。本明細書に提供されるス
パイロメータは、スパイロメータの使用に基づくある個人に対する定義された権利を可能
にするように構成されることができる。例えば、患者は、バイオメトリック認証後にスパ
イロメータを起動および使用する能力のみを有し得る一方、医療提供者は、患者情報を精
査する能力、患者データを伝送する能力等、バイオメトリック認証後に付加的能力を有し
得る。加えて、患者は、バイオメトリック認証後に自身の独自の患者記録を閲覧および管
理する能力のみを有し得る一方、医療提供者は、スパイロメータによって収集された全て
の患者記録を精査する能力を有し得る。いくつかの実施形態では、バイオメトリック認証
は、ローカルまたはクラウドベースのいずれかのデータベースサーバにアクセスするため
に使用されることができる。本統合は、別個のデータベース認証の必要性を排除し、それ
によって、ユーザフレンドリーなインターフェースを提供するために使用されることがで
きる。
【０１０２】
　図２２および３２は、バイオメトリック認証を利用する例示的ワークフローを描写する
。図２２は、ユーザおよび対象が同一の個人であり得る、単一ユーザ実験を示す。ユーザ
は、ベースステーション（１０５）上に位置し得る、指紋センサ（１２５）にわたって指
紋をスワイプすることによって、生物測定的に認証することができる。認証後、ユーザは
、インジケータ光によって呼息を中止するように促されるまで、検出ユニット（１３０）
に接続されるマウスピースの第１の端部を通して、ベースステーション（１０５）に無線
で接続されるマウスピース（１３５）の中に呼息することができる。スパイログラフが、
ベースステーション（１０５）上のタッチスクリーン視覚ディスプレイ（１１０）上に表
示されることができる。精査に応じて、ユーザは、ハードドライブ等のローカル記憶装置
にローカルにデータをエクスポートすることができる、またはクラウドベースの記憶サー
バにデータをエクスポートすることができる。
【０１０３】
　図３２は、ユーザおよび対象が異なる個人であり得る、単一ユーザ単一対象実験を図示
する。ユーザは、ベースステーション（１０５）上に位置し得る、指紋センサ（１２５）
にわたって指紋をスワイプすることによって、生物測定的に認証することができる。ユー
ザ認証後、対象は、検出ユニット（１３０）上に位置する指紋センサ（１２５）を使用し
て認証することができる。対象は、呼息を中止するように可聴雑音によって促されるまで
、ベースステーション（１０５）に無線で接続される検出ユニット（１３０）に接続され
るマウスピース（１３５）の中に呼息することができる。スパイログラフが、ベースステ
ーション（１０５）上のタッチスクリーン視覚ディスプレイ（１１０）上に表示されるこ
とができる。精査に応じて、ユーザは、ハードドライブ等のローカル記憶装置にローカル
にデータをエクスポートすることができる、またはクラウドベースの記憶サーバにデータ
をエクスポートすることができる。上記に説明されるように、図３２に描写されるような
ワークフローは、ユーザに対してある機能性へのアクセスを制限することによって、かつ
実験に先立って対象の識別を確認することによって、強化されたセキュリティを提供する
ことができる。



(65) JP 2019-517898 A 2019.6.27

10

20

30

40

50

【０１０４】
　本明細書に説明されるスパイロメータを介して収集された患者データは、本明細書に説
明されるようなバイオメトリック認証を使用して、セキュアにされることができる。いく
つかの場合では、患者データの収集、バックアップ、および／またはセキュリティは、Ｈ
ＩＰＡＡ法令に従って実施されることができる。いくつかの場合では、患者データの収集
、バックアップ、および／またはセキュリティは、ＦＤＡ法令に従って実施されることが
できる。
【０１０５】
　（データ記憶装置）
　スパイロメータを使用する、またはそれを使用している個人から収集されたデータは、
種々の異なる媒体を通して記憶されることができる。いくつかの実施形態では、統合ハー
ドドライブが、データを記憶するために使用されることができる。いくつかの実施形態で
は、統合ハードドライブは、ベースステーション（１０５）に電子的に接続されることが
できる。いくつかの具体的実施形態では、統合ハードドライブは、ソリッドステートハー
ドドライブであり得る。いくつかの具体的実施形態では、統合ハードドライブは、ＳＡＴ
Ａハードドライブであり得る。いくつかの具体的実施形態では、ハードドライブは、ｅＳ
ＡＴＡハードドライブであり得る。いくつかの実施形態では、統合ハードドライブは、ベ
ースステーション（１０５）から除去されることができる。
【０１０６】
　いくつかの実施形態では、外部ハードドライブが、データを記憶するために使用される
ことができる。いくつかの実施形態では、外部ハードドライブは、ベースステーション（
１０５）に接続されることができる。いくつかの実施形態では、外部ハードドライブは、
ＵＳＢ接続を使用して接続されることができる。いくつかの実施形態では、ＵＳＢ接続は
、ＵＳＢ　２．０接続であり得る。いくつかの実施形態では、ＵＳＢ接続は、ＵＳＢ　３
．０接続であり得る。いくつかの実施形態では、外部ハードドライブは、ソリッドステー
トハードドライブであり得る。いくつかの実施形態では、ベースステーションは、ＳＤカ
ードスロットを備えることができる。いくつかの実施形態では、データは、ＳＤカード上
に記憶されることができる。
【０１０７】
　いくつかの実施形態では、可撤性記憶媒体が、データを記憶するために使用されること
ができる。いくつかの実施形態では、可撤性記憶媒体は、ＵＳＢフラッシュドライブであ
り得、例えば、ＵＳＢフラッシュドライブは、ＵＳＢポートを介してベースステーション
（１０５）に電子的に接続されることができる。いくつかの実施形態では、可撤性記憶媒
体は、メモリスティックであり得る。そのような実施形態では、メモリスティックは、メ
モリスティックアダプタを介してベースステーション（１０５）に電子的に接続されるこ
とができる。いくつかの実施形態では、可撤性記憶媒体は、コンパクトディスク（ＣＤ）
であり得る。いくつかの具体的実施形態では、ＣＤは、ＤＶＤまたはＢｌｕ－ｒａｙ（登
録商標）ディスクであり得、例えば、ＣＤ書込装置が、ＵＳＢポートを介してベースステ
ーション（１０５）に電子的に接続されることができる。
【０１０８】
　いくつかの実施形態では、データは、無線で記憶されることができる。いくつかの実施
形態では、データは、無線ハードドライブ上に記憶されることができる。いくつかの実施
形態では、データは、ネットワーク接続型記憶装置（ＮＡＳ）上に記憶されることができ
る。いくつかの実施形態では、データは、クラウドベースの記憶サービスを使用して記憶
されることができる。いくつかの実施形態では、スパイロメトリデータは、１つ以上のサ
ーバ、データベース、ネットワーク接続型記憶ユニットを含む記憶ユニット、ボリューム
、またはそれらの任意の組み合わせに伝送されることができる。
【０１０９】
　（複数の検出ユニット）
　いくつかの実施形態では、ベースステーション（１０５）は、１つ以上の検出ユニット
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（１３０）と同時に通信することができる。いくつかの実施形態では、ベースステーショ
ン（１０５）は、少なくとも１つ、少なくとも２つ、少なくとも３つ、少なくとも４つ、
または少なくとも５つの検出ユニット（１３０）と通信することができる。いくつかの実
施形態では、各検出ユニットは、上記に説明されるもの等の複数の異なるバイオメトリッ
クセンサを備えることができる。いくつかの実施形態では、各検出ユニットは、上記に説
明されるもの等の複数の空気流量センサを備えることができる。いくつかの実施形態では
、検出ユニット（１３０）は、ＵＳＢ接続を使用してベースステーション（１０５）に電
子的に接続されることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）は、
同軸ケーブルを使用してベースステーション（１０５）に電子的に接続されることができ
る。いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）は、光ファイバケーブルを使用し
てベースステーション（１０５）に接続されることができる。いくつかの実施形態では、
検出ユニット（１３０）は、無線接続を通してベースステーション（１０５）に接続され
ることができる。いくつかの実施形態では、無線接続は、モバイルデータ信号であり得る
。いくつかの具体的実施形態では、モバイルデータ信号は、３Ｇまたは４Ｇ　ＬＴＥ信号
であり得る。いくつかの実施形態では、無線接続は、Ｗｉ－Ｆｉ接続であり得る。いくつ
かの実施形態では、無線接続は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続であり得る。
【０１１０】
　いくつかの実施形態では、複数の検出ユニットが、使用に先立ってベースステーション
とペアリングされることができる。いくつかの実施形態では、ペアリングは、検出ユニッ
ト（１３０）をベースステーション（１０５）上のドッキングクレードル（１２０）上に
ドッキングすることによって実行されることができる。いくつかの実施形態では、ベース
ステーション（１０５）は、複数の検出ユニット（１３０）をドッキングするために、複
数のドッキングクレードル（１２０）を備えることができる。いくつかの実施形態では、
ベースステーション（１０５）は、少なくとも１つ、少なくとも２つ、少なくとも３つ、
少なくとも４つ、または少なくとも５つのドッキングクレードル（１２０）を備えること
ができる。
【０１１１】
　いくつかの実施形態では、ベースステーション（１０５）の任意の表面への検出ユニッ
ト（１３０）の物理的接触が、上記に説明されるような近接センサの使用を通して、検出
ユニット（１３０）をベースステーション（１０５）にペアリングするために使用される
ことができる。いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）は、これがベースステ
ーション（１０５）から、少なくとも、最大、または約１ｃｍ離れた、少なくとも、最大
、または約２ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約５ｃｍ離れた、少なくとも、最大
、または約１０ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約１５ｃｍ離れた、少なくとも、
最大、または約２０ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約２５ｃｍ離れた、少なくと
も、最大、または約５０ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約７５ｃｍ離れた、少な
くとも、最大、または約１００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約１５０ｃｍ離れ
た、少なくとも、最大、または約２００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約２５０
ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約３００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または
約３５０ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約４００ｃｍ離れた、少なくとも、最大
、または約４５０ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約５００ｃｍ離れた、少なくと
も、最大、または約６００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約７００ｃｍ離れた、
少なくとも、最大、または約８００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約９００ｃｍ
離れた、少なくとも、最大、または約１，０００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または
約１，１００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約１，２００ｃｍ離れた、少なくと
も、最大、または約１，３００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約１，４００ｃｍ
離れた、少なくとも、最大、または約１，５００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または
約１，７５０ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約２，０００ｃｍ離れた、少なくと
も、最大、または約２，２５０ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約２，５００ｃｍ
離れた、少なくとも、最大、または約２，７５０ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または
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約３，０００ｃｍ離れた、少なくとも、最大、または約５ｍ離れた、少なくとも、最大、
または約１０ｍ離れた、少なくとも、最大、または約５０ｍ離れた、もしくは少なくとも
、最大、または約１００ｍ離れた距離にあるとき、ベースステーション（１０５）とペア
リングされることができる。いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）は、これ
がベースステーション（１０５）から０～約１００ｍ離れた、０～約５０ｍ離れた、０～
約２５ｍ離れた、０～約１０ｍ離れた、約１ｃｍ～約５，０００ｃｍ離れた、約１ｃｍ～
約４，０００ｃｍ離れた、約１ｃｍ～約３，０００ｃｍ離れた、約１ｃｍ～約２，０００
ｃｍ離れた、約１ｃｍ～約１，０００ｃｍ離れた、約１ｃｍ～約５００ｃｍ離れた、約１
ｃｍ～約２５０ｃｍ離れた、約１ｃｍ～約２００ｃｍ離れた、約１ｃｍ～約１５０ｃｍ離
れた、約１ｃｍ～約１００ｃｍ離れた、約１ｃｍ～約５０ｃｍ離れた、約１ｃｍ～約２５
ｃｍ離れた、約１ｃｍ～約２０ｃｍ離れた、約１ｃｍ～約１５ｃｍ離れた、約１ｃｍ～約
１０ｃｍ離れた、または約１ｃｍ～約５ｃｍ離れた距離にあるとき、ベースステーション
（１０５）とペアリングされることができる。
【０１１２】
　いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）をベースステーション（１０５）と
ペアリングすることは、上記に説明されるようなＬＥＤ等のインジケータ要素（１４０）
の使用を通して、検出ユニット（１３０）またはベースステーション（１０５）のいずれ
かの上に視覚インジケーションを生産することができる。いくつかの実施形態では、検出
ユニット（１３０）をベースステーション（１０５）とペアリングすることは、上記に説
明されるような可聴源等のインジケータ要素（１４０）の使用を通して、検出ユニット（
１３０）またはベースステーション（１０５）のいずれかの上にオーディオインジケーシ
ョンを生産することができる。
【０１１３】
　（電力供給源）
　いくつかの実施形態では、ベースステーション（１０５）は、電力供給源ユニットを備
えることができる。電力供給源ユニットは、ＡＣ電流をベースステーション（１０５）の
内部構成要素のための低電圧調整ＤＣ電力に変換することが可能であり得る。いくつかの
実施形態では、電力供給源ユニットは、ユニバーサル電力供給源（例えば、１１０Ｖ　５
０／６０Ｈｚ）であり得る。いくつかの実施形態では、電力供給源ユニットは、オリジナ
ルＩＢＭ電力供給源ユニットであり得る。他の実施形態では、電力供給源ユニットは、Ａ
ＴＸ規格電力供給源ユニットであり得る。いくつかの実施形態では、ＡＴＸ規格供給源ユ
ニットは、ＡＴＸ１２Ｖ規格電力供給源ユニットであり得る。
【０１１４】
　いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）は、少なくとも１つのバッテリを備
えることができる。いくつかの実施形態では、ベースステーション（１０５）は、少なく
とも１つのバッテリを備えることができる。いくつかの実施形態では、ベースステーショ
ン（１０５）および検出ユニット（１３０）の両方は、少なくとも１つのバッテリを備え
ることができる。いくつかの実施形態では、バッテリは、円筒形セルバッテリであり得る
。いくつかの実施形態では、円筒形セルバッテリは、ＡＡＡバッテリであり得る。いくつ
かの実施形態では、円筒形セルバッテリは、ＡＡバッテリであり得る。いくつかの実施形
態では、円筒形セルバッテリは、Ｃバッテリであり得る。いくつかの実施形態では、円筒
形セルバッテリは、Ｄバッテリであり得る。いくつかの実施形態では、バッテリは、非円
筒形セルバッテリであり得る。いくつかの実施形態では、非円筒形バッテリは、４．５ボ
ルトバッテリであり得る。いくつかの実施形態では、非円筒形バッテリは、９ボルトバッ
テリであり得る。いくつかの実施形態では、非円筒形バッテリは、６ボルトランタンバッ
テリであり得る。いくつかの実施形態では、非円筒形バッテリは、コインタイプバッテリ
であり得る。いくつかの実施形態では、コインタイプバッテリは、ＣＲ９２７バッテリで
あり得る。いくつかの実施形態では、コインタイプバッテリは、ＣＲ１２１６バッテリで
あり得る。いくつかの実施形態では、コインタイプバッテリは、ＣＲ１２２０バッテリで
あり得る。いくつかの実施形態では、コインタイプバッテリは、ＣＲ１２２５バッテリで
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あり得る。いくつかの実施形態では、コインタイプバッテリは、ＣＲ１６１６バッテリで
あり得る。いくつかの実施形態では、コインタイプバッテリは、ＣＲ１６２０バッテリで
あり得る。いくつかの実施形態では、コインタイプバッテリは、ＣＲ２０１６バッテリで
あり得る。いくつかの実施形態では、コインタイプバッテリは、ＣＲ２０２５バッテリで
あり得る。いくつかの実施形態では、コインタイプバッテリは、ＣＲ２０３２バッテリで
あり得る。いくつかの実施形態では、コインタイプバッテリは、ＣＲ２４５０バッテリで
あり得る。いくつかの実施形態では、コインタイプバッテリは、ＣＲ２４７７バッテリで
あり得る。いくつかの実施形態では、コインタイプバッテリは、ＣＲ９２７バッテリであ
り得る。
【０１１５】
　いくつかの実施形態では、バッテリは、再充電可能タイプバッテリであり得る。いくつ
かの実施形態では、バッテリは、非再充電可能タイプバッテリであり得る。いくつかの実
施形態では、バッテリは、アルカリバッテリであり得る。いくつかの実施形態では、バッ
テリは、ニッケルカドミウムバッテリであり得る。いくつかの実施形態では、バッテリは
、ニッケル金属水素化物バッテリであり得る。いくつかの実施形態では、バッテリは、炭
素亜鉛バッテリであり得る。いくつかの実施形態では、バッテリは、リチウムイオンバッ
テリであり得る。いくつかの実施形態では、バッテリは、亜鉛空気バッテリであり得る。
【０１１６】
　スパイロメータは、適用可能な場合、電源内に残っている電力の量のインジケーション
または印を備えることができる。例えば、再充電可能バッテリを備えるスパイロメータは
、残っている電力の量および／または充電構成におけるときの充電状態のインジケーショ
ンを備えることができる。
【０１１７】
　（加速度計）
　いくつかの実施形態では、ベースステーション（１０５）は、加速度計を備えることが
できる。いくつかの具体的実施形態では、加速度計は、視覚ディスプレイ（１１０）上に
構成されることができる。本構成は、個人が、視覚デバイスの配向に応じて、ランドスケ
ープモードまたはポートレートモードのいずれかにおいて視覚ディスプレイ（１１０）と
相互作用することを可能にすることができる。
【０１１８】
　いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）は、加速度計を備えることができる
。いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）は、ジャイロスコープを備えること
ができる。いくつかの実施形態では、検出ユニット（１３０）は、ジャイロスコープおよ
び加速度計の両方を備えることができる。各構成では、検出ユニット（１３０）の配向が
、判定されることができる。加速度計およびジャイロスコープの組み合わせは、３次元空
間における検出ユニット（１３０）の配向のより正確な測定を提供することができる。例
えば、加速度計およびジャイロスコープの組み合わせは、効率的な無線充電を提供するた
めに、検出ユニット（１３０）がベースステーション（１０５）に対して適切な配向にあ
るときのインジケーションを提供することができる。これは、上記に説明されるようなイ
ンジケータ要素（１４０）と電子的に結合され、ベースステーション（１０５）に対する
検出ユニット（１３０）の適切な配向を達成することの視覚、可聴、または機械的インジ
ケーションを提供することができる。
【０１１９】
　（周辺デバイス）
　本明細書に提供されるスパイロメータは、１つ以上の周辺デバイスへの接続のために構
成されることができる。周辺デバイスは、例えば、モニタ、プリンタ、コンピュータ、タ
ブレット、スマートフォン、他のスパイロメータ、ファックス機械等であり得る。周辺デ
バイスは、本明細書に説明される任意の接続手段によって、本明細書に提供されるスパイ
ロメータに接続されることができる。いくつかの実施形態では、本明細書に提供されるス
パイロメータは、１つ以上の周辺デバイスとインターフェースすることができる。いくつ
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かの実施形態では、周辺デバイスは、健康（例えば、医療）センサ／デバイスおよび／ま
たは環境センサ／デバイスを含むことができる。例えば、健康センサは、血圧計、脈拍計
、体重計、温度計、血糖計、酸素濃度計、ならびに他の類似するデバイスおよび／または
センサを含むことができる。環境センサ／デバイスは、煙検出器、ＣＯ検出器、および温
度センサを含むことができる。いくつかの実施形態では、周辺デバイスは、ビデオ捕捉デ
バイス、キネマティック配向／運動トラッカ、加速度計、ジャイロスコープ、姿勢センサ
、全地球測位システム、温度モニタ、血圧モニタ、バイオメトリックセキュリティデバイ
ス、心電図検査（ＥＫＧ／ＥＣＧ）センサ、または脳波検査（ＥＥＧ）センサを備えるこ
とができる。いくつかの側面では、ＥＣＧは、１２誘導ＥＣＧであり得る。
【０１２０】
　（言語サポート）
　本明細書に提供されるスパイロメータは、１つ以上の言語、例えば、英語、スペイン語
、フランス語、標準中国語、オランダ語等における可聴または視覚メッセージを提供する
ことができる。いくつかの実施形態では、本明細書に提供されるスパイロメータは、限定
ではないが、ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポーランド語、ポ
ルトガル語、スウェーデン語、ノルウェー語、デンマーク語、フィンランド語、リトアニ
ア語、ラトビア語、エストニア語、オランダ語、ギリシャ語、カタロニア語、バスク語、
チェコ語、スロバキア語、アラビア語、日本語、中国語、ロシア語、セルビア語、クロア
チア語、アイスランド語、スワヒリ語、バンツー語、ヒンディー語、および世界の他の言
語を含む、複数の言語をサポートすることができる。
【０１２１】
　（デバイス設定）
　本明細書に説明されるスパイロメータは、最小ユーザ設定を要求するように構成される
ことができる。いくつかの場合では、スパイロメータは、「クイックスタート」モードを
可能にするように構成されることができ、それによって、スパイログラムが、患者の人口
統計情報を入力することなく捕捉されることができる。いくつかの場合では、スパイロメ
ータは、ユーザによって修正され得るデフォルト設定とともに構成されることができる。
いくつかの場合では、スパイロメータは、言語、日付、時刻、日付／時刻フォーマット、
時間帯、サマータイム準拠、部位情報、ユーザ情報等のパラメータを入力するようにユー
ザを促すことができる。いくつかの場合では、スパイロメータは、スケジューリングされ
ているか、またはスケジューリングされていないかを問わず、患者訪問を追跡し得るカレ
ンダー特徴を備えることができる。スパイロメータは、周囲条件を入力および／または制
御するようにユーザを促し得る。いくつかの場合では、スパイロメータは、較正を実施す
るようにユーザを促し得る。いくつかの場合では、スパイロメータは、較正を自動的に実
施することができる。
【０１２２】
　入力設定に応じて、スパイロメータは、動作プロトコルを改変することによって、具体
的ワークフロー下で動作するように構成されることができる。スパイロメータは、入力設
定に応じて、適切な基準値を選定することができる。スパイロメータは、複数の患者研究
を可能にするように構成されることができる。いくつかの場合では、スパイロメータは、
具体的ワークフローに関する臨床治験において、包含、ランダム化、離脱、および通達に
関する基準を計算することができる。いくつかの場合では、臨床治験の異なる構成要素（
例えば、スクリーニング、処置、フォローアップ）は、個々のワークフローであり得る。
【０１２３】
　本明細書に説明されるデバイスまたはシステムは、右利きまたは左利きの個人によって
動作されるように構成されることができる。いくつかの場合では、ユーザは、視覚ディス
プレイの輝度またはボリュームを調節することができる。いくつかの場合では、デバイス
設定は、工場出荷時デフォルトにリセットされることができる。
【０１２４】
　（デバイスおよびシステム）
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　本明細書に提供されるデバイスおよびシステムは、スパイロメトリ、またはスパイロメ
トリ試験、もしくは肺機能試験のために使用されることができる。本明細書に説明される
ようなデバイスまたはシステムは、１，０００ｇを下回る、９００ｇを下回る、８００ｇ
を下回る、７００ｇを下回る、６００ｇを下回る、５００ｇを下回る、または４００ｇを
下回る質量を有することができる。
【０１２５】
　スパイロメトリ試験は、対象が良好に息をしている程度を定量化することができる。呼
吸とも称される、息をするプロセスは、２つの段階、すなわち、吸気および呼気に分割さ
れることができる。吸気は、肺の中への空気の吸息を伴い得る。呼気は、肺の外への空気
の呼息を伴い得る。本明細書に提供されるデバイスまたはシステムを使用する試験中、対
象は、マウスピース（１３５）の中に、その外に、またはそれを通して息をすることがで
き、本明細書に説明されるような流量センサが、吸気、呼気、または吸気および呼気の両
方の間の体積および／または流率を測定することができる。スパイロメトリデータとも称
される、スパイロメトリ試験からのデータは、疾患前状態を評価し、リスク事実を描写し
、肺成長を評価するために使用されることができる。スパイロメトリデータはまた、例え
ば、病状を診断する、対象もしくは患者の予後を監視もしくは評価する、気道疾患の重症
度を定量化する、または一連の処置の効果を評価するために使用され得る情報を提供する
ことによって、臨床治験において、または医療目的のために使用されることができる。ス
パイロメトリデータはまた、呼吸器の危険に暴露される作業者を監視、スクリーニング、
または調査するために使用されることができる。
【０１２６】
　いくつかの事例では、スパイロメトリデータは、単一の機関によって複数のユーザから
、例えば、臨床治験、病院、医療施設において、および医療関連サービスを実施する他の
機関から収集されることができる。臨床治験機関は、例えば、製薬会社、契約研究機関、
およびバイオテク企業を含み、これらの機関は、呼吸器治療の分野においてグローバルな
臨床治験を実行することができる。研究所および医療機関、例えば、病院および診療所を
含む医療市場は、世界中からのユーザの多様なグループからスパイロメトリデータを収集
することができる。本明細書に提供されるスパイロメータはまた、私的な個人的使用のた
めに、例えば、慢性的な病状を有する、または慢性的な病状を引き起こし得る作用剤もし
くは化学物質に慢性的に暴露されている患者によって使用されることができる。
【０１２７】
　いくつかの事例では、スパイロメトリ試験は、臨床治験専門家または医療専門家によっ
て試験対象もしくは患者に対して実行されることができる。
【０１２８】
　本明細書に提供されるスパイロメータは、肺機能試験を実施する、またはスパイロメト
リデータを収集するために使用され得るデバイスもしくはシステムであり得る。スパイロ
メータは、喘息、気管支炎、肺線維症、嚢胞性線維症、慢性閉塞性肺疾患、および肺気腫
を含む、いくつかの疾患を診断するために使用されることができる。いくつかの実施形態
では、個々のスパイロメトリ測定値が、基準と比較されることができる。いくつかの事例
では、閉塞性肺疾患に関する診断閾値が、身体サイズによって、および人口統計サブグル
ープによって異なるため、これらの基準は、個人の年齢、身長、性別、および人種／民族
に基づいて計算されることができる。いくつかの事例では、スパイロメトリデータは、ス
パイログラムと呼ばれるグラフとして閲覧されることができる。いくつかの実施形態では
、特定の閉塞性疾患を診断するために、少なくとも３つのスパイログラムが、生成される
ことができる。いくつかの実施形態では、スパイログラムは、体積－時間スパイログラム
を備えることができる。基本体積対時間曲線が、ＦＥＶ１およびＦＶＣに対応する点を含
有することができる。いくつかの実施形態では、スパイログラムは、流量－体積スパイロ
グラムを備えることができる。呼気流量対体積曲線が、呼息された体積の関数として瞬間
的空気流率を表示することができる。本曲線はまた、ＰＥＦおよびＦＶＣに対応する点を
含有することができる。スパイログラムを生成するために、患者は、ある時間周期にわた
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ってマウスピース（１３５）の中に呼息することができる。いくつかの実施形態では、患
者または対象は、少なくとも約１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、２０、３０
、４０、５０、６０、１００、または約３００秒にわたってマウスピース（１３５）の中
に呼息することができる。いくつかの実施形態では、患者または対象は、少なくとも６秒
にわたってマウスピース（１３５）の中に呼息し、１秒にわたっていかなる体積変化も存
在しないとき、終了することができる。最大呼気努力中に呼息され得る空気の合計体積で
あり得る、努力肺活量（ＦＶＣ）および最大吸息の力下で最初の１秒において呼息される
空気の体積であり得る、１秒間努力呼気量（ＦＥＶ１）が、次いで、スパイログラムに基
づいて計算されることができる。ＦＶＣおよびＦＥＶ１値の両方が減少されるが、ＦＥＶ

１とＦＶＣとの比率が正常である場合、喘息、気管支炎、または肺気腫等の拘束性換気欠
陥が、存在し得る。
【表１】

【０１２９】
　いくつかの事例では、本明細書に説明されるスパイロメータは、肺障害または疾患から
の欠陥を診断、管理、もしくは評価するために使用されることができる。本明細書に提供
されるスパイロメータは、疾患の進行および／または特定の一連の処置の有効性を監視す
るために使用されることができる。本明細書に提供されるスパイロメータは、息切れの原
因を見出すために使用されることができ、例えば、いくつかの事例では、スパイロメータ
は、患者の心臓病状から呼吸病状を区別するために、呼吸困難の症状を伴う患者に対して
使用されることができる。いくつかの事例では、スパイロメータは、拘束性肺疾患から、
閉塞性肺疾患、例えば、喘息、気管支拡張症、気管支炎、または慢性閉塞性肺疾患（ＣＯ
ＰＤ）を判別するために使用されることができる。スパイロメータはまた、対象の傷害ま
たは汚染物質もしくは化学剤への暴露のリスクを評価するために使用されることができ、
例えば、これは、スキューバダイビングにおける気圧性外傷に関するリスクを評価するた
めに、または職業性喘息と関連付けられる作用剤への暴露の潜在的リスクもしくは影響を
評価するために使用されることができる。スパイロメータはさらに、麻酔または外科手術
前の手術前リスクを評価し、肺関連病状のための処置の有効性を測定し、さらには声帯機
能障害を診断するために使用されることができる。
【０１３０】
　（誤差の低減）
　本明細書に提供されるものは、誤差源を克服するための１つ以上の機構を含むスパイロ
メータである。誤差源を克服することは、処置または臨床治験における使用のための要件
であり得る。スパイロメトリデータは、例えば、系統誤差からもたらされ得、観察または
試験が平均化されたときに低減されない場合があり、したがって、臨床治験用途にとって
問題になり得る。スパイロメトリ試験における系統誤差は、器具誤動作、観察誤差、オペ
レータ誤差、および環境誤差からもたらされる誤差を含み得る。観察誤差は、データの測
定または記録中に成された誤差からもたらされ得、これらの誤差は、測定された値と真の
値の量との間の不一致を引き起こし得る。オペレータ誤差は、スパイロメトリ試験を実行
するユーザもしくは個人によって、または試験が実施されている対象もしくは参加者から
成された誤差からもたらされ得、例えば、無効なスパイロメトリ読取値が、不適切に実施
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された試験から、例えば、対象が試験を正しく実施しない場合、および／またはユーザも
しくは試験管理者が、それらが試験を不正確に実施したことを対象に通知しない場合にも
たらされ得る。本明細書に説明されるスパイロメータは、訓練または習熟モードを採用し
、ユーザが、使用に先立ってスパイロメータの動作の習熟を訓練および／または実証し、
それによって、オペレータ誤差を低減させることを可能にすることができる。温度、湿度
、および空気濁度を含む環境変数もまた、スパイロメトリ試験結果の品質および／または
変動に影響を及ぼし得る。
【０１３１】
　スパイロメータは、系統誤差を低減させるための１つ以上の機構を備えることができる
。系統誤差を低減させるための機構は、ユーザ、試験管理者、または対象を識別するため
のバイオメトリックセンサを含むことができる。バイオメトリックセンサは、例えば、指
紋センサ（１２５）であり得る。バイオメトリックセンサ、例えば、指紋センサ（１２５
）は、容易な誤差識別および補正を可能にすることができ、例えば、具体的試験管理者ま
たはユーザによって収集されたスパイロメトリデータが、試験管理者またはユーザがスパ
イロメトリ試験を適切に実行しているかどうかを判定するために、残りの収集されたデー
タと比較して分析されることができる。いくつかの実施形態では、誤差を低減させるため
の機構はまた、改良されたセンサ、例えば、肺虚脱および不正確な読取値を引き起こし得
る、対象が前方に傾いているかどうかを判定するために試験中に対象の位置を検出するセ
ンサを含むことができる。付加的センサが、環境要因、例えば、温度、湿度、および空気
濁度を検出するために含まれることができる。いくつかの実施形態では、試験が、実行さ
れ、ユーザまたは試験管理者が監視し得るスクリーン上でリアルタイムに表示されること
ができる。システムまたはデバイスは、いくつかの事例では、較正なしであり、ユーザま
たは対象誤差からもたらされる誤差を回避するように構成されることができる。システム
またはデバイスは、マウスピース（１３５）または検出ユニット（１３０）の移動、配向
、もしくは位置の変化を検出し得る、加速度計、ジャイロスコープ、または他のセンサを
含めることによって、ユーザ指導の品質を改良する特徴を備えることができる。データ転
送が、検出器ユニットから専用ベースステーション（１０５）またはシステムに直接起こ
ることができ、これは、付加的な誤差を生じやすい転送ステップを伴わずに処理されるこ
とができる。デバイスまたはシステムは、ユーザインターフェースと容易に相互作用する
ように構成されることができ、これは、オペレータ誤差を低減させることができる。デバ
イスまたはシステムは、ベースステーション（１０５）と、無線検出ユニット（１３０）
とを備え、対象がスパイロメトリ試験中にコードによって拘束される、または限定された
位置に閉じ込められることからもたらされる試験誤差を低減させるように構成されること
ができる。誤差の源を識別するために、ベースステーション（１０５）は、所与の変数に
よって、例えば、日付、ユーザ／試験管理者、周囲条件、または他の潜在的変数によって
、データを分析または平均化するように構成されることができる。
【０１３２】
　本明細書に提供されるデバイスのシステムは、誤差低減特徴を臨床治験または医療デー
タを分析するための使用が容易なプラットフォームに統合することができる。ユーザイン
ターフェースは、ユーザ、臨床医、または臨床治験専門家が厳密な誤差分析を行うために
変数を使用し得るように、使用が単純であり得る。いくつかの実施形態では、誤差分析は
、個人、例えば、臨床医または臨床治験専門家によって手動で実行されることができる。
さらなる実施形態では、システムは、例えば、異なる環境条件下で、または特定のユーザ
から取得された結果の誤差分析もしくは交差相関分析のために、ユーザフレンドリーまた
は自動化機構を備えることができる。システムまたはデバイスは、異なる変数間で、また
は異なる試験を横断して誤差分析もしくは交差相関分析を自動的に実行するために構成さ
れることができ、例えば、統計分布が、全てのユーザに関する結果から計算され、具体的
ユーザまたは試験管理者から収集された結果の分布と比較されることができる。複数の変
数、例えば、ユーザ識別、周囲条件、および試験妥当性に関する入力を統合するデバイス
またはシステムは、誤差の識別を促進するためのより効率的な方法および機構を促進し、
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臨床治験において、異なる人口統計間で、かつ異なる気候条件を横断して再現性を改良す
ることができる。統合された検出およびユーザ品質機構との併用のための改良されたデバ
イスおよびシステムは、雑音寄与を低減させ、よりクリーンなより標準化されたデータセ
ット、すなわち、結果の再現性に取り組み得る健康ベースの研究に重要であり得る改良物
のセット間の比較を可能にすることによって、結果の診断品質を改良することができる。
【０１３３】
　本明細書に説明されるスパイロメータの機能障害によって引き起こされる誤差の場合で
は、スパイロメータは、技術サポート人員がワークフローステータスを調節することを可
能にし得る機能を有することができる。
【０１３４】
　（試験のタイプ）
　異なるタイプのスパイロメータが、実行されている試験のタイプに応じて、単独で、ま
たは組み合わせにおいて使用されることができる。上記に説明されるように、本明細書に
提供されるデバイスおよびシステムは、複数の検出ユニット（１３０）の単一のベースス
テーション（１０５）との統合を可能にし、これは、複数のスパイロメータの使用を可能
にすることができる。いくつかの実施形態では、スパイロメータは、微細なメッシュを横
断するガスの流率を測定するためのニューモタコメータであり得る。他の実施形態では、
スパイロメータは、全身プレチスモグラフであり得、対象は、測定中に小空間内に封入さ
れることができる。また他の実施形態では、スパイロメータは、圧力差を検出するために
微細なメッシュの必要性なく、完全に電子的であり得る。スパイロメータは、肺機能を訓
練または改良するためのインセンティブスパイロメータであり得る。他の実施形態では、
スパイロメータは、対象の呼息する能力を測定するためのピーク流量計であり得る。また
他の実施形態では、スパイロメータは、肺機能を測定するために回転ディスクを使用する
、風車タイプであり得る。スパイロメータは、スパイロメトリ測定中に対象の位置を評価
および／または補償する、傾斜補償スパイロメータであり得る。スパイロメータは、個人
の血中アルコール含有量を計算するために使用され得る、呼気サンプル中のアルコールの
量を測定することが可能な燃料セルセンサを備えることができる。いくつかの場合では、
本明細書に説明されるスパイロメータは、疾患または病状の有無を問わず、ユーザに関す
るベースラインを測定および生成することができる。
【０１３５】
　（肺機能変数）
　本明細書に説明されるスパイロメータは、Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｔｈｏｒａｃｉｃ　Ｓｏ
ｃｉｅｔｙ　（ＡＴＳ）および／またはＥｕｒｏｐｅａｎ　Ｒｅｓｐｉｒａｔｏｒｙ　Ｓ
ｏｃｉｅｔｙ（ＥＲＳ）ガイドラインに従って動作されることができる。本明細書に提供
されるスパイロメータは、本明細書に開示される肺機能変数の非限定的リストを含む、複
数の肺機能変数を測定することができる。スパイロメータは、対象が可能な限り深く吸息
した後、対象が力いっぱい呼息し得る空気の量を測定し得る、努力肺活量（ＦＶＣ）を測
定することができる。スパイロメータはまた、対象が一息で力いっぱい呼息し得る空気の
量の測度であり得る、努力呼気量（ＦＥＶ）を測定することができる。対象によって呼息
される空気の量は、１秒（ＦＥＶ１）、２秒（ＦＥＶ２）、または３秒（ＦＥＶ３）にお
いて測定されることができる。いくつかの実施形態では、対象によって呼息される空気の
量は、実行されているスパイロメトリ試験に対して適切なように、少なくとも１秒、少な
くとも２秒、少なくとも３秒、少なくとも４秒、または少なくとも５秒にわたって測定さ
れることができる。ＦＥＶ１をＦＶＣで除算したものもまた、スパイロメータによって判
定されることができる。スパイロメータは、努力呼気流量２５％～７５％を使用して測定
され得る、呼息の途中の空気流量を測定するように具備することができる。スパイロメー
タは、対象が最大努力を付与したとき、対象が呼息し得る空気の量の測度であり得る、ピ
ーク呼気流量（ＰＥＦ）を測定することができる。ＰＥＦは、努力肺活量（ＦＶＣ）と同
時に測定されることができる。対象が１分間に吸息および呼息し得る空気の最大量の測度
であり得る、最大随意換気量（ＭＶＶ）もまた、スパイロメータによって測定されること
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ができる。いくつかの実施形態では、ＭＶＶは、実行されているスパイロメトリ試験に対
して適切なように、少なくとも１５秒、少なくとも３０秒、少なくとも４５秒、少なくと
も１分、少なくとも２分、少なくとも３分、少なくとも４分、または少なくとも５分にわ
たって測定されることができる。スパイロメータはまた、対象が可能な限り深く吸息した
後、対象が緩慢に呼息し得る空気の量の測度であり得る、緩慢肺活量（ＳＶＣ）を測定す
ることができる。スパイロメータは、対象が可能な限り深く吸息した後の対象の肺内の空
気の量の測度であり得る、全肺気量（ＴＬＣ）を測定することができる。ＴＬＣは、ＶＣ
およびＲＶの和であり得る。付加的実施形態では、スパイロメータは、正常な呼息された
呼気の終了時の対象の肺内の空気の量の測度であり得る、機能的残気量（ＦＲＣ）を測定
することができる。スパイロメータはさらに、対象が完全に呼息した後の対象の肺内の空
気の量の測度であり得る、残気量（ＲＶ）を測定するように具備することができ、本試験
は、ヘリウムまたは窒素ガスを吸息し、呼息される量を確認することによって行われるこ
とができる。スパイロメータは、正常な呼息後の対象の肺内の空気の量（ＦＲＣ）と対象
が力いっぱい呼息した後の量（ＲＶ）との間の差異の測度であり得る、呼気予備量（ＥＲ
Ｖ）をさらに測定するように構成されることができる。吸気量（ＩＶＣ）もまた、測定さ
れ、最大呼気からの残気量と全吸気からの全肺気量との間の肺の体積変化への入力を提供
することができる。緩慢肺活量（ＳＶＣ）は、対象が可能な限り深く吸息した後に呼息し
得る空気の量を使用する測度であり得る。
【０１３６】
　いくつかの側面では、本明細書に開示されるシステムは、１つ以上の肺機能測度を判定
するために使用されることができる、もしくはその判定を補助することができる。全肺気
量（ＴＬＣ）は、最大膨張時の肺内の容積であり、ＶＣおよびＲＶの和であり得る。１回
換気量（ＴＶ）は、安静呼吸中に肺の内外に移動される空気のその体積であり得る。ＴＶ
は、肺の細分割を示すことができる。いくつかの事例では、１回換気量がガス交換計算と
して測定されるとき、記号ＴＶまたはＶＴが、使用されることができる。残気量（ＲＶ）
は、最大呼息後に肺内に残っている空気の体積であり得る。呼気予備量（ＥＲＶ）は、呼
気終了位置から呼息され得る空気の最大体積であり得る。吸気予備量（ＩＲＶ）は、吸気
終了レベルから吸息され得る最大体積であり得る。深吸気量（ＩＣ）は、ＩＲＶおよびＴ
Ｖの和であり得る。吸気肺活量（ＩＶＣ）は、最大呼気の点から吸息される空気の最大体
積であり得る。肺活量（ＶＣ）は、最も深い吸息後に呼息される空気の体積であり得る。
機能的残気量（ＦＲＣ）は、呼気終了位置における肺内の容積であり得る。残気量は、Ｔ
ＬＣのパーセント（ＲＶ／ＴＬＣ％）として表されることができる。努力呼気流量（ＦＥ
Ｆｘ）は、ＦＶＣ曲線のある部分に関連し得、修飾語句ｘは、すでに呼息されたＦＶＣの
量を指し得る。ＦＥＦｍａｘは、ＦＶＣ操縦中に達成された最大瞬間流量であり得る。
【０１３７】
　いくつかの実施形態では、スパイロメトリデータは、スパイログラムとしてプロットさ
れることができる。いくつかの実施形態では、スパイログラムは、体積－時間トレーシン
グとして描写されることができる。他の実施形態では、スパイログラムは、空気流率－体
積トレーシングとして描写されることができる。いくつかの実施形態では、スパイログラ
ムは、肺の機械的性質に関する数値データを導出するために使用されることができる。い
くつかの実施形態では、空気流パラメータが、スパイログラムから導出されることができ
る。いくつかの実施形態では、空気流パラメータは、個人のＦＥＶ１、ＦＥＶ２、または
ＦＥＶ３であり得る。他の実施形態では、呼息肺体積パラメータが、スパイログラムから
導出されることができる。いくつかの実施形態では、吸息肺体積パラメータは、個人のＦ
ＶＣまたはＳＶＣであり得る。いくつかの実施形態では、これらの導出された値は、後続
測定間の周囲温度または湿度の変動に関して補正されることができる。
【０１３８】
　スパイログラムは、視覚ディスプレイにおいて視覚的に表示されることができる。いく
つかの場合では、スパイログラムは、スパイロメトリ実験の完了に応じて表示されること
ができる。いくつかの場合では、スパイログラムは、対象がスパイロメトリ操縦を実施し
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ている間、リアルタイムで表示されることができる。スパイログラムは、本明細書に説明
される記憶デバイスに転送されることができる、および／またはスパイロメータと通信す
るプリンタを使用して印刷されることができる。いくつかの実施形態では、デバイスを横
断するデータ転送は、セキュアな転送であり得る。いくつかの実施形態では、転送される
データは、暗号化されることができる。いくつかの場合では、データは、個別に転送およ
び／または印刷されることができる。いくつかの場合では、データは、バッチで転送およ
び／または印刷されることができる。いくつかの場合では、データは、電子メールを介し
てスパイロメータから送信されることができる。スパイロメータは、データをｐｎｇ、ｐ
ｄｆ、ｊｐｅｇ等のコンピュータ可読フォーマットに変換することができる。スパイロメ
ータは、スクリーンショットを捕捉、保存、および／または印刷することが可能であり得
る。
【０１３９】
　スパイロメータは、アクションシーケンスまたはワークフローの分岐をサポートするこ
とができる。さらに、スパイロメータは、データが収集されている全ての患者の一覧表を
コンパイルすることができる。スパイロメータは、収集された患者データ間をトグルする
ことができる。いくつかの場合では、スパイロメータは、待合室機能を採用し、訪問ワー
クフロー内でアクティブである患者間をトグルすることができる。スパイロメータは、ア
クティブなワークフローからの患者のデータの非アクティブ化を可能にすることができる
。
【０１４０】
　スパイログラムは、患者に投与されている薬品および／または薬品の投薬量を表示する
ことができる。スパイロメトリ操縦の完了に応じて、スパイロメータは、投与前から投与
後への可逆性変化を表示することができる。いくつかの場合では、可逆性変化は、パーセ
ンテージとして判定されることができる。いくつかの場合では、可逆性変化は、絶対値と
して判定されることができる。いくつかの場合では、スパイロメータは、空気流パラメー
タの予測される値を表示することができる。いくつかの場合では、スパイロメータは、予
測される値からのパーセント偏差を表示することができる。スパイロメータは、具体的患
者に関する予測される値に対する著者の選定を可能にすることができる。スパイロメータ
は、ＡＴＳまたはＥＲＳガイドラインの非遵守等の誤差を表示することができる。
【０１４１】
　スパイロメトリ操縦の完了に応じて、ユーザは、スパイロメトリデータを操作すること
ができる。いくつかの場合では、ユーザは、具体的スパイログラムを選択する、または非
選択状態にすることができる。いくつかの場合では、ユーザは、データを追加または削除
することができる。いくつかの場合では、ユーザは、注釈を付ける、またはコメントを提
供することができる。いくつかの場合では、ユーザは、患者の誕生日、年齢、薬品投薬量
、部位情報等の患者人口統計を修正することができる。いくつかの場合では、スパイロメ
ータは、患者の人口統計の任意の変更に基づいて、空気流パラメータを再計算することが
できる。ユーザによる操作に基づいて、スパイロメータは、カスタマイズされた報告を生
成することができる。いくつかの場合では、報告は、ヘッダ区分、定義された報告に関す
る具体的データを表示する本文区分、フッタ区分、またはそれらの組み合わせを有するこ
とができる。
【０１４２】
　いくつかの場合では、ユーザは、患者のデータが表示されるフォーマットまたはユニッ
トを構成することができる。いくつかの場合では、患者のデータは、フィルタ処理可能で
あり得る。
【０１４３】
　（事前較正）
　いくつかの実施形態では、スパイロメータの較正が、一定の時間間隔において要求され
ることができ、そのような較正に関して特別に訓練された人物によって実施されることが
できる。較正は、サードパーティ較正業者または通常の較正に関して製造業者へのスパイ
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もたらし得る。本明細書に説明されるものは、事前較正されたセンサであり、これは、較
正された状態において出荷されることができ、したがって、最初に較正される必要がない
。各センサの通常の使用は、再較正の必要性をもたらし得るため、各センサの新しい事前
較正されたセンサとの交換は、通常の較正の必要性を排除することができる。
【０１４４】
　いくつかの実施形態では、事前較正されたニューモタコ管が、ＪＡＥＧＥＲ　ｔｅｃｈ
ｎｏｌｏｇｙにおいて構築されることができる。いくつかの側面では、事前較正されたセ
ンサが、ＪＡＥＧＥＲ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙにおいて構築されることができる。いくつ
かの実施形態では、ニューモタコ管は、マウスピースに取り付けられることができる。い
くつかの実施形態では、マウスピースは、ニューモタコ管を備えることができる。
【０１４５】
　いくつかの実施形態では、本明細書に説明される検出ユニット（１３０）内の空気流量
センサおよび／またはアルコールセンサは、設定された標準に対して標準化されることが
できる。そのような実施形態では、各センサは、個人による初期使用に先立って事前較正
されることができる。複数の事前較正されたセンサが、再較正を必要とするセンサのため
にスワップアウトされ、それによって、ルーチン較正の必要性を排除することができる。
いくつかの実施形態では、個々のセンサは、ある個人に具体的に較正されることができ、
例えば、センサは、各個人がその独自のセンサのセットを有するように、個人間でスワッ
プアウトされることができる。同一の個人による後続使用に先立って、その個人のために
以前に較正されたセンサが、その個人のための再構成が必要であり得ないように、検出ユ
ニット（１３０）にスワップインされることができる。
【０１４６】
　（バイオメトリックデータおよびスパイロメトリデータの相関）
　いくつかの実施形態では、個人が、本明細書に提供されるスパイロメータを動作させる
ことに先立って、生物測定的に認証することができる。いくつかの実施形態では、バイオ
メトリック認証が、個人のバイオメトリックプロファイルを作成するために使用されるこ
とができる。そのような実施形態では、個人のバイオメトリックデータ（例えば、指紋、
網膜走査等）は、スパイロメータを動作させた後、個人のスパイロメトリデータに相関さ
れることができる。後続バイオメトリック認証セッションが、次いで、個人に関するスパ
イロメトリデータのプロファイルを構築するために使用されることができ、これは、例え
ば、医療提供者または法執行機関係官によって容易にアクセスされることができる。本プ
ロセスは、同一の器具上での経時的な個人のスパイロメトリデータの連続的監視を可能に
することができ、これは、所与の処置の有効性または肺閉塞性病状の進行を評価するため
に使用されることができる。
【０１４７】
　本発明の好ましい実施形態を参照して説明されるが、種々の変更および／または修正が
、その精神から逸脱することなく本発明に成され得ることが、容易に理解されるはずであ
る。
【０１４８】
　いくつかの実施形態では、本明細書に開示されるスパイロメータは、表２－２に開示さ
れる技術的特徴のうちの１つ以上を有することができる。
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【表２】

【０１４９】
　（ＩＶ．実施例）
　（実施例１－指紋バイオメトリック登録）
　スパイロメータの初期使用に先立って、指紋バイオメトリックデータが、患者から収集
されることができる。患者は、ベースステーション上の光学指紋センサにわたって自身の
指先をスワイプする、またはその上に自身の指先を配置することができる。スワイプした
後、患者の指紋の正常な捕捉を示す可聴チャイムが、鳴ることができる。本プロセスは、
将来のバイオメトリック認証のためにクラウドベースのサーバ上に記憶され得る、正確な
指紋登録データを生産するために、３～５回を上回って繰り返されることができる。
【０１５０】
　（実施例２－網膜バイオメトリック登録）
　スパイロメータの初期使用に先立って、網膜バイオメトリックデータが、患者から収集
されることができる。患者または医療専門家は、赤外光が患者の眼球を中心とし得るよう
に、網膜センサを備え得る検出ユニットを保持することができる。患者または医療専門家
は、患者の網膜画像の正常な捕捉を示す可聴チャイムが鳴るまで、眼を中心とする定位置
に検出ユニットを保持することができる。本プロセスは、将来のバイオメトリック認証の
ためにクラウドベースのサーバ上に記憶され得る、正確な網膜登録データを生産するため
に、３～５回を上回って繰り返されることができる。
【０１５１】
　（実施例３－声認識バイオメトリック登録）
　スパイロメータの初期使用に先立って、声認識バイオメトリックデータが、患者から収
集されることができる。患者は、一意のパスフレーズを与えられることができ、患者は、
これを、ベースステーションに取り付けられたマイクロホンに向かって暗唱することがで
きる。可聴チャイムが、患者の声の正常な捕捉を示すことができる。本プロセスは、将来
のバイオメトリック認証のためにクラウドベースのサーバ上に記憶され得る、正確な声認
識登録データを生産するために、３～５回を上回って繰り返されることができる。
【０１５２】
　（実施例４－スパイロメータベースステーションの起動）
　患者による使用に先立って、医師または医療専門家は、熱または光学指紋走査装置を横
断して自身の指をスワイプする、もしくはその上に自身の指を配置することができる。正
常なバイオメトリック認証は、患者による使用に先立って、スパイロメータベースステー
ションの起動を可能にすることができる。連続的な成功しないバイオメトリック認証試行
は、スパイロメータベースステーションがロックされることをもたらすことができ、その
場合では、他の形態の認証が、ベースステーションをロック解除するために使用されるこ
とができる。
【０１５３】
　（実施例５－スパイロメータ検出ユニットの起動）
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　患者による使用に先立って、スパイロメータ検出ユニットは、スパイロメータベースス
テーションに無線で接続されることができる。ベースステーションは、患者によるバイオ
メトリック認証によって起動されることができる。患者は、指が、検出ユニットの外側円
筒形面に沿って位置する光学指紋走査装置と接触するように、検出ユニットを把持するこ
とができる。正常な認証は、検出ユニット上のスピーカから鳴る可聴チャイムをもたらし
、視覚ディスプレイ上に現れる患者の写真が続き、医療提供者の付加的身体的チェックを
可能にし、適切な認証を確実にすることができる。成功しない認証は、スピーカから鳴る
ブザーをもたらし、認証を再試行する必要性を示すことができる。
【０１５４】
　（実施例６－呼気データの収集）
　バイオメトリック認証によるスパイロメータ検出ユニットの起動後、検出ユニット上の
緑色ＬＥＤが、検出ユニットのマウスピースを自身の口内に配置し、マウスピースを通し
て検出ユニットの中に呼息するように患者を促すことができる。空気の全体は、検出ユニ
ットを通して流動することができ、呼息された空気は、検出ユニット内の超音波流率セン
サに接触する。赤色ＬＥＤが、５秒の呼気後に緑色ＬＥＤの代わりに照射し、呼息を中止
するように患者を促すことができる。流率が、次いで、スパイログラムを構築するように
時間の関数としてプロットされることができ、これは、次いで、視覚ディスプレイ上に現
れることができる。
【０１５５】
　（実施例７－吸気データの収集）
　バイオメトリック認証によるスパイロメータ検出ユニットの起動後、検出ユニット上の
緑色ＬＥＤが、検出ユニットのマウスピースを自身の口内に配置し、マウスピースを通し
て検出ユニットの中に呼息するように患者を促すことができる。空気の全体は、検出ユニ
ットを通して流動することができ、吸息された空気は、検出ユニット内の超音波流率セン
サおよびピート管に接触する。赤色ＬＥＤが、５秒の吸気後に緑色ＬＥＤの代わりに照射
し、吸息を中止するように患者を促すことができる。流率が、次いで、スパイログラムを
構築するように時間の関数としてプロットされることができ、これは、次いで、視覚ディ
スプレイ上に現れることができる。
【０１５６】
　（実施例８－患者スパイロメトリデータの操作）
　患者からスパイロメトリデータを収集した後、医療提供者は、ベースステーション上の
タッチスクリーン視覚ディスプレイとの直接相互作用によって、患者のデータを精査する
ことができる。医療提供者は、現在のスパイロメトリデータについて適切にメモを取り、
データを同一の個人によって前回に収集されたスパイロメトリデータと比較し、患者デー
タをクラウドベースの記憶サービスにエクスポートすることができ、患者データは、患者
から登録中に収集されたバイオメトリックデータにリンク付けられることができる。
【０１５７】
　（実施例９－血中アルコール含有量（ＢＡＣ）のスパイロメトリ検出）
　法執行機関職員が、使用に先立ってスパイロメータのベースステーションを生物測定的
に起動することができる。ベースステーションに無線で接続され得る検出ユニットが、次
いで、個人のＢＡＣを判定するために、個人にもたらされることができる。個人は、検出
ユニットのマウスピースの中に呼息することができ、呼息された空気の全体が、検出ユニ
ット内の二重白金燃料セルと接触する。存在する場合、呼息された空気中のアルコールの
酸化は、電流をもたらす。本電流は、次いで、血中アルコール含有量に変換されることが
でき、これは、ベースステーションに無線で転送されることができ、ベースステーション
の視覚ディスプレイ上に表示されることができる。ＢＡＣデータは、後の読出のために、
クラウドベースのサーバにエクスポートおよび保存されることができる、またはベースス
テーション上に構成される統合ハードドライブ上に記憶されることができる。
【０１５８】
　（実施例１０－誤差低減）
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　臨床治験設定における使用に先立って、種々のパラメータが、誤差を適切なレベルまで
低減させるために制御されることができる。スパイロメトリデータを収集することに先立
って、温度および／または湿度ならびに／もしくはバイオメトリック圧力が、スパイロメ
ータ検出ユニット上の周囲温度センサの使用を通して記録されることができる。サーモス
タットおよび／または加湿器が、臨床治験全体を通して一貫したレベルを保つために使用
されることができる。
【０１５９】
　臨床治験において登録された各患者は、別個の事前較正された空気流量センサを使用す
ることができる。スパイロメータの使用に先立って、適切なセンサが、検出ユニットの中
にインストールされることができる。網膜操作および指紋走査を含む、少なくとも２つの
形態のバイオメトリック認証が、患者を肯定的に識別し、患者の誤識別の可能性を排除す
るために使用されることができる。スパイロメトリデータ収集中、検出ユニットの適切な
配向が、検出ユニット上のジャイロスコープおよび加速度計の使用を通して監視されるこ
とができる。スパイロメトリデータは、ベースステーションにリアルタイムで無線で転送
されることができ、スパイロメトリデータは、視覚ディスプレイ上に表示されることがで
きる。医療提供者は、クラウドベースのサーバにデータをエクスポートすることに先立っ
て、不良読取または器具誤動作の場合において、スパイログラムを承認または却下するこ
とができる。空気流量センサは、同一の患者による後の使用のために除去および記憶され
、センサ差異の影響を最小限にすることができる。
【０１６０】
　（実施例１１－拘束性換気欠陥の進行の監視）
　喘息または肺気腫等の拘束性換気欠陥を有すると疑われる患者が、スパイロメトリを使
用して検査されることができる。生物測定的に認証した後、患者は、緑色ＬＥＤの存在に
よる促しを通して、少なくとも６秒にわたってマウスピースの中に呼息することができ、
赤色ＬＥＤの促しを通して、１秒にわたっていかなる体積変化も存在しないとき、終了す
る。最大呼気努力中に呼息される空気の合計体積である努力肺活量（ＦＶＣ）および最大
吸息の力下で最初の１秒において呼息される空気の体積である１秒間努力呼気量（ＦＥＶ

１）が、スパイログラムに基づいて計算されることができる。ＦＶＣおよびＦＥＶ１値の
両方が減少されるが、ＦＥＶ１とＦＶＣとの比率が正常である場合、喘息、気管支炎、ま
たは肺気腫等の拘束性換気欠陥が、存在し得る。患者は、次いで、経時的に監視されるよ
うに継続することができ、連続的スパイログラムが、医療提供者によって比較され、ＦＶ
ＣおよびＦＥＶ１値の減少を通して、拘束性換気欠陥の進行を監視する、またはＦＶＣお
よびＦＥＶ１値の増加を通して、処置の有効性を監視することができる。
【０１６１】
　例示的実施形態が、ここに示され、説明されたが、そのような実施形態は、実施例とし
てのみ証明されることが、当業者に明白となるであろう。多数の変形例、変更、および代
用が、当業者に想起されるであろう。本明細書に説明される実施形態の種々の代替が、採
用され得ることを理解されたい。以下の請求項は、本開示の範囲を定義し、これらの請求
項ならびにそれらの均等物の範囲内の方法および構造が、それによって網羅されることが
意図される。
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